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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　竜騎士ドラグーン育成学校の一室。ここは石造りの堅けん牢ろうな外観に似に合あうガッシリとした作りになっており、この部屋の主おもな使われ方を考えればその作りこそ一番良いと言えた。

　そこに集あつまっているのは、竜騎士ドラグーン育成学校の校長を始め、竜騎士ドラグーン本部と呼ばれる竜騎士ドラグーンを管理する組織の重じゆう鎮ちんたちだ。

　ここではこの間、他国からの斥せつ候こうとユスベル帝国の竜騎士ドラグーン候補生が戦闘になったことについて話し合われていた。

　しかし、その斥候についての話し合いはわずか数十分で済すまされてしまい、その後は斥候と戦闘を行った竜騎士ドラグーン候補生と、その飼い主であるストライカー侯こう爵しやくの話になっていた。

「替かえ玉だまとはいえ、あれだけのことが起これば、家の方から誰だれか派は遣けんすると思ったが……」

　円卓を囲む一人が独り言のように呟つぶやいた。それに続き、他も口々に話し出す。

「まさか、ストライカー侯爵が何ら行動を起こさないとはな」

「それらを治おさめる能力があり、信頼している──ということだろう。ドラゴンの扱あつかいも、類たぐい稀まれなるものがあると聞く」

　話し合われていたのは、現在竜騎士ドラグーン育成学校に籍せきを置くロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーについてだ。

　彼はストライカー侯爵家の嫡ちやく子しであるロベールとして入学してきた。初めの内は、顔が知られていなかったのと侯爵家の人間という立場から大きな騒さわぎとならなかったが、時が経たつにつれ、次第に人となりが違うことが知しれ渡わたっていった。

　竜騎士ドラグーン学校でも騎馬騎士学校でも替え玉入学というのは古くから存在していたが、いずれも将来政敵につけ込まれる隙すきとなる。にもかかわらず、ユスベル帝国の上級貴族であるストライカー侯爵家がやったことに対して多くの貴族が驚きよう愕がくした。

　貴族ではなくとも注目されてしまう替え玉入学は、この場にいる全員が失敗すると思っていた。

　しかし、無駄金がかかるだけ、と言われていた旧皇都マシユー再興を始め、他国の斥候を単騎で押し返す偉い業ぎようを成なすことで皇帝陛下からの印象を良くし、替え玉という存在を除のぞけばストライカー侯爵家の存在感は以前にも増し、その姿には後光が輝いているほどだった。

　しかし、それを面白く思わない連中も中にはいる。そんな奴らが、ロベールの準統治領であったマシューからの救援要よう請せいに対して初動を遅らせることをした。替え玉の危機に対して、ストライカー侯爵がどのように動くか見るためだった。

　ストライカー侯爵側は、初めこそ慌あわただしい動きを見せていたが、ロベールが無事であると確認されると、それ以上の動きをすることは無かった。つまり、この騒ぎを治めるだけの能力がある、とストライカー侯爵が信頼を置いているという裏付けでもあった。

「しかし今回は、ストライカー侯爵家の替え玉が優秀であったことに助けられたな。報告を聞いた限りでは、帝国に万が一のことも在あり得えただろう」

「確かに。旧皇都復興や皇帝陛下への対応、そして竜騎士ドラグーン本部の未来を考えても今ここでやり玉に挙げるのは尚しよう早そうと考える」

　一人の言葉に対し、確かに、と替え玉の存在を暗に認みとめる声がチラホラと聞こえた。

　竜騎士ドラグーンという存在は、ドラゴンという特殊な存在がいることで成なり立たっている。そのドラゴンは繁はん殖しよくが難しく、また育てるのも難しい。

　ユスベル帝国が竜騎士ドラグーン発はつ祥しようの地だが、竜騎士ドラグーンの総数は騎馬騎士と比べて遙はるかに数が劣おとっている。それに、単体の攻撃力は高くても、平時戦時共にその仕事内容は帝国に対する貢こう献けん度どが低く見られてしまっている。

　竜騎士ドラグーンを円えん滑かつに運営するには、地上部隊を包ほう括かつする騎馬騎士本部の力が必要となり、そのため現在も戦争の花形と言えば騎馬騎士となってしまっている。

　いうなれば、立場が弱いのだ。

「扱いに関しては、私の方からストライカー侯爵へ手紙を出しておこう」

「おぉ、それはありがたい」

　替え玉の送り元であるストライカー侯爵家への手紙は、竜騎士ドラグーン育成学校の校長が送ることとなった。

　他の重じゆう鎮ちんたちもそれなりに名のある貴族ではあるが、ストライカー侯爵家と交流がある訳ではない。たとえ交流があったとしても、万が一の時に降りかかる火の粉は最小限に抑えたいから手紙を送りたくはなかった。

「彼かの者ものの能力を鑑かんがみれば、これからの竜騎士ドラグーン本部に必要な人材であると私は考える」

　もちろん、マシューで行われている再興事業に関して、全すべて替え玉一人で行われているとは誰も思っていない。何らかの形で実家からの協力者がマシューに入り、知恵を貸しているのだろう、と思われている。

　だが、そうであっても自分たちが彼の者を上う手まく動かせば、帝国だけではなく竜騎士ドラグーン本部にも多大なる利り益えきをもたらすことになるだろう、と考えたのだ。

　ならば、竜騎士ドラグーン本部の表には出せない総意としては、替え玉が行動をし易やすいようにお膳ぜん立だてをしてやることだった。













　正体不明の翼竜乗りワイバーンライダーや、それに随ずい伴はんしていた歩兵を相手に大立ち回りをしてから数週間がすぎた。

　あの日ボロボロになった体も今は全ぜん快かいし、動くだけでなくヴィリアに乗って遠出をすることもできるようになった。

　辛かろうじて体が動くようになるまでの間、準統治領のマシューにいたのだが、ミナやクラスメイトのアムニット、ミシュベル、アバスだけではなく、町の人たちも時間を見つけてはお見み舞まいに来てくれたのが本当に嬉うれしかった。

　さすがに三日をすぎた辺あたりで、迷めい惑わくになっているのでは、と誰だれかが言ったらしく、日に一度、時間と人数を決めて見舞いに来てくれるようになった。

　その気き遣づかいが嬉しくもあったが、途と端たんに静かになってしまった部屋に寂さびしさを覚えてしまう。怪け我がでも病気でも、体が弱くなっている時は心も弱ってしまう典てん型けいだ。

　斥せつ候こうによるマシュー襲しゆう撃げき未み遂すい事件のその後についてだが、一週間と少し経たった頃に竜騎士ドラグーンと騎馬騎士がやって来た。

　そう多くはない数だったが、兵士たちに慣なれていないマシューの住民たちからは異様に映ったようで、俺の元へ体調を窺うかがうついでに兵士について聞きに来る町民が多くいた。

　町民の大半は、ミナが野や盗とうのせいだと説明をすると引き下がったが、中には聡さとい者も多くいて、そういった人たちへの説明に苦労させられたと後で聞いた。

　マシューの石せつ鹼けん工場から製紙工場まで全すべての操そう業ぎようを停止してもらい、道具も兵士たちがいる間は撤てつ去きよしてもらった。おかげで、安心してマシューを離れることができる。

　マシュー周辺の警備や、斥候の調査を皇都から派遣された兵士たちに任まかせると、俺は何とか動くようになった体を引きずって皇都の竜騎士ドラグーン育成学校まで戻ってきた。

　何もかもが元通り──とまでは行かないが、何とか日常を取り戻しつつあった。

　ただし、問題もある。それは、今いる学校のことだ。

　俺が大怪我をしても、学校は普段通り動いている。斥候との戦闘は準統治領で起きた事件だったが、レポートを提出した後に準統治領へ行っていたのは学校からの指示ではなく、個人の裁さい量りようによる行動になる。

　つまり、準統治領に行っている間に怪我をしたが、それは自習していた時の怪我となる。なので、学校を休んだ場合は、ただの欠席扱いとなる。

　命がけで帝国の危機に挑いどみ、名めい誉よの負傷をしたというのに何とも世せ知ち辛がらい話である。まぁ、授業量的に補習を受けずとも進学できそうなので、今のところは良しとしようと思う。
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「ロベール様、お食事をお持ちしました」

「ありがとう」

　トレイに今日の昼食をのせて持って来てくれたミナにお礼を言い、椅い子すに深く座りなおした。

　ミナは、騎馬騎士学校に通っていたと言うだけあって乗馬はお手のもので、マシューを襲おそった斥候の調査の時にはその力を存分に発はつ揮きしてくれた。

　また、学校に通っていたということもあり、計算は元より礼儀作法も多少の覚えがある。お蔭かげで、今の様に貴族の子弟が通う竜騎士ドラグーン育成学校に連れてきて、俺の身の回りの世せ話わをさせてもなんら問題はない。

　周りにいる本職のメイドと比べれば劣おとるが、代かわりに戦うことができるので十分だろう。

「しかし、相も変わらず学校の雰ふん囲い気きはおかしいな」

「それは……、しかたがないことかと……」

　俺の呟つぶやきに反応したのは、右隣にいるアムニットだ。ユスベル帝国でも指折りの大商会であり名めい誉よ士し爵しやくであるマフェスト家の一人娘だ。おっとりとした顔と雰囲気をしているが、それに似合わない若じやつ干かんの強ごう情じようさがある。

「敵国の斥候を皆殺しにしたのですから、ロベール様の威い光こうは学年全てに伝わっていますわ」

　俺──ロベールとしては問題ない程度の血ち生なま臭ぐさい評価だが、なぜか左隣に座るミシュベルはまるで誇ほこるようにドヤ顔で言った。彼女はベルツノズ男だん爵しやくの次女で、その性格というか気位の高さからいじめっ子ポジについていたが、最近はアムニットとも仲良くやっているようだ。

　そのベルツノズ家は、男爵という地位でありながら家格は同爵しやく位いの中でも抜きんでており、国議会に参加していないが、周囲に強い影響力があるので一いち目もくを置かれる家でもある。

　最後に、同じテーブルに着いているのは、騎馬騎士の家系であるフレサンジュ家の六男、アバスだ。質しつ実じつ剛ごう健けんという言葉が似合う人物で、マシューを襲った斥候が駆かるワイバーンを討うった唯ゆい一いつの竜騎士ドラグーン候補生でもある。

　フレサンジュ家の家格はこの場に居る人間の中では一番低く、そのために今まではミシュベルからいないように扱あつかわれており、そんな扱いに慣なれているアバスは何も言い返すことはなかった。しかし、斥候の一件以来、ミシュベルのアバスに対する物腰は柔やわらかくなった気がする。

「確かにそうだが、さすがに言葉が悪いな……」

　悪気は全まつたくないんだろうが、何とも酷ひどい言われようだった。

「それは、失礼いたしました。ですが、ロベール様はお一人で帝国を害がいする者を退しりぞけたのです。これを誇らずに、何を誇れと言うのでしょうか？」

「だから、あれは全員で退けたって言ってんだろ」

「また、そのようなことを……。さすがに、それは謙けん遜そんではなく嫌いや味みになってしまいますわ」

　俺の言葉に、ミシュベルはやや顔を曇くもらせて唇くちびるを尖とがらせた。

　斥候を含む翼竜乗りワイバーンライダーたちを追い返すことができたのは、俺だけではなくアムニット・ミシュベル・アバスの三人がいたからだ。三人が、敵の翼竜乗りワイバーンライダーを二分したので俺は片方に注力することができ、結果として追い返すことができた、というのが俺の報告した筋書きだ。

　しかし、一体を倒したアバスならいざ知らず、逃げまわっていただけのアムニットとミシュベルはそれに対して猛もう抗こう議ぎをしてきた。

　自分たちは逃げ回るしかできず、足を引っ張っていただけだ、と。

　そうは言うものの、俺としてはドラゴンに乗るのが多少上う手まい程度の竜騎士ドラグーン候補生が、斥候の翼竜乗りワイバーンライダーの大半を撃げき墜ついした、という話で盛もり上あがられるのは困る。なので、そのように報告したのだが、どうやら二人はお気に召めしていないようだ。

　確かに、施ほどこしを与えているように思えるが、ここは俺のためを思って我が慢まんしてくれとしか言いようがなかった。

　今、俺たちを取り巻く状況が、クラスどころか学年、果はては学校の様子がおかしくなっていることにつながっている。なんせ、このテーブルに座っている四人は、全員が斥候と立ち回っただけではなく退けているからだ。

　斥候の相手をするどころか、本格的な戦闘を行った生徒は同学年にいないだろう。そんな中での話なので、有名にならないはずがない。

　しかも、それを成なしたのが悪名高いストライカー家の長男であるロベールなのだから、生徒全員が寝耳に水の話だっただろう。

　さらに、斥候との戦闘が行われる前まで、三人とは多少話をする程度の仲だったのが、戻って来てからはよくつるむようになっていた。

　そこから出た噂うわさというのが、『ロベールが派は閥ばつを作り始めた』というものだ。

　今までアムニットが話しかける以外はボッチですごし、週末になればドラゴンでどこかへ行ってしまい、普段から何を考えているか分からない人間が、突然このように三人とつるみだしたのだから、噂にならないはずがなかった。

　しかし、三人とも仲の良い友人はいるので、交友関係を壊してまで三人と一緒にいるわけにはいかない。そちらを優先するように言っているのだが、今は俺とすごす時間が長くなっている。

　しかし、派閥か……。

　自分の居場所を作る、といっても内容は様さま々ざまだ。それに俺が求める居場所、というのは今この場のような、仲の良いクラスメイトに囲まれてすごす、といったことではない。

　それこそ、この国に喧けん嘩かを売り、勝つくらいのことを成さねばならない。屋台骨が悪い状態で、しかも個人で大国のユスベル帝国に勝つなどまず無理だろう。

　ならば、と考えれば、派閥を作り徒と党とうを組むのが常じよう套とうだろう。だが残念なことに、派閥というのはこのクラス内で組まれたものしか見たことがなく、その他では前世で見たドラマや仕事場で行われた、好き嫌いで別れる程度のものばかりだ。

　そんな人間が派閥を作ろうなんて考えたところで、失敗するか体ていよくどこかに吸収されるのが落ちだろう。

　ストライカー侯爵家の威光を借りて人を下に付けたとしても、それでは人が集まるだけで烏う合ごうの衆しゆうとなってしまうのが目に見えている。

　そうならないためには、アドバイザーが必要になる。現時点で派閥を作っていて、かつそれなりに強きよう固こなつながりを作ることができる人物と言えば──。

「ミシュベルが適てき任にんだな」

　アムニットは大商会の父親を持つが、名誉士爵という下に見られてしまう爵位だ。アバスはフレサンジュという名の騎馬騎士の一族だが、一族全てが強固な一枚岩という存在で、その強固さを恐れる貴族たちから疎うとまれる存在だ。両者ともに派閥を作るような性格ではない。

　アムニットの父親としては、大商会を営いとなんでいる以上、彼女には学校で派閥の一つでも作ってもらい、様々な伝つ手てを作ってもらいたいんだろうけど、あの性格では無理だろう。

「私が何か？」

「ミシュベルは、派閥を作っているだろ？」

「えっ？　えぇ、まぁ。──派閥とは言っても、お友達作りのお遊びのようなものですが……」

　俺の口から出た派閥という言葉に、ミシュベルはやや戸と惑まどいながら答えた。

　クラスメイトと関かかわりが薄うすく、夜や会かいにも参加しない俺の代かわりに、ミシュベルは俺の目や耳となり情報を流してくれる。そんなミシュベルが、俺が噂になっている、と教えてくれた。

　俺が常に一人で居ることから徒党を組むのを嫌っている、と思っていたミシュベルだったが、俺から派閥に関しての問いを受けると、それが真実だと悟さとったのか顔つきが少し変わった。

「それは、何を目的としている派閥なんだ？」

「何を……と言われましても、アーグラエフは父のつながりで、エゼルビアは父親が騎馬隊長で兄が騎馬騎士の幹かん部ぶ候こう補ほです。そこを考こう慮りよして私の派閥に受け入れましたの。今すぐどうこうするものではなく、未来を見み据すえての伝手作りといったところでしょうか？」

　付き合うことで自分の利益になる人間を入れるのが派閥の常つねだが、茶飲み友達のようなミシュベルの口からきくと、恐ろしさよりも別の世界の話に聞こえた。

「どうやって人を増やしていったんだ？」

「数人は私から声をかけましたが、大体は向こうからお話に来ましたわ」

「そうか」

　派閥を作るつもりなら、俺から声をかけていかないとダメだろう。何たって俺は、クラスメイトから避さけられているからな。

「ロベール様は派閥を作ろうとお考えのようですが、そこに私も入ることはできますか？」

　隣で黙もく々もくと食事をしていたアムニットが、ハーブティーで喉のどを潤うるおしてから言った。

「入ってくれるのは、ありがたいな。形どころか、立ち上げてもない存在だけど」

　作るのは確定しているが、どういったコミュニティにするかコンセプトは決まっていない。多方面に伝手を作りたいが、初めから無む節せつ操そうに手を広げては、先も言った通り海千山千といった化け物連中の餌え食じきになってしまう。

　ゆっくりと、しかし、手遅れにならないように早く俺の国に対しての地位を確立していかなければいけない。

「なら、俺も入れてもらいたい。家格が他の二人に劣るうえ家としても何もできないが、俺個人の力で良ければそこで存分に発はつ揮きしたいと思う」

　これが漢オトコ飯メシだと言わんばかりの肉々しい食事とは対照的に、白さ湯ゆという健康的な飲み物を飲んでいるアバスも俺の派閥に入りたいと言ってくれた。

「ハハッ、歓迎するよ。派閥を作ると言っても宣伝目的の見み世せ物もののようなものだから、当分の間は何もすることはないと思うけどな」

　作ろうと思っている本人が、どのような派閥に仕し立たてあげて行きたいのか迷っているのだ。これは、仕方がないと思う。

「あら？　アバスが入れるのでしたら、私もロベール様の派閥に入れていただきたいですわ」

「自分のところのは良いのかよ？」

「良いも何も、仕切っている私が入ると言っているのですから、文句は言わせませんわ。それに、嫌でしたら私の派閥から出て行けば良いことですし──」












　ニヤリ、と笑うミシュベルの表情から、出て行けば悲ひ惨さんなことになるのが火を見るより明らかだった。

　これで、俺が作ろうとしている派閥の仮の人員が決まった。まぁ、いつも通りのメンツだけどさ。
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　派閥を作ると言っても、これといって公おおやけに行動をすることはない。

　斥候との戦闘以降は、俺の周りで大きな出来事はなく、一時期はウザいほど来ていた軍の人間も全く来なくなると、それはそれで寂しいものがある。

　そこで、今ユスベル帝国で一番話題になっているマシューの様子を見ようと、週末にヴィリアを駆かって出かけた。その際、駐ちゆう屯とんしている騎馬騎士たちにド田舎いなかの遠えん征せい先さきでは手に入らない嗜し好こう品ひんをお土産みやげとして持って行ったところ仲良くなった。

　その騎馬騎士たちに何か進展があったか聞いたのだが、ミナたちに調べさせた時に回収した、斥候が使っていた物以外に目ぼしい物は見つかっておらず、追加の斥候も来ていないそうだ。

　このまま問題がなければ近いうちに国境沿いの竜騎士ドラグーンを増やし、マシューに居る騎馬騎士は皇都に帰ることになるそうだ。

　相手がただの野や盗とうと聞いているマシューの町民は、騎馬騎士がいなくなれば工場を再さい稼か働どうすることができ、収入を得ることが出来るようになるので、野盗は怖くても騎馬騎士が帰ることを歓迎するだろうが。

　しかし、実情を知っている俺やマシューの町長や顔役たちは、町民たちと同じように工場が再稼働できるので騎馬騎士が帰るのは嬉しくはあるが、それ以上に心労が募つのる日々が始まってしまうので喜べないのが現状だ。




「ロベール様ぁ。服ができあがりましたよぉ」

　マシューに駐屯している騎馬騎士について考えを巡めぐらしていると、近くの席から間ま延のびした声を出しながら一人の女子生徒が近づいてきた。

　彼女の名は、ブロッサム・インベート。インベート準男爵家の長女だ。隣のクラスには双子の弟も通っている。弟の方は、俺やアバスよりも背が高くガタイも良い戦士のような体格であるのに対し、姉のブロッサムは背が低く痩やせており、ちんちくりんという言葉が良く似合う体格をしている。

　ただし、見た目は幼子のような容姿をしているが、並みの男とは比較にならないほど肝きもが据すわっている。

　その理由の一つとして、父親がユスベル帝国だけではなく、他国でも名を上げている傭よう兵へい集団のアルトゥーラ傭兵団の元傭兵だったそうだ。

　今は準男爵という、名誉士爵以上男爵未満という中ちゆう途と半はん端ぱな爵位になっており、ミシュベルに聞いたところ、貴族になるための訓練期間のようなものだ、と教えてくれた。

　アムニットと同じように、父親の爵位が低いために、クラスでは下位のグループに属している。そんな彼女がなぜ俺と話すようになったのかというと、俺の飛行服のボタンが取れた時に付け直してくれたのが始まりだ。

　飛行服の生き地じは厚くて丈夫なので、針はりを通すのも一苦労する。そんな飛行服のボタンが取れているのを知ったアムニットの「手て際ぎわの良い店を知っています」や、ミシュベルの「高品質の仕立て屋と懇こん意いにしていますの」といった発言を縫ぬうようにブロッサムは会話に割り込み、頑がん丈じような生地にもかかわらず、あっと言う間にボタンを取り付けてくれたのだ。

　手際の良さに驚いていると、父親が準男爵とはいえ、辺境に領地を構えているため貧びん乏ぼうで、服は常に解ほつれており自分でよく縫っていたため、慣なれているらしい。

　ブロッサムは縫い物だけではなく、編あみ物ものやちょっとした小物を作ることも得意としているらしく、クラスの女子生徒に色々な物の作り方を教えているのだそうだ。

　なので、尊敬の念も込めて最近ではブロッサム先生と呼ぶようになっている。

「あぁ、ありがとう。──完かん璧ぺきだ。良い仕事をしている」

　ブロッサム先生から受け取った服は、俺が平民街に出かけるときに着ている物だ。貴族の様に煌きらびやかではなく、かといって下級市民が着ているようなボロでもない、ある程度は良い普通の服だ。

　この服はブロッサム先生の弟がまだ小さい時に着ていた物で、それを多少手直しした物を貰もらった。ブロッサム先生はいいと言っていたがさすがに無タ料ダで貰うのは気が引けたので、二束三文ではあるがお金を払うと非常に喜んでくれた。彼女たちの困こん窮きゆう具合がうかがえる。

　実際はもっと払おうと思ったのだが、不ふ相そう応おうな金を受け取れないと言われてしまった。

　とにかくこれで、再び町を散さん策さくすることができる。ついでに、ミナにも服を買ってあげて二人で町を散策するのも良いだろう。人さらいが起きた、という話は最近聞かないが、それでもいない訳ではないので俺の護ご衛えいを兼かねてだ。

「ロベール様」

　名を呼ばれたので振り向くと、アムニットが何やら楽しそうな顔をして立っていた。

「これは、うちの商会で扱っている服なんですけど、よろしければミナさんにと思って」

　差し出されたのは綺き麗れいではあるが、やや色があせている部分がある、俺が貰ったのと同じような中古の服だ。

「ん？　おぉ、ありがとう。渡しておけば良いのか？」

　差し出された服を受け取ろうとすると、アムニットは驚いた顔をして手を引っ込めてしまった。

「もっ、申し訳ありません。ロベール様にそのような雑ざつ務むをさせるつもりはなくって……。あのっ、この服をミナさんにお渡ししても良いか、お聞きしたかっただけで……」

　しどろもどろになりながら、アムニットは差し出された服の説明をした。俺としてはメイドのミナに服を渡すくらいどうとでもないが、アムニットの様子からすると雑用をするのは貴族的によろしくないようだ。

「いや、別に構わんぞ。でも、ミナには給料もやっているし、それほど困っているはずはないんだけどな？」

　住み込みの場合、新米メイドや簡単な作業しかできない雑用メイドに給料は支払われない。それは、食と住が保証されているからだ。

　一通り仕事ができるようになった中ちゆう堅けんメイドになると、そこからやっと給料が支払われるようになる。しかし、それも雀すずめの涙程度のものだ。

　その雀の涙程度の給料を無む駄だ遣づかいせずに大事に貯ためて、家に送金するか極ごく稀まれにある休みを使って実家へ帰き省せいする時に使うんだそうだ。

　それを考えると、未経験の新米メイドのミナは給料が支払われている分、他の家に務つとめているメイドよりも待遇が良いといえる。それに、作業服であるメイド服は貸たい与よしたものなので、給料から引いていない。もちろん、故意ではない限り汚れたり破れたら無料で新品に交換もするつもりだ。

「お金を貯めているそうで、服飾や嗜し好こう品ひんは全く手を出していないそうです。そこは個人の問題なので別に良いんですけど、作業メイド服以外にも何着かは外着を持っていたほうが何かと便利だと思ったので」

「あぁ、なんか知らんけどお金を貯めてたな。給料を受け取る度に、貯金箱に入れてたわ」

　初めは皮袋に入れていたのだが、余あまりにも心こころ許もとなかったのでイスカンダル商会経けい由ゆで細さい工く師しに依頼し、銅板を使った簡単な貯金箱を作ってもらったのだ。

　カモフラージュするために、中身をくり抜いた本の中へ入るような形にしてもらったのだが、この貯金箱が貴族の間で大変な人気となっている。

　貯金箱としてではなく小物入れとしても人気なのだという。立場の弱い貴族の入いり婿むこが無駄遣いした明細書や、愛人からのラブレターなどを隠かくしておくのに使っているんだとか。

　こういった隠し方は昔からあったそうだが、今までは貴重な本物の書籍を潰つぶして作っていた。しかし、製紙工場を抱かかえているイスカンダル商会は、本物の書籍を潰すことなく実際に存在している本に似せるなど、セミオーダーメイドの本型を安く作ることができるので人気が出ている。

　どこで何が発ほつ端たんとなり人気になるのか分からないもんだ。

「でもいいのか？　結構、良い物みたいだけど」

「ミナさんには、色々とお世話になっていたので。それに、少し前に新品の服をプレゼントしようとしたら『そのような物は受け取れません。それに、ロベール様の許可も取らずに』と言われたので」

　まぁ、ミナらしい断り方だな。それで、今度は中古品でさらに俺へ事前に許可を取ったということか。

「では、ミナさんに渡しに行ってきますね」

「分かった。俺はまだ寮りようには戻れないから、警備兵に言ってミナにつないでくれ。その時に、俺の名前を出していいから」

「はい、分かりました」

　俺から許可を得ると、アムニットは笑顔で足取り軽く教室を出て行った。
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　数日後、アムニットからもらった中古の服にどう対処したものか、と悩んでいたミナが落ち着き始めた頃に再び問題が起こった。

　寮にある俺の部屋に、チラホラと手紙が届き始めたのだ。その内容は、皆示し合わせたように、俺の派閥へ入りたい、というものだった。

　俺が派閥を作りたいということは、あの時居た三人以外には話しておらず、あの場で他言しないように言っておいた。もしやミナが他言したのか、と思ったのだが、違うと必死に弁べん解かいをされた。

「ロベール様くらいの人物が何か行動をしようとすると、いくら無関係を装よそおっていてもわずかながらその気配は出てしまいますわ。気づかれるのは時間の問題ではなかったのでしょうか？」

　ミシュベルは、派閥に入れて欲しいという手紙について、さも当然と言わんばかりにそう結論づけた。

「でも、派閥を作るといっても何か行動をしているわけじゃないし、今のところいつも通りお茶を飲んでいるだけだぞ？」

「聞いた話によると、ロベール様が好んでお座りになられる室内席、屋外席はすでに上級席ハイクラスに指定されたと聞いております。室内席では盗とう聴ちようの可能性がありますが、屋外の上級席には周囲に座れるテーブルがありません。さらに、最近は気候が良いというのもありますが、屋外ばかりで我々とお茶を飲んでいらっしゃるので、それも拍はく車しやをかける原因となったのではないでしょうか？」

　ミナの言う上級席というのは、俺の──ロベールのような上級貴族が好んで座る席の通称だ。その席は空あいていようが、他の生徒は絶対に座ることが許されない。

　他には中級席ミドルクラス・下級席ロークラスという序列が存在し、中級席は誰でも座ることはできるが、その席を好んでいる生徒が来たら移動しなくてはいけない。

　下級席とは、その名のニュアンス通り誰が座っていてもいい席だ。

　俺の席として指定されている場所は、別に俺が決めたわけではなく、よく空いていたから座っていただけだ。

　屋外に関しては、いい感じの木こ陰かげができていたから座っていただけだし、周りにテーブルがないのもたまたまで、別に派閥を作るための内ない緒しよ話ばなしをするからという訳わけではない。

　にもかかわらず、このようなことになってしまうとは、人の想像力とは恐ろしいものである。

「どうしたものかな……。人は欲しいけど、さすがに他人を入れるほど方針なんて決まっていないし……」

　グダグダと悩むのは性しように合わないが、将来のことを考えると二の足を踏ふんでしまう。失敗できないという思いが先走り、行動に出られない。

　自分の居場所を作る、という考えが固まる前であれば、全く悩むことなく行動を始めることができただろう。だが、今はその、居場所を作る、というのが足かせになってしまっている。

「あの……僭せん越えつながら、よろしいでしょうか？」

　ここにいる皆の世話をしていたミナが、おずおずとした申し訳なさそうな仕し草ぐさで小さく手を挙あげた。

「なんだ？　良い打だ開かい策さくがあったらマジで教えてくれ」

「同じように手紙を送ればよいのです。『今はまだ派閥を大きくするつもりはないが、いずれ大きくするときは力を貸してほしい。この話は貴方あなたにだけ送るものだから、他言はしないでほしい』とでも書いて」

　こういった話はミシュベルの口から出てきそうなものだが、今回は珍しくミナから出てきた。俺が予想していたミシュベルは、その話を特に気にした様子もなく紅茶を飲みながら耳を傾かたむけている。

「手紙なぁ……。口が軽い奴がいそうで怖いんだよなぁ……」

　その案は俺も一応は考え、そしてやめた。

　手紙でのやり取りは、時間がかかるうえ勘かん違ちがいさせないようにするための言葉選びが難しい。しかし、逆に言えばタイムラグを利用すれば時間稼かせぎもできるし、相手に想像させることができる。

　そこまでは良いのだが、実際に手紙を送り、その手紙を貰った全員が口をつぐんでおくことができるのか、という心配が出てくる。

　奴ど隷れいの鎖くさり自じ慢まんではないが、派閥に入るのも利益がある他に、誰々の派閥に入っている俺は凄すごいんだ、という箔はくも重要視される。つまり、俺から手紙を貰った奴が先走り、派閥へ入るように言われている、なんて言いふらされたら全てがご破は算さんになってしまう。

　それが恐ろしくて、やろうにもやれないのだ。

「そこは問題ないと思いますが？」

　ミナは、悩む俺を不思議そうに見つめながら言った。

「なんで？」

「ロベール様は侯こう爵しやく家け。手紙を貰ったと下へ手たに周囲へ自慢して、せっかく受けたロベール様からの評価を下げるだけではなく、侯爵家に睨にらまれる可能性を考えればおいそれと口は軽くならないと思います」

　それに──、とミナは言葉を続けた。

「ロベール様ほどの方に声をかけていただいても、相手は腹の中で何を考えているか分かりません。途と中ちゆうでロベール様から声がかけられなくなった時のために、確実に二ふた股またをかけていると考えたほうが良いでしょう。それが今までいた派閥なのか、それとも新しい別の派閥かは分かりませんが、ロベール様に切られたからこちらへ来た、と思われないように公言はしないでしょう」

　難しい顔をして言い終えたミナだったが、一呼吸置くと、再び口を開いた。

「──どれだけの地位に居ようとも、人間とは欲深い生き物なのです」

　口を一文字に結び、難しい顔をしたままでミナは一息ついた。そしてすぐに、出で過すぎた真ま似ねをしました、と静かに一礼した。

　人の腹の中は分からない、とはミナの経験からの言葉なのだろうか？

　ここへ来るまでの身の上話を聞いていれば頷うなずける話だが、それ以上に、埃ほこりのように積もり積もった何かを感じざるを得なかった。

　しかし、それが何なのか俺には分かるはずもなく、また聞けるような雰囲気ではなかったので、その場は静かに終しゆう息そくした。

　俺が作る派閥へ参加したい、と言ってきた奴らについては、ミナが提案した手紙を送りキープする方法をとることにした。俺や俺のそば仕づかえをしているミナが動くと、そこから気取られてしまうため、手紙を送るのにイスカンダル商会を使うことにした。













　派は閥ばつについては手紙を送るだけにして一時保ほ留りゆうとした。もちろん、全員に派閥入会の旨むねを伝える文章を送った訳わけではなく、ミシュベルに頼み、取り込めば利り益えきとなるであろう人物を選んだ。

　ストライカー侯こう爵しやく家けと伝つ手てができるかもしれない、と思ってか、または、まさか手紙が返ってくると思っていなかったのかは分からないが、クラスの雰ふん囲い気きが再びおかしくなってきた。

　手紙を送ったクラスメイトを中心として、互たがいを牽けん制せいし合うような眼まな差ざしで見ているからだ。これでは口で言わずとも、目で公言してしまっているようなものである。

　さすがに、ここまでは想像の範はん疇ちゆうを超こえていた。もはや、俺にはどうにもできない事態になってしまった。




　クラスの空気が不ふ穏おんになっても時間は流れていくもので、俺は現段階の問題点を改善すべく、ミナと一緒に竜騎士ドラグーン育成学校近くの運動場へ来ていた。

　理由は、白兵戦になった時のための訓練をするためだ。

　学校で行われる訓練の内容は、全すべてドラゴンに乗っていることを前提として進められている。そのため、白兵戦──つまりは、剣や槍やりで戦うことを想定した戦闘訓練を全まつたく考えられていない。

　なぜかというと、竜騎士ドラグーンはドラゴンがやられた時点で死ぬ可能性が高いからだ。もちろん、騎馬騎士も落馬して当たり所が悪ければ死ぬのだが、竜騎士ドラグーンの場合は主戦場が空の上なので、負けても滑かつ落らくしても間違いなく死ぬ。

　だから、白兵戦の訓練は必要ない、と言われている。だが、何事にも可能性というものが存在する。

　例えば、先日の所属不明の斥せつ候こうとの戦闘だ。

　実際に正面切って戦闘となったのはたった一人で、それも小手先の技というか嫌いやがらせのような攻撃で勝ったようなものだ。

　剣術については、戦せん勝しよう奴ど隷れいとして俺たちを飼っていた貴族の元へやって来た、隣国の竜騎士ドラグーンに教えてもらっただけだ。実際に戦うことによって、自分の弱さを実感し、訓練度の低さを痛つう感かんさせられた。

　なので、元は騎馬騎士学校に通っていたミナに、剣術のいろはを教えてもらっているのだ。

「ロベール様、自然体は型かたの基本ですが、それにこだわっていては体重を移動させるときに一瞬遅くなります。やはり、力で勝てないと分かった時点で逃げた方が無ぶ難なんです」

「パンネシアじゃ無理か？」

　俺から出た言葉に、ミナはムッとやや怒った表情になると同時に、猛もう攻こうという名の剣けん戟げきが俺を襲おそった。

「うおっ!?　ちょっと待てよ、ミナ！」

　技術も体格も俺より上のミナに、二打三打と打ち込まれるとすぐに防ふせぎきれなくなり、終しまいには木剣を吹き飛ばされてしまった。

　しかも、今まで絡からめとるように木剣を俺の手から落としていたのに、今回に限ってめちゃくちゃな力で吹き飛ばすという、嫌がらせに近い落とし方をしてきた。

　戦勝奴隷の竜騎士ドラグーンから俺が教わっていたのは、隣国のユーングラント王国の貴族が使っているパンネシア流という宮廷剣術の流派のものだ。室内など、狭い空間で剣を使うことを考えた動きで、帝国にも似たようなハナリエ流という流派が存在している。

　ハナリエ流の方は動きがコンパクトで室内戦に向いているそうだが、パンネシア流の方が合理的な動きで有効打をあたえることに重きを置いた剣術なのでそこも気に入っていた。

　ミナと初めて木剣を使って模も擬ぎ戦せんをやった時に、俺がパンネシア流を使って三回連続で勝ったのだが、付つけ焼やき刃ばの剣術ではすぐに対たい策さくを施ほどこされて、そこからは彼女の連戦連勝となっている。

　貴族の子供を相手にする場合は、ときおり有効打を与えたように見せる接待戦をするのが普通らしいが、ミナはそこまで頭が回らなかったのか、それとも自分の得意分野で負けたくないという意い地じが出てしまったのか、そのようなことはしなかった。

　俺としても、接待戦でミナに勝ったところで実力が上がるわけではないので、こうして全力で対応してくれるのは、ありがたかった。

　奴隷として自分の意思を抑えて生きているミナより、こちらの方が自然体な感じがして良いので俺も特に言げん及きゆうしない。

　ミナは俺の木剣を落とすと静かに息を吐き、こちらへ向き直った。

「ロベール様は竜騎士ドラグーンです。剣の扱いに関しては、撤退行動へ移るまでの間だけ使うことを考えたもので良いのではないでしょうか？」

「もちろん、そのつもりだ。でも、斥候の一人と対たい峙じした時、何とか勝てるくらいだった。相手の経験が浅あさく、俺が思い描いた通りに動いてくれたからこそ勝てたようなものだ。その後も、ヴィリアが来てくれなかったら俺はここにいないだろう」

　あの時のことを思い出すと、今でも背筋が震ふるえてしまう。本当にギリギリだったと思う。

「撤てつ退たいを何よりも優先して動くつもりだが、いつでもすぐに撤退ができるわけじゃないからな。無理に戦うつもりはないが、それでも勝てる──こいつと殺やり合うのはヤバい、と思わせるくらいの実力が欲しい」

　学校でヴィリアを駆かって模擬戦闘をやる時の勝率は一〇〇パーセント。しかし、これはヴィリアが強いからだ。

　剣を使った模擬戦でも、他の生徒に今のところは勝っているが、これは俺がパンネシア流というちょっと変わった流派を使っているためで、最終的にはミナのように対抗策を講こうじられて負け続けになるだろう。

　あの日、戦闘奴隷に勝てたのは、相手の経験不足と焦あせりがあったからだ。

「ミナから見て、俺はどうだ？」

　鋭い風切り音を発しながら、カンフー映画のように木剣を振り回す。派手さを前面に押し出した、剣術としては無駄の多い動きだが、初めてミナに見せたときはなぜか分からないが妙みように感心していた。

「そうですね……。私も未熟者なのでこうだとは一いち概がいには言えませんが、基き礎そ的てきな筋力が足りていないと思います。パンネシアもハナリエも優ゆう雅がに敵を切きり伏ふせる、という点においては同じですが、ロベール様の場合はもう一歩踏み込んだ切り込みをしないと、その攻撃が浅すぎて相手から反撃を受けると思います」

　強くなれそうか、と大まかに聞いたつもりだったが、真ま面じ目めなミナは俺の剣術の問題点を挙あげてくれた。

　剣の振り方や足運びなどに気を取られすぎて、自分の筋力なんて考えていなかった。だって、貴族になったことで食しよく糧りよう事情は大おお幅はばに改かい善ぜんされ、頼りなく痩やせていた俺の体は徐々にではあるが、筋肉がついた同年代の平均的な体型となってきている。

　タンパク質を摂とって、しっかりと筋トレをすることで筋肉を増やしているつもりだったが、筋肉マンが溢あふれている騎馬騎士になろうとしていたミナにとっては、まだまだだったようだ。

「そうか。なら、基礎的な筋トレのメニューをもっと追加しておくか」

「それに加えて、十分な休息をとってください。ロベール様は病やみ上あがりですし、そもそもが働きすぎです。領民を思い、他者を思いやることができるのはロベール様の美び徳とくではありますが、そこで無理をして倒れられてしまっては元も子もありません」

「──分かってるよ」

　とはいっても、時間は有限だ。成すべきことを成し遂とげるまで、今の俺は休むことはできない。ミナの心配も分かるが、考えてしまった以上は成功を収めたい。

「あの、ロベール様……」

　未来に思いをはせていると、悪い笑みがこぼれていたのか、ミナは若じやつ干かん引き気味で聞いてきた。

「やはり、強くなるには私のような半はん端ぱ者ものに教わるのではなく、きちんとした訓練場に通うべきではないでしょうか？」

「訓練場かぁ……」

　白兵戦を軽視している竜騎士ドラグーン育成学校にも、一応は剣術の訓練場がある。白兵戦をやらない学校のカリキュラムについて疑問を抱いだいている生徒たちが、本気でやっている訓練場だ。

　つまり、サークルのようなごっこ遊びでやっている訳ではなく、さらなる高みを目指して鍛たん錬れんを積み、自じ己こを高めている。

　そこまでは良いのだが、ここは貴族が多く通う学校だ。俺がその訓練に参加すれば、先ほども言ったような接待試合が行われ、実力もないのにどんどんと勝っていくような不ふ思し議ぎな状況になってしまう。

　それに、爵しやく位いが低い生徒は俺なんかが入ったらギクシャクとしてしまい、やり難いことこの上ないだろう。

　かといって、アバスのように騎馬騎士学校で訓練する訳にもいかない。あいつは、家が騎馬騎士の家系だし、兄弟も騎馬騎士学校と竜騎士ドラグーン育成学校に平等に散ちらばっている。

　それに、フレサンジュ家は名馬を多数生産している。騎馬騎士にとっては、フレサンジュ家の馬に乗れるのは一種のステータスというか、誉ほまれ的な存在になっている。

　それなのに、フレサンジュ家の地位が低いのは、力ある貴族からの嫌がらせだ。

　嫌いや味みや悪口は当たり前で、酷ひどいところでは外から持ってくる以外、まともに食糧を確保できないような山間部の砦とりでにもかかわらず、わざと輜し重ちよう隊たいを遅らせるという一歩間違えれば死者が出る可能性がある行こう為いをやってくるらしい。

　フレサンジュ家は古くから武人の家系なので、妬ねたみなど貴族からの悪意に反応することなく、口で対抗するより行動で示しめせ、と言わんばかりに黙もく々もくと任務をこなしてしまうので、相手は調子に乗るし、下に見られる原因になるのだろう。

　そんなフレサンジュ家のアバスに頼んで、騎馬騎士に混ざって少しだけ訓練させてもらおうとも思ったが、今の自分の立場を考えると余あまり良くないように思えた。

　ストライカー侯爵家は古くから続く竜騎士ドラグーンの家系だ。そんな家いえ柄がらの子供が騎馬騎士に混ざって訓練をしたら、ストライカー侯爵家から何を言われるかわかったもんじゃない。それに、俺が入ることで、騎馬騎士の方に俺を取り込もうとする輩やからが出てきても困る。

　今後の行動方針を固め、どのように自分という駒こまを進めていくか決めてから訓練所の選定を行わないといけない。それまでは、このように身内で固めた青空道場で行くことにする。

「いや、今のところ訓練所に行く予定はない。当分は今のままで訓練したいと思う」

「分かりました」

　本気で剣術を学ぼうと思っているならば訓練所に行くべきだ、と食い下がってくると思ったが、ミナはすぐに引いた。

「当分の間は、ミナに教えてもらおうと思っていたんだけど、負ふ担たんがかかるようなら考えなおすが？」

「いえ、ご心配には及びません。見ていただいて分かるように、体の頑がん丈じようさには自信があります。それに、机に座って仕事をしているよりも、このように動いている方が疲つかれはあまりありません」

　俺という人間に慣なれてくれた他に、皇都へ来てからは事務仕事よりも俺のリハビリや剣術指南をやっているためか、ミナの顔色が良い。

　まぁ、分からんでもない。前世でやっていた仕事の話になるが、俺もパソコンで図面と睨にらめっこしているよりも、体を動かす作業の方が性しように合っているし、楽でもあった。

　営業の真ま似ね事ごとをさせられてやった大きな仕事が終わり、久しぶりに現場に復帰した時の俺と、今のミナの心境は近いものがあるだろう。

「それに、私のような使用人に手の内を明かしてくれた──ロベール様に信頼していただいている分、私も役に立ちたいと思っています」

「あぁ、ありがとう」

　ところで、手の内を明かした、っていうのはいったい何の話なんだろうか？

　よく分からなかったけど、なぜかミナが充じゆう足そくしたような雰囲気を出していたので、とりあえず頷うなずいておいた。
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　訓練を終えた後は、久しぶりに町へ繰くり出だした。

　竜騎士ドラグーン育成学校の飛行服を着ている時のように、貴族御ご用よう達たしの綺き麗れいなお店を回るのではなく、雑ざつ多たな雰囲気が味わえる平民街に来た。

　初めは入れ替わりがバレないかという不安から抜け出し、心を落ち着けるためにごちゃごちゃした平民街に来ていた。

　学校に慣なれると共に自分の立ち位置が理解できるようになってからは、面めん倒どう臭くさいことを考えず、ただ楽しむために訪れるようになった。

　今回はミナもおり、むしろ彼女が今回の主役なので、歓迎の意を込めて町へ繰り出している。

　ミナは元々皇都にある騎馬騎士学校へ通っていたので、この平民街にもよく来ていたそうだ。しかし、当時の話を聞いていると表に並ぶ普通の店にしか行っていなかったようなので、今回は真面目な学生には行きにくい場所に連れて行ってあげようと思う。

「皇都自体久しぶりですが、平民街は全く変わりませんね」

「さすがに、『変わった』と思えるくらいの変へん貌ぼうっていったら、この辺りにある建築物を建て替える勢いじゃないとな。それに、変わらないほうが良いものもある」

　俺の言葉に、ミナは少しだけ考えるような間を空け「そうですね」と静かに答えた。

「学校に行っていた時は、どこで飯を食ってたんだ？」

　大通りから少し入り組んだ道に入ると、小さな飲食店がチラホラと目に入るようになってきた。今はまだ明るいので客の入りもまばらだが、もう少し日が傾かたむけば仕事を終えた人間がやって来て、どんどんと騒さわがしくなっていくだろう。

「そうですね……。竜騎士ドラグーンの学校と違い、騎馬騎士学校では食事を自由にとっても良い、ということはありませんでした。決まった時間に食堂へと集まり、皆一斉に食事をしていました。なので、竜騎士ドラグーン学校での食事事情を知り、大変驚きました」

「へぇ？　やっぱり、学校によってルールが違ってくるんだな」

「私は、家が騎馬騎士なので一般兵のルールで動いていましたが、貴族の場合はまた違っているのかもしれません」

　騎馬騎士の下につく騎馬兵や歩兵のほぼ全ては平民の出だ。竜騎士ドラグーン学校とは違い生徒も多くいるので、一人一人が学食で食べるかどうか聞いていたら手間が半はん端ぱないのだろう。

　本物のロベールが竜騎士ドラグーン候補生で良かった。もし騎馬騎士だったら、ロベールのことを知っている人間も居ただろうし、こうして気軽に外で飲み食いすることもできなかっただろう。

「あの……それで、これからどのようなお店へ行くのでしょうか？」

　お腹なかがすいた、我慢ならん！

　といった様子だったら可か愛わいげがあったのだが、ミナの表情は少し強こわ張ばっていた。それは、俺がミナを奴隷商から買ってきてから打うち解とけるまでにしていた、仮面のように張り付いていたあの顔だった。

「雑ざつに炙あぶった肉が美う味まい店だ」

「雑に……ですか？」

「そうだ。おミ前ナが何を考えているのか分からないが、少しは俺を信じろ」

「めっ、滅めつ相そうもございません！」

　俺から不興を買ったと思ったミナは、焦り、困り顔をしながら謝ってきた。

　不ふ審しんに思うのも仕方がない。雑多でやや不衛生な平民街で、雑に炙った肉を食おうなんて考える上級貴族がどこにいるというのか。俺は偽者ドレイだしな。

「あのっ、私は、こういった所へ食事に来る機会が少なく、慣なれていないので……」

　話題を変えようと、取とり繕つくろうように話し始めるミナだったが、すぐに尻すぼみになっていった。

「こういった所って……？」

　どういう所なのか分からずに周囲を見渡すが、目に見える範囲に特別変わった物は何も無かった。

　何が言いたいのか分からずミナの方を見返すと、なぜか顔を少しだけ赤くした。

「この辺りは、男性と女性がつながる店も多く、その……」

「つながる場所……」と口の中でつぶやいた瞬間、察さつした。

　今の時間帯は少ないが、俺が飯を食い終わって帰る頃には、この辺りは娼しよう婦ふが多く立っている。

　声をかけられたことは今までなく、こういった世界なら普通かな、程度で気にしたことがなかった。だが、ミナが言うには、俺が飯を食っている区く画かくはとりわけそういった仕事をしている女性が多いそうだ。真面目な学生が来ないのには、それなりの理由があるってことか。

　そんな所へ女奴隷ミナを連れて歩いているのだから、疑われても仕方がないだろう。

　これによって、料理の味付けが濃こい理由も分かった気がする。肉体労働が終わった後に、夜遊びをするんだから体力つけたいよな。

「ミナが何を期待しているのか分からないが、そういうことは全くないから安心してくれ」

「いっ、いえ……。それは……分かっています……」

　俺から突つっ込こまれたことを恥はずかしがっているのか、そんなことをされるかもしれない、と妄もう想そうした自分を恥ずかしがっているのか分からないが、それからミナは俺の後ろを静かについてきた。
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「ふぃ～。食った、食った」

　雑に炙られた肉は、今日も例外なく雑に炙られていた。今日食った料理は野菜の『や』の字もない肉ばかりのメニューだった。

　それに、酒も美味かった。この国には飲酒に関して年齢制限は設もうけられていない。店主が飲んでも問題ない、と判断すれば酒を出してくれる。普段は知らないおっさんに頼んでいたが、今日はミナが頼むことで面倒くさい頼み方をせずとも酒を注文することができた。

　おかげで、いつも以上に酔よってしまった。

「どうよ？」

　店を出てから俺の横を静かに歩いているミナに、今の店の感想を聞いてみた。

　女の子に対して、男丸出しのガッツリ系の店だったにもかかわらず、ミナは思いのほか気に入ってくれたようで良い食いっぷりを見せてくれた。

「お酒によく合って、とても美お味いしかったです」

　それに、今日初めて知ったのだが、ミナは酒がイケるクチだった。マシューでも食事中に酒を飲むことはあったが、ミナはそんなそぶりを見せたことはなかった。

　アムニットと食事を共にするときは量が出てこないし、ミシュベルが酒を持ってきたときは、ミナはメイドに徹てつしていた。知る機会がなかったのだから仕方がないのだが、平民街で飲み食いできる飲み仲間が増えたのは俺にとっては嬉うれしいことだった。

「ここは結構濃い味でなぁ、いつもはパンとかをはさみながら食べているんだけど、今日は酒が美味くってさぁ」

　料理ばかり食べていると舌が痺しびれてくるので、普段はパンを食べて痺れを取とり除のぞいているのだが、今日はミナがいて酒をよく飲んでいたのでパンを食べる必要はなかった。

「ロベール様は、結構お酒を嗜たしなまれるのでしょうか？」

「飲むようになったのは最近だなぁ……。やっぱり、色々と心配事もあって」

「心配事……ですか？」

「あっ？　あぁ、まぁ、色々とあるんだよ」

　心配事というのが何を指しているのか分からなかったのか、ミナはそれ以上聞いてくることはなかった。

　存在自体が問題な俺は、常に余よ計けいなことを言わないように注意していたが、さすがに今回は酔っぱらいすぎて口が軽くなってしまっている。

「目もつ下かの心配事といえば、この酒瓶を安全に持って帰れるか、ってことだな──」

　酒場を出る時に、寮りようで飲みなおすことも考えて酒と料理を持ち帰ることにした。酒は俺が、料理はミナが持って帰ることになった。

　しかし、酒場を出る時には持っていたはずの酒瓶が、今の俺の手にはなかったのだ。

「──あれっ!?　俺って、酒どこにやったっけ？」

「えっ？　先ほどまで持っていたはず……」

　隣を歩いていたミナも、俺がいつの間にか酒瓶をなくしていたことに気づいていなかったのか、俺と同じような反応をした。

「すぐに探してきますので、ロベール様はこちらで少々お待ちください」

「あっ、おい、ミナ！」

　酒瓶は陶とう器き製せいで、落とせば大きな音が鳴る。どこかで落とした訳ではない。それに、酒場の店員から酒瓶を受け取った記憶はあるので、多分酒場から出てくるまでにどこかへ置いて忘れてきてしまったのだろう。

　今まで酒や料理を持って帰ることなんてなかったから、自分が酒瓶を持っていないことに気付くのが遅れてしまった。

　急いで走っていったミナには申し訳ないが、酒を売っている店は他にもたくさんある。取りに行ってなかった場合は、どこか別の店で買いなおせばいいと思っていたので、急いで取りに行く必要はないのだ。

　追いかけようかとも思ったのだが、スポーツ系メイドのミナとは基本スペックに差がある。それに、今は酔っぱらっているので追いかける気もすぐに失うせた。

　ここは、ミナを大人しく待つとしよう。

　酒場へ走っていったミナを待つために、建物の壁にもたれかかっていると、遠くない場所から騒そう々ぞうしい何かが近づいてきた。

　何だ何だ、と野や次じ馬うまがそちらへ群むらがっていくが、何か良くない物を見てしまったのか、その野次馬は騒々しさの発生源を見ると、すぐに散ちっていった。

　野次馬根こん性じようというのはなかなか抑おさえられるものではないらしく、止よせばよかったのに他の人たちと同じように、俺もゆっくりとそちらへ歩いて行った。

　道の真ん中に立たないように、人の波に埋うもれてその様子を眺ながめていると、騒々しさの中心人物が次第に見えてきた。

　先頭を歩いているのは一般歩兵とは違う、格好良い模様が入った鎧よろいに身を包む若い兵士だった。その騎士は後ろに、ユスベル帝国の鎧に身を包んだ歩兵四名を侍はべらせていた。

　平民街は荒あらくれ者の労働者が多く、何かと事件が起きている。なので、こういった治安維持活動を目的とした兵士がよく警けい邏らしている。

　普段は一般歩兵が数人固まって練ねり歩あるいているのだが、今日はなぜか貴族クラスの兵士──騎馬騎士が先頭に立っていた。

　珍めずらしいものが見れた、とその光景を眺ながめていると、先頭を歩く騎馬騎士と目が合った。

「どけ」

「グハッ!?」

　先頭を歩く騎士が言うと、その後ろに侍っていた歩兵の一人が、槍の石いし突づきで俺の鳩みぞ尾おちを突ついてきた。

「な──んでだよ……」

　食ったばかりだったせいもあり、突かれた衝しよう撃げきで盛せい大だいにひっくり返ってしまった。悪態をつきながら立ち上がろうとするも、腹に力を入れると痛みと吐き気が一気に襲いかかってきたので、なかなか立ち上がることができない。

「ちょっとボク、大丈──酒クサッ!?」

　ひっくり返ってしまったカメのように地面でワタワタしていると、娼婦に助け起こされた。

　変な客にも嫌な顔をしない娼婦だが、子供だと思っていた俺が酒さけ臭くさすぎたもんだから素すの反応をしてしまったのだろうか？

　そんなに酒臭くはないはずなのに……。

「あぁ、これはこれは。美しいご婦人に抱だきかかえられて、男おとこ冥みよう利りに尽つきますな！」












　足に力が入らないふりをして立ち上がろうとすると、娼婦のお姉さんが介かい抱ほうするかのように抱きかかえなおしてくれた。

　酒臭さには若干の嫌な顔をしたのに、俺が胸に顔を埋うずめるような格好になっていても、娼婦のお姉さんは嫌な顔をすることはなかった。

「ボク、ちょっと飲みすぎじゃない？　ちゃんとお家うちまで帰れるの？」

「うぃーっす。大丈夫でーす」

　酒臭くても意識はまだある。ここから学校の寮まで問題なく帰ることだってできる。

　娼婦のお姉さんは、人さらいも含ふくめて心配してくれているのだろうけど、もう少し待てばミナも来るからその辺りの心配はご無用だ。

「フンッ。ガキが一丁前に酒など嗜たしなみおって」

　俺を槍の石突きで突いてきた歩兵が、苦虫を嚙かみ潰つぶすような表情で言ってきた。子ガ供キが娼婦に抱きかかえられている構図が気に入らないのだろう。

「はい。ガキのくせに酒など嗜んでいる酔っぱらいです。沢たく山さん飲み食いすることで、帝国の経済を回すことに貢こう献けんしています」

　胸に顔を半分埋め、残る目で歩兵を見ながら言うと、先頭に居る騎馬騎士の表情が少しだけ変わった。

「商会の丁でつ稚ちが、やっと貰もらえた金で飲み食いしたのか？　その程度の金で帝く国にに貢献するなど、片腹痛いわ」

「毎日毎日、真面目にコツコツと働いて得えた金だ。多かろうと少なかろうと、使ったのであればそれは国のためとなる。使わずに、ずっと隠し持っているほうがよろしくないと思いますが？」

「多少知恵をつけた子供が言いそうな言葉だ。確かに、真面目に働いて得た金のようだがな、国のためになる、と言っていいのはそれ相応の国こく益えきを担になっている者だけだ。貴様のような平民の子供が口にして良い言葉ではない」

　騎馬騎士の言葉に、心の中で舌打ちをした。

　この辺りに居る人間は、一度に使う金は少ないだろう。しかしその分、人数も店を利用する回数も多い。消費者がいなければ売る者は必要なく、それを作る者も必要なくなる。

　大口の客の方が楽だし実入りが良いのは当たり前だが、そんな状態では発展性は皆かい無むとなる。

　何より腹が立つのは、平民だからという理由で、国に全く貢献していないと断じているところだ。騎馬騎士も貴族も、国民が居なければただの肩書となるだけなのに。

「なるほど、なるほど。ならお聞きしますが、貴方あなた様さまの視界に入る内で、国益を担っていない者というのはどいつですか？」

　もちろん俺は除のぞいて、と付け加えて不ふ敵てきに笑った。

　周囲は水を打った様な静けさになり、ときおり灯あかり用にくべられた薪まきが爆はぜる音が聞こえるだけとなった。

　自分たちのことをどう評価するのか、と見ている平民たちに対して、騎馬騎士は腕を組み、片かた眉まゆを上げながら辺りを睥へい睨げいした。

「ほぼ全てだな。こんな所をフラついている暇ひまがあるなら、早く寝て明日の仕事に備そなえろ。お前たちの役目は、国のために少しでも多く働くことだ」

　その騎士の物言いに、周囲の人間の雰囲気は少なからず悪くなった。現に俺を抱きかかえている娼婦の腕の力も、少しだけ強くなっている。

「おっとぉ!?　お貴族様にしては浅せん慮りよで短たん慮りよではありませんか？」

「ナニィ？」

　名残なごり惜おしいが、強く抱きしめてくれている娼婦の腕をほどき、自分の両足で立ち上がる。

　それを攻撃の意図があると見たのか、騎馬騎士の周囲を固めている歩兵に少しばかり殺気が入った。

「ここにいる人間だけではなく、全ての平民や農のう奴どが消えたらこの国はどうなる？　数カ月は問題ないだろうが、半年後は？　一年後には、間違いなく消滅しているだろうな。農作物を作る人間や、それを売る商人が居なければ税収がないんだから」

　俺と一緒に立ち上がった娼婦の腰に手を回し、騎士や兵士たちを挑発するように言う。

「彼女たちだってそうだ。下に見られることの多い職種だが、帝国にとっては貴方たち並みにいなくてはならない存在だ」

　娼婦を、国を守る兵士と同一に語られたのが気に入らないのか、騎馬騎士だけではなく歩兵の四人も同じく眉まゆ根ねを寄せる。

「金で男に股またを開く売ばい女たと、国を守る高潔な任務を負う兵士と同一に語るだと!?　子供だから切られないとでも思ったのか!!　そこのアバズレと共に処刑するぞ!!」

「脅おどそうが、何をしようが事実は変わりませんよ？　貴方たちと同じように仕事をし、日ひ銭ぜにを稼かせぎ、それを使うことで経済を回すことに貢こう献けんしている。犯罪を生業としている輩やからを肯定するつもりは全くないが、仕事の内容で優劣をつけようなど愚おろか者のすることだ！」

「その売女に、周りにいる奴らに、国を、国民を守れるのか!?　国を守る兵士と商売女を同一に語ることこそ、愚かしいことだ！　笑わせるなッ！」

　怒ど気きを含んだ声でこちらを罵ののしっていても、さすがは国に仕える騎馬騎士。その場で切りかかってくるようなことはなく、ひっ捕とらえろ、と兵士に命令を下した。

　俺を介抱していたせいでとばっちりを受けてしまった娼婦は、小さな悲鳴を上げて数歩後ずさった。

「汚らわしいのはッ!!」

　騎馬騎士だけではなく、俺たちを捕ほ縛ばくしようと動き出していた歩兵を含め、周囲にいる人間にも聞かせるように声を張はり上あげた。しかし、子供に低い大声が出せるはずもなく、残念な悲鳴のように声が裏返ってしまった。

「汚らわしいのは、必死に働いている人間を蔑さげすむ心を持った輩やからです！」

　つい今しがた口にした言葉を、俺に汚らわしいと評ひようされた騎馬騎士は息を飲んだ。すぐさま怒ど鳴なり返そうと息を吸ったように見えたが、怒鳴り声は飛んでこなかった。

　どうやら、そこまで直情型ではないらしい。

「必死で働いている人を馬鹿にするのであれば、貴方たちを育ててくれた両親も、隣に居る仲間も、ひいては日々国民の幸せと安あん寧ねいを願っている皇帝陛下ですら蔑んでいることになるんですよ！　貴方たちは、皇帝陛下を愚ぐ弄ろうする気か！」

　心にもないことを、全力で啖たん呵かを切ってやった。皇帝陛下がどれだけ国民のことを思っているのか知らないし、そもそもどんな人物かも知らない。

　知っているのは学校の授業で習った、政治は苦手だが戦上手で、皇帝になると同時にユスベル帝国に攻め込む機会を窺うかがっていた敵国を相手に戦争を始め、打ち破った傑けつ物ぶつということ位だ。

　だが、この啖呵切りは良い流れを生み出した。

　皇帝陛下を引き合いに出し、騎馬騎士の放った言葉を大きな範囲でくくり、愚弄とした。周りの人たちも、話の流れが分からなくとも『皇帝陛下』と『愚弄』という言葉の意味は分かる。

　先ほどまでの、雰囲気が少し悪くなった、程度の言葉では表せないくらい、周囲の人間は殺気だった視線で騎馬騎士たちを睨みだした。

　戦上手の皇帝陛下は喧けん嘩かっ早いのが玉に瑕きずだが、それも国民を守るためだと言われており、賢けん帝ていとしての異名をとるほど国民に人気がある。

　そんな皇帝陛下を愚弄されては、相手が騎馬騎士であっても黙っていられないのだろう。

「私がいつ皇帝陛下を愚弄したっ！　言葉尻だけを捉とらえて、悪意とするな！」

　突然変わってしまった流れに焦り、騎馬騎士は叫ぶように言い放った。

「ならば、人を見下し馬鹿にしないことです。それらは、巡めぐり巡って自分に返ってくるのですから！」

　大衆を味方に取り、流れをものにした俺は、騎馬騎士と歩兵に満面の笑みを向けた。

　言い返そうとするも、言った言葉がどのように捉えられて返されるか分かったものではないので、皆なかなか言い返せずにいた。

　いや、皆ではない。四人居る歩兵の一人が、一歩前へ出てきた。

「貴様、平民のくせに何たる言いぐさ！　そこに跪ひざまずけ！」

　俺が跪くかどうかよりも早く、兵士は槍で俺の足を払おうとした。

「──ツッ!?」

　瞬間、大木を殴なぐりつけたような深く鈍にぶい音と共に、俺の足を払おうとしていた兵士が持つ槍が止まった。

　兵士の槍は、俺の横から伸びた足に踏ふみつけられているからだった。

「ご無事ですか、ロベール様!?」

　そこには、料理と酒瓶を持ったミナが立っていた。

「あぁ、ありがとう。マジで助かったよ」

「ハッ」

　両手がふさがっていなければ敬礼しそうな勢いで胸を張り、油断なくゆっくりとした動作で兵士が持つ槍から足を外した。

「女、何のつもり──」

「ミレニウス!?」

　商売道具である槍を踏みつけられた兵士は、ミナを睨みつけながら怒ど気きを吐こうとしたが、騎馬騎士の素すっ頓とん狂きような声でかき消されてしまった。

「ヴァンデス……？」

　素っ頓狂な声を出した騎馬騎士を見たミナは、驚きの表情で目を見開いた。

　この予想していなかった事態に、俺も歩兵も動けなくなってしまった。

「ミレニウス！　今まで一体どこに行っていたんだ！　ご実家から連絡があって、帰省してから連絡が全く取れなくなったと聞いていたが」

　母親に奴隷として売られた、とは言えないだろう。ミナがすごく困った顔になっている。

「そっちの子供となにか関係が？」

「子供？　ヴァンデス、こちらの方は──」

　騎馬騎士──ヴァンデスに俺の紹介を始めようとするミナの足を軽く叩たたき、それ以上言わないようにさせた。

「私は、ストライカー侯爵家の者です。うちのミナの心配をしていただき、ありがとうございます。連絡できなかったのは全て家庭の事情ですので、お察さつしください」

　ミナが来たことで頭が冷えた。俺はすでに奴隷ではない。奴隷だから、平民だからと蔑まれたことに対して憤いきどおり、貴族に喧嘩を売ったところで何の意味もない。

「ミナ、使いご苦労だった。さぁ、戻るぞ」

「えっ、あのっ、待っ──」

　ミナから酒瓶を奪うように取り上げると、きびすを返し娼婦のお姉さんと向き直った。

「介かい抱ほうしていただき、ありがとうございます。美味しい店を知っていますので、よければ今度一緒に飲みましょう」

「えっ？　えぇ……」

　突然、人が変わったような俺の対応に、娼婦のお姉さんは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったように小さく頷いた。

　学校の寮とは逆方向だったが、ヴァンデスにこちらの行く先を知られても面倒だったので、平民街を大きく回って寮へ戻ることにした。

「待て」

　しかし、ヴァンデスは俺を呼び止めた。やはり、そうは上手くいかないようだ。

「ストライカー侯爵家のロベールと言えば、嫡ちやく男なんのロベール様だけだ。お前とは似ても似つかない姿をしている」

　その通りだ。俺と本物のロベールとは背格好が少し似ているだけで、他は全く似ていない。

　相手を怯ひるませるために出したストライカーの名だったが、今回はそれが裏目に出てしまった。

　このヴァンデスという男は、本物のロベールを知っている。

　頰ほおに汗が流れるのが分かった。

「意味が分かりませんね。ロベールは私です。訳わけの分からない言いがかりは止やめていただきたい」

　再びミナに声をかけ移動することを告げると、ミナは俺とヴァンデスの間で視線を動かし、すぐに俺の後をついてきた。

「待て、貴様ッ！」

　歩兵は怪あやしさ満点の俺を追いかけようとするが、それをヴァンデスは止めた。

　俺をストライカー侯爵家のロベールと認めた訳ではなく、俺が何を考えているのか不明であり、ここでことを起こすのは危険だと判断したのだろう。

　ヴァンデスたちが追ってくる様子はなかったが、大事をとって予定通り平民街を大きく迂う回かいしてから学校の寮へ戻った。





　　　　　□






　今俺の眼めの前にはキラキラと光り輝く目をした、ワイングラスを掲かかげているミシュベルがいる。

　周りにはいつものメンツ。アムニットとアバスがいて、珍しいことにミナもメイドとしてではなく客として招かれている。

　それは、ミナの知り合いのヴァンデスとお話合いをした日に、寮へ戻る時にミシュベルと会ったことが発ほつ端たんだった。

　あまり酒を飲むことがなかった俺が、外へ飲みに出かけていると知ると、ベルツノズ家の別邸に飲みに来ないか、と誘ってきたのだ。

　これからも仲良くやっていきたいと思っていたので誘いに乗ったのだが、アムニットやアバスだけではなく、ミナも巻き込んでの宴会となった。




「この良き日に、乾かん杯ぱいいたしますわ」

　高たか飛び車しやな声の宣せん言げんに続き、各おの々おのが乾杯を唱となえた。

「カンパーイ！」

「乾杯」

「かっ、乾杯です……」

「きゃんぱーい」

　普段見ることがないくらいワクワクした調子で言うアムニットに続き、アバス・ミナ・俺の順で言う。

　そしてワインを飲むのだが、約一名ありえない速度で飲む奴がいた。それがミシュベルだ。

　掃除機で吸い込まれたのか、と思ってしまうぐらいの勢いで、グラスに入ったワインがミシュベルの口の中へ吸い込まれていく。

　俺もミシュベルと同じワインを飲んでいるのだが、このワインはかなり度数が高い。あんな風に吸い込むように飲める代しろ物ものではないはずだ。

　この中で酒をそれほど飲まないアムニットは、度数の高い酒が苦手らしく、蜂蜜酒ミードを舐なめるように飲んでいる。その姿は前世で飼かっていたハムスターを彷ほう彿ふつとさせる。

　準統治領マシユーに遊びに来た時に、酒を樽たるで持って来ていたので予想はしていたが、ミシュベルはかなりの酒好きで飲のん兵べ衛えのようだ。

「それにしても、ロベール様が平民街へまでお酒を求めて出歩く酒好きだったとは、思いもよりませんでしたわ」

　グラスに注つがれたワインを一気に飲み干したミシュベルは、美味しそうに一息つくとそんなことを言った。

「別に、酒を求めて出歩いている訳じゃないけどな。知的探求心ってやつだよ」

　執しつ事じかメイドにワインを注がせるのかと思いきや、ミシュベルは手て酌じやくでグラスになみなみとワインを注ぎ、優ゆう雅がさの欠片かけらもなく一気に飲み干した。

　齢よわい一二歳でありながら顔色を全く変えることなく、酒を水のごとく飲めるのは一種の才能だろう。余りにも軽く飲み干してしまうので、年齢も相あいまって葡ぶ萄どうジュースを飲んでいるんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまう。

「そうでしたわね。でも、その探求心のお陰かげで私わたくしも素敵な料理と出会えたのですから」

　廊下外でこのセリフが言われるのを待っていたようなタイミングで、メイドが料理を運んできた。

　メイドが持ってきた料理は、俺が前日に食べた雑に焼かれた肉──によく似せた美味しそうな料理だった。言うなれば、俺が食っていたのは一つ二〇〇円くらいのハンバーガーで、ミシュベルが出してきたのは高級レストランで作ってもらった、金額の桁けたが違うハンバーガーに似たナニカだろう。

　それに続いて部屋に入って来た別のメイドが持ってきたのは、赤ん坊サイズくらいの小さな樽だった。

「ウチで作ったエールですわ。この料理にはエールが合う、とロベール様が仰おつしやられていたので、コクがあるのに飲みやすい、香りを最大限に引き出した特別品を出しましたわ」

　こちらは、グラスではなく陶器製のコップに注がれた。香りを最大限に引き出した、というだけあって、このエールの香りは、昨日のような酒場で飲む物とは全く違っていた。

　口に含んだ瞬間、舌したにどっしりとした味わいが来るのに、滑すべるように喉のどの奥へと流れていく。しかも、飲み終わった後の喉から鼻に抜ける香りが、とても素す晴ばらしい。

「さっ、ミナさんもどうぞ」

「私も良いのですか？」

　貴族が主催する酒の席に、自分が呼ばれるとは思っていなかったミナは、今まで小さくなって酒を飲んでいた。その主催者であるミシュベルからかけられた言葉に、ミナは驚きを隠かくせなかった。

　同じ貴族であっても、下級であれば見下すミシュベルが、なぜか奴隷メイドのミナには優しかった。その怪あやしさ満点の優しさの理由を聞くと、元が武人であり俺の身辺警護と世話をしているからだそうだ。そういえば、ミシュベルは自分の執事にも敬意をもって接していた。

　高飛車で高こう慢まんちきな感じがしていたけど、根はしっかりとした考えがあるようだ。

　ならば前日に俺だけではなく、ミナに対しても、酒は飲めるのか、どれだけ飲めるのか、と熱心に聞いてきて、飲み仲間を求めているような気がしたのは気のせいだったんだろう。




　楽しくお酒を飲んでいれば、次第に酔よいつぶれてくる者も出てくる。まず一人目がアムニットだ。次に、無理矢理飲まされていたアバス。

　ミナは普通だが、少しだけ顔が赤くなっている。俺はギリギリ。多分、素面しらふはミシュベルだけだ。

「美味しいお酒、楽しいお酒。最高ですわ～……」

　いくつ目の樽なのか、そもそも何の酒を飲んでいるのか分からないが、ミシュベルはグラスを持ち、蕩とろけるような顔をしている。その表情はホストとして、この宴会を完かん遂すいできたことを心の底から喜んでいるようだった。

「ミシュベルがこれほどお酒好きだとは、正直思わなかったよ。楽しい宴会をしてくれて、ありがとう」

「お礼を言いたいのは、こちらですわ。このような楽しいお酒は久しぶりですの。それに、私が作ったエールの評価も、私が思い描いていた通りの褒ほめ言葉でしたの。お酒の味が分かる方は、もっと歓迎ですわ」

　そんな評価をいつしただろうか……、と思ったが、ミシュベルが勧すすめてきたエールを飲んだミナが色々と言っていた気がする。

　そうか。前世で俺は格安発泡酒ばかり飲んでいたから、気の利きいた言葉が出てこないのか。不景気の影響とはいえ、安酒ばかり飲んでいたのが祟たたったようだ。

　しかし、ミシュベルの意外な一面が見られたのは良かった。最初の印象こそ最悪だったものの、彼女は俺が貴族のサロンでどんなふうに言われているのか、逐ちく一いち報告してくれる。

　そんな面めん倒どう見みのいいミシュベルに報むくいたいけど、そんな都つ合ごうの良い物が──あったわ。

「──なぁ、ミシュベル。蒸じよう留りゆう酒しゆを作りたくはないか？」

　この世界で、蒸留酒はまだ作られていない。それは、イスカンダル商会を通して確認済ずみだ。

「ななな、何ですの、その素晴らしい名前のお酒は!?」

　飲兵衛ミシユベルは酒好きとしての鼻が利きいているためか、蒸留酒について食いつきが半はん端ぱなかった。

　蒸留酒についての説明は口頭でも十分だったが、それを作る設備は紙に書いた方が分かり易やすいと思ったので、蒸留装置とやり方を簡単に紙に描いた。

「酒の原料は何でも良い。色々試ためしてくれ。味や香りは、保存をするための樽に使用する木材や、内側をどれだけ焦こがすかによっても変わる。そこら辺は、ミシュベルの舌と鼻にかかっているってわけだ」

「こっ、この技術を私に貸たい与よしていただけると!?」

　作り方がほぼ確立したワインやエールとは違い、蒸留酒はまだ誰も作ったことがないので、何を使えばどう変わる、というデータがない。

　しかしミシュベルは、蒸留酒を作るのが楽しみで仕方がない、といった様子ではしゃいでいる。

「いや、違うって」

「えぇっ!?　そんなぁ……」

　先ほどまでのはしゃぎっぷりが噓うそのように、ミシュベルはこの世の終わりのような顔になった。どれだけ楽しみにしていたんだ、と突っ込んでやりたい気持ちと、もう少しからかってやりたい、という思いが入り混じる。

「だがら、貸与じゃなくてあげるよ。まだこのやり方はどこもやっていないハズだから。ミシュベルの独占技術にすれば良い」

　その言葉に、ミシュベルは一瞬で笑顔になったかと思ったら、すぐに破顔してでれえとした情なさけない顔になった。

「分かりましたわ。ロベール様から教わった、この新技術を用もちいた新しいお酒。我がミシュベル酒造で作り出し、帝国随ずい一いち……いえ、ユスベル帝国で、酒と言えばこの蒸留酒と言われるものを作り出してみせますわっ！」

　ミシュベルの背後に、荒波が立つ映像が見えた気がした。その迫力に押されながらも、まだ動くことができる俺とミナは拍はく手しゆをした。












「さぁっ！　今日は、とてもめでたい日ですわっ！　屋こ敷こにあるもので一番いい酒ものを持ってきなさい！」

　ミシュベルが命令すると、俺たちの給仕をしていたメイドは仲間を数名引き連れて退出した。そして、先ほどと同じように酒樽や酒瓶を大量に持ってきた。

　一番良い物、多すぎじゃね？













　楽しいことがあった後には、楽しくないことが起きるのが世の常つねなのか。あの酒の席から三日と経たたず、学校から呼び出された。

　マシューについて呼び出されたのかと思ったのだが、その呼び出された理由が予想の斜ななめ上を行っていた。

　竜騎士ドラグーン候補生である俺に、西方にいるという蛮ばん族ぞくについて調べてこいというのだ。

　クラス単位や学校単位で行われるなら分かる話だが、どう聞いてもクラス──学年からも俺一人しか行かないことになっていた。

　一応は助すけっ人ととして現役の竜騎士ドラグーンと、学生ではあるが最上級生の成績優秀者をつけてくれるそうだが、さすがに寝耳に水の話だった。

　しかしすでに決定された話であり、ストライカー侯こう爵しやくの許可も取ってあるとのことだった。

　俺と本物ロベールが入いれ替かわり、もうすぐで一年が経とうとしている。今までストライカー侯爵家から手紙が何通も届き、二通に一通は「いつ実家に戻ってくるのか」と書かれていた。

　その度たびに、ミナに代だい筆ひつしてもらい「良い成績を収おさめることができるまで帰ることはできません」といった、一人離れて暮らす頑がん張ばり者の息子を演じた。

　さすがに怪あやしいか、とも思ったが、ユスベル帝国が運営している竜騎士ドラグーン育成学校に通っており、このように手紙のやり取りもできているので、直接乗り込んでまで確かめに来ることはなかった。だがやはり、怪しまれている、と考えた方が良いだろうか？

　出来た息子を演じた結果が、これなのかもしれない。侯爵家の息子を、現役の竜騎士ドラグーンや成績優秀者の学生が一緒とはいえ、蛮族という不ふ明めい瞭りような勢力の調査に行かせるのもおかしな話だ。

「──分かりました。蛮族についての調査ですが、期限はどのくらいでしょうか？」

　納得しかねる話だったが、ここは頷うなずいておくしかなかった。

「期限は特に定めていない、が出発は急いでもらいたい。これは、怪け我がで休んでいた間の補習ということにしておけばいい」

　学年主任の話に、再び耳を疑うたがった。休み明けに教師から聞いた話と全まつたく違っている。

「補習？　以前の話だと、特に受けることなく進級できるはずでしたが？」

「君の立場が特別ということだよ。準備があると思うが、なるべく早く発たつようにしてもらいたい」

　一方的に達せられた話──いや、命令を、俺は諾だく々だくと受け入れなければいけなかった。

　変に逆さからって自分が入れ替わっていることがバレてしまえば、それこそ目も当あてられないありさまになってしまう。自分の地じ盤ばんが固まり、最低限の力をつけるまでは大きな動きをしないほうがいい。

　しかし、心配事は尽つきない。特に、ヴァンデスという騎士だ。ミナと知り合いなのは問題ないが、本物のロベールを知っているのは厄やつ介かいだ。

　俺が蛮族調査をしている間に、皇都で何か起きても対応できないのが痛い。

　──そもそも、この怪しい任務自体が何を目的としたものかもわからない。俺が知らない間にヴァンデスが学校へタレ込みに来ていて、学校側はその話を元に俺が何者かを調べるために外へ行かせる──といった線はないな。

　その場合は、ドラゴンを使わせることなく学校に閉じ込めておいた方が管理しやすい。

　どれだけ悩もうと、何が真実で何が噓うそなのか見分ける能力がない俺には、どうにもならない話だ。では、火中へ飛び込みその先を見み定さだめるしか、今の俺には方法がない。





　　　　　□






　出発はできるだけ早く、というお達しだったので、学年主任には今日中に出発すると言って、ヴィリアの所までやって来た。

「久しぶりに顔を見せたと思ったら、また何か悪いことでも考えているのか？」

　愛竜のヴィリアは、旅たび支じ度たくをしている俺に対して、口角を上げて楽しそうに話しかけてきた。

　ヴィリアは、他の竜騎士ドラグーンが駆かるドラゴンとは違ってかなり特とく殊しゆだ。それは、他のドラゴンよりも一回りも二回りも大きいというだけではなく、今のように人の言葉を話せることだ。

　仲間思いで、マシューで斥せつ候こうに殺されそうになった時に、ヒーローの如ごとく助けに来てくれた。非常に頼たのもしいドラゴンだ。

　ちなみに、凶悪な顔をしているが女性である。

「俺が悪いことを？　よしてくれ。俺はいつでもいい子だよ」

「あぁ、そうだ。ロベールはいつでも良い子だな。カバンの中に宝石を詰つめ込こんで、まるで戦争に負けた王のような行動をしていても、ロベールは良い子に違いない」

　冗談を言ったつもりが、ブラックジョークで返されてしまった。

　俺が今やっているのは、ヴィリアが言った通り、まさに戦争に負けて逃げ出そうとしている王様と同じ行動だ。

　自国の通貨は、基本的に他国で使えない。イスカンダル商会だけではなく、他の商会も国を跨またいで行商をやっているので、両替商はいると思われる。通貨は問題なく両替できるだろう。

　しかし、金貨や銀貨は材質その物に価値があるのだが、行った先の国が帝国とどのような関係になっているかによって、両替してくれるかどうか変わってくるはずだ。

　万が一のことを考えて、両替商を探すことなく、すぐに換かん金きんできる宝石類を手元に置いておく。こんな面めん倒どう臭くさいことをする理由は簡単だ。

　怪しまれているから。

「世の中、何があるか分からんからな。用よう心じんするに越こしたことはない」

「その通りだ。ロベールはいささか不用心すぎるのが玉に瑕きずだ。いや、不用心とも違うな。狡こう猾かつにしているフリをして、その実、向こう見ずの享きよう楽らく主義者のように見える」

「……そうかな？」

　俺が貴族と入れ替わっていることは、ヴィリアにも黙だまっている。ヴィリアは長いこと竜騎士ドラグーン育成学校で暮らしているが、人語を解かいすることができると周知していない。

　色々と面倒臭いから、的な理由だったはずだ。

　俺の場合はヴィリアに倣ならったわけではなく、ただ単に話すタイミングがなかったからだ。どう説明したら良いか分からない、という理由もある。

「それで、何を押し付けられたんだ？」

「西の方に居る、蛮族とやらの勢力調査だ」

「そうか。ロベール一人でか？」

「まさか？　何人かの竜騎士ドラグーンと連れ立ってだよ。ただ困こまったことに、行くことによって俺の立場がどう変わるか分からない。だからこうして、いつでも逃げられる準備をしておくのさ」

　そう言い、宝石の入ったカバンを叩たたいた。

「一度の失敗も許さない、とは人間の悪い癖くせだな。絶対に失敗してはいけない場合もあるだろうが、今回、このような場合は失敗したとしても国が傾かたむくことなどないだろう」

「今の俺の立場が、あまりよろしくないんだよ」

「偉い方の人間であるロベールが、か？　難なん儀ぎなものだ」

　何と愚おろかな、といった言葉が聞こえてきそうな声色だったが、ヴィリアの瞳ひとみは優しく俺を見つめている。

　そんなヴィリアを優しくなでた。少し前ならウザがられ、手を跳はね除のけられていたのに、今は大人おとなしくなすがままになっていた。




　荷物をヴィリアの背に乗せ、厩きゆう舎しやの外へ出た。多くのドラゴンが出払っているのか、静かな厩舎を通り抜けて竜騎場へ向かう。

　そこにはすでに、俺と共に蛮族の調査へ行く竜騎士ドラグーンとその候補生がいた。

　竜騎士ドラグーンは、二十代前半といった若い男性を筆ひつ頭とうに三人。候補生は、銀髪の青年を筆頭に六人いた。竜騎士ドラグーンの方は見覚えがなかったが、候補生の方は知っている。

　最上級生──つまり、竜騎士ドラグーン育成学校の五年生で、銀髪の候補生は座学も実技も非常に秀ひいでており、学年で次席となる成績を収める生徒だ。成績優秀者を付けてくれると学年主任は言っていたが、噓うそではなかったらしい。

「失礼します」

　皆を前にして、どうしようかと思し案あんしていると、竜騎士ドラグーン側の隊長らしき人物が緊張の面持ちで話しかけてきた。

「私の名前は、フィーノ・ディスバスと申します。所属は国境警備隊です」

「国境警備隊……？」

　俺が国境警備隊の部分を確認するように呟くと、隊長だけではなくその後ろにいた残り二人の竜騎士ドラグーンも背筋を伸ばした。

「ハッ！　我々は北域の国境を警備している部隊です。ストライカー様が準統治領として運営されていたマシューへ斥候が侵入する不ふ手て際ぎわを起こしてしまい、大変申し訳ありませんでした。私を含ふくめ三人は、ストライカー様の受けられた任にん務むである、西方で活動する蛮族の調査に志願した者です。なんなりとご命令ください！」

　なるほど、つまり詫わびを入れに来た人たちか。

　国境警備隊は、任務内容から即応が求められるため、組織として動く騎馬騎士とは違い、個人の裁量に任せる部分が大きく割さかれている。自己判断で最良の決定を下さなければいけないので、国境警備をする竜騎士ドラグーンは全すべてに高い能力が求められる。

　にもかかわらず、翼竜乗りワイバーンライダーを含む斥候の侵入を許してしまっている。実際は、評価が独り歩きしているだけで、本来の姿は眉まゆをひそめる状態なのかもしれない。

「三人ですか？」

　正体不明で情報が少ない蛮族を探しに行くのに、現役の竜騎士ドラグーンが三人しか来ないのか。

「ハッ！　もっと多くの人間が立候補しましたが、マシューの件を受け国境警備の増強をかけられたため、何とか捻ねん出しゆつできたのが我々三人となります」

　なるほど。それで三人という中ちゆう途と半はん端ぱな人数なのか。斥候に対してはギリギリの勝利だったので文句の一つも言ってやりたかったが、北域の国境から入って来たのかまでは分からなかったので、文句はとりあえず飲み込んでおいた。

　しかし、この竜騎士ドラグーンたちについて怪しさは拭ぬぐい切きれない。竜騎士ドラグーンは他にも居るのに、忙しいはずの国境警備を担当する優秀な竜騎士ドラグーンを、補習で言い渡された蛮族調査に駆り出すだろうか？

　何かしようとしている、と考えて行動した方がいいだろう。

「なるほど、分かりました。来てくれたことに感謝します」

　自身の所属を明かしたのにもかかわらず、俺が激怒しなかったのが不思議だったのか、フィーノとその仲間たちは目を丸くしたあと、ホッとしたように深呼吸をした。

「それで、そちらは？」

　候補生たちの方を向き聞くと、彼らは背筋を伸ばした。

「はい。私はフォポール・エヴァンと申します。候補生六人をまとめさせていただきます」

　簡単に自己紹介をしてくれたフォポールに対し、頷うなずくことで答えた。

　学生側の隊長はフォポールが、副隊長はアシュリー・エコールという、長い赤髪を垂たらした女子生徒が担当するようだ。

　竜騎士ドラグーンたちは怪しいが、学生たちは誰を見ても癖くせがない普通の人間だった。

　ただ、ここで感じた学校側の見えない意い図とを考えると、竜騎士ドラグーンは落ちた評価を上げるため。候補生は、卒業するまでに箔はくをつけさせようとでも思っているのだろう。……多分。

　相手に何か怪しい所がないかヴィリアを見るが、当のヴィリアは彼らに全く興味がないようで、呑のん気きに欠伸あくびをしていた。

「ここに居るということは、俺が誰でこれから何をやるかも理解していると思うが、一応自己紹介をしておこう。俺の名前はロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカー。この学校の一年だ。これから、西にいるという蛮族の勢力調査へ行くこととなる。年齢を考えればすぐに分かると思うが、調査に関してのノウハウが全くない。皆みなに頼り切りになると思うが、上下の関係なく意見をどんどんと言って欲しい」

　何か質問はないか、と皆を見渡しながら問いかけるが、誰も質問の手をあげなかった。

「では行こう」

　俺の出発の合図に、全員は威い勢せいよく返事をすると、各々のドラゴンの元へ走り飛び乗った。

　竜騎士ドラグーンが駆るドラゴンも、候補生が駆るドラゴンも、もれなく色いろ艶つやが良く瞳に力が籠こもっている。これは、かなり力強い戦力になるだろう。

　俺を乗せたヴィリアが飛び立つと、発生したダウンウォッシュに他のドラゴンが一瞬だけ怯ひるんだ。そして、俺が飛び立ったことを確認すると竜騎士ドラグーン、候補生といった順に次々と空へ飛び上がった。

「ストライカー様！　どのような進路ルートにしますか？」

　隣にやって来たのは北域国境警備隊隊長のフィーノだ。彼のドラゴンはヴィリアの存在に怯おびえることなく、絶妙な距離感を保たもちながら隣を飛行している。

「まずは泥どろの森まで行こうと思う！　あそこへ行けば焚たき火びの燃料も手に入るし、木々が壁になって寒さも防げる！」

　正式名称は知らないが、行商がそう呼んでいる森がある。背の高い木が多く、地面まで光が届きにくいので、一度雨が降ると長期的に土がぬかるむからだそうだ。

「到着する時分にはかなり日が傾かたむいていそうですが、問題ありませんか？」

「それより早く飛べば問題ない！」

　季節はすでに初冬を迎えている。今日は晴れており、日光のおかげで多少は暖あたたかいが、日が沈しずめば一気に冷え込む。

　それでなくとも、空を飛んでいれば寒くて凍こごえてしまう。

「……分かりました！」

　余よ裕ゆうのない日程に、フィーノは何かを言おうとした。しかし、具ぐ申しんすることで俺の反感を買うと思ったのか、何も言うことなく仲間へ決定事項を伝えに行った。




　泥の森へは予定通り、日が沈むギリギリの時間に到着することができた。

　森のお陰かげで風は吹いていないが、日が落ちてから周囲の空気が一気に冷え込み始めた。今夜はゆっくりと寝られるだろうか、と心配となる。

　竜騎士ドラグーンも候補生もサバイバル能力が高いようで、着陸と同時にキャンプの設営を始め、完全に日が落ちる前に火を起こした。俺も出自が出自なのでサバイバル能力が高いと思っていたが、さすがにあの領りよう域いきにまでは達していない。

　食事は、日持ちする味あじ気けない乾かん物ぶつだった。輜し重ちよう隊たいが居らず、ドラゴンに乗せられる物も少ないので仕方がないことだ。やっぱり、アムニットに言って美お味いしい保存食を用意してもらえば良かったと思う。

「ストライカー様、こちらを──」

「ありがとう」

　渡されたのは、軽く湯ゆ気げが立つほどに温あたためられた、やや香辛料の匂いがするワインだ。五、六〇度と寒空の下で飲むには温度が低いが、熱々にすると体を温めるためのアルコールが飛んでしまうので我慢するしかない。

　ワインを嚥えん下かすると、舌に痺しびれるような辛味と共に鼻へ抜ける生姜しようがの香りが広がった。

　竜騎士ドラグーン育成学校の教科書にも載っている、空を飛び冷えた体を温めるために考えられた飲み物だが、常じよう飲いんしても良いと思えるくらい美う味まかった。

　食事を終えると夜警のローテーションを組み、皆すぐに就寝した。

　就寝方法は、丸まったドラゴンの足とお腹なかの隙すき間まに入るようにして横になる眠り方だった。

　ドラゴンの体が風を遮さえぎり、体温で暖かくすごせる方法なのだ。

　この眠り方を説明している教科書を読んだときに、危険すぎるんじゃないかと思ったが、騎士や候補生がやっているのを見ていると、ドラゴンとどれだけ意志が通じ合っているかによるんだな、というのが俺の感想だ。

　この程度の寒さであればまだ平気なので青空キャンプをしようと思ったのだが、他の皆に合わせて俺もヴィリアの足とお腹の間に体を滑すべり込こませた。

　声には出さなかったが、俺が隙間に入るときにヴィリアが物もの凄すごく邪じや魔ま臭くさそうな顔をしたのが悲しかった。
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　翌日、ヴィリアとその背に乗る俺が睥へい睨げいしていたのは、物言わぬ骸むくろと化した野や盗とうだった。

　近くでは、候補生が野盗に襲おそわれた商隊の商人に手当を施ほどこし、竜騎士ドラグーンは生き残った野盗を尋じん問もんしていた。

　商隊が襲われているのを見つけたのはたまたまで、襲っているのが蛮族の可能性もあったのですぐに救出へ向かった。

　結果として、相手はただの野盗だったのだが、蛮族について何か有用な情報を持っている可能性があるから尋問しよう、という話になった。




「ダメですね。これといって良い情報はありませんでした」

「そうか。まぁ、そんな簡単に見つかるもんじゃないと思っていたけどな」

　元から期待していなければ、そこまでガッカリするもんじゃない。

　フィーノたちの話によれば、蛮族はもっと西の、それも山の方に住んでいると言っていたので、長いこと飛んでいたとはいえこんな皇都寄りの平野では見つかりそうになかった。

　それに、遊ゆう牧ぼく民みんのように移動しているとも言ったので、本当に見つかるのか不安になってくる。

「それと、襲われていた商隊の者がストライカー様にお礼を言いたいと」

「別にいいのに」

　お礼を言いに来るのは良いことだが、助けた時もお礼を言われたので、これを含めれば二回目になる。俺の名前ストライカーを聞いて、改あらためて礼を言った方が良い、と思ったのだろう。

「先ほどは慌あわただしい中での会話となってしまい、申し訳ありませんでした。改めてお礼を言わせていただきます。本当に、ありがとうございました」

「俺が見つけられたのは、ただ運が良かっただけだ。それに、さっきもお礼を聞かされたからもういい」

　俺の態度があまりにもそっけない物だったからか、商人たちは少し驚いた顔をした。

「商隊そちらに少なからず被害が出たようだが、全ぜん滅めつにならずに良かった。それだけで、俺たちが助けに来た意味はあった」

　商人たちは、改めて生きていることを実感したのか、その瞳に涙がたまり始めた。

「今後、このようなことがないように、護ご衛えいを連れていくことをお勧すすめする」

　利益を多く上げるために護衛を付けたくない気持ちも分かるが、こんな風に襲われたらそれも意味がない。死んでしまったら、そこで終わりなのだから。

「まさか、護衛が逃げ出すとは思っていなかったんです……」

「……そうか。悪い奴に引っかかったみたいだな」

「あの護衛は、野盗とグルだったのかもしれません……チクショウ!!」

　商人は怒りを我慢できなかったのか周囲に響き渡る大声で悪あく態たいをついた。

「貴様ッ！　助けてもらっておきながら、その態度はなんだ!?」

　俺と商人の会話を見守っていた竜騎士ドラグーンが、商人が悪態をついた瞬間、烈れつ火かの如ごとく怒り出した。

　貴オ族レに対しての悪態ではなかったが、平民が貴族を前にして大声を上げたのだから、殺されないまでも何かしらの罰ばつが発生するのが普通なのだ。

「もっ、申し訳ありません!!　悔くやしくて、悔しくて、どうにもならずっ！」

　商人は自分がしでかしてしまったことを後悔するように悲痛な声をあげ、震ふるえながら土下座をした。

「あぁ、いい。こんなことがあったんだ。多少は大目に見る」

　竜騎士ドラグーンが大声を出した商人に対し罰を与えようと詰つめ寄よったが、俺はさほど気にしていないので止めた。殺されそうになった──現に、仲間が数人犠牲になっているのだから、悪態の一つもつきたくなるだろう。

　商人は土下座した状態で、謝罪と感謝の言葉を交互に繰くり返かえした。

「この先も野盗はいるのか？」

　先ほど商人に対して怒ど鳴なった竜騎士ドラグーンに聞いた。

「えっ？　あっ、はい。あの野盗の話では、ここから次の町まではこいつら以外にも野盗がおり、その縄張りが点在しているようです」

「そうか」

　野盗は、一人見つけたら三十人いるとみて間違いないほどそこら中にいる。それに、戦争や飢き餓がだけではなく、領地で税が上がる度たびに増える、困った生き物だ。

　竜騎士ドラグーンから話を聞き、そしてしゃがみ込み商人と目線を合わせた。

「この先も、あんなのがたくさんいるんだってよ。今回は意味がなかったけど、でもここから護衛がない状態で行くのは危険じゃないか？」

　容赦ない現実を叩きつけられたように、商人の顔はみるみる内に消沈した。

　竜騎士ドラグーンや騎馬騎士は、特別な理由がない限り商隊の護衛はしない。野盗に襲われたのだから、というのも人情かもしれないが、こういったことは日常茶飯事だ。

　もし野盗に襲われた程度で移動を手伝っていれば、竜騎士ドラグーンも騎馬騎士も護衛任務だらけでパンクするだろう。

　それを理解している商人は一いち縷るの望みにも縋すがろうとせず、沈しずんだ顔のまま自分たちの置かれた状況を整理し、商隊の人数と装備を確認すると、俺へと向き直った。

「我々は、このまま進もうと思います。この度は、助けていただきありがとうございました」

「そうか。向かう先は途と中ちゆうまでは同じだろうから、そこまで野盗を見つけたら叩き潰つぶしておいてやるよ」

　相手だって馬鹿ではないのだから、ドラゴンを見つけたらどこかへ隠れてしまうだろう。

　俺たちが先に見つけるか、隠れることもしない間抜けな野盗であれば露つゆ払はらいくらいはしておいてやろうと思う。

「それでは、我々は先を急がせていただきます」

　失礼します、と先ほどまで泣き悪態をついていた人間とは思えないくらいの態度の豹ひよう変へんに、商人たちの強したたかさを見た。

「はした金にしかならないと思うが、野盗の装備を持っていくといい」

「良いんですか？」

「俺らは持って行かない。ここへ捨て置くより、少しくらい損そん害がいの補ほ塡てんをしたほうがいいだろう？」

　とはいうものの、野盗の装備品なんて武器は多少まともだが、鎧よろいはボロボロで中に着ている服は垢あかに塗まみれて生き地じ目めが埋うまってしまっている状態だ。多分、洗っても臭においは取れないだろう。

　こういうのもなんだが、もっと景気の良い野盗だったら、被害の補塡も本当の意味でできただろう。

　だが、商人は本当にはした金であっても、少しでも補塡できるなら、と何でも持っていくつもりのようだ。俺から許可を得た商人は、武装解除された野盗の装備を次々と馬車へ乗せていく。

「ストライカー様。野盗の処理はどうしましょうか？」

「ドラゴンに乗せるわけにもいかないからな。縛しばりつけてここへ放置。商人が次の町へ着いたら、警備兵にでも連絡してもらえばいいや」

「ハッ、了解しました」

　フィーノは背筋をただし返答すると、商人たちの元へ駆けていった。

　初冬の平野は冷たい風が吹き、夜には昨日と同じように気温が下がるだろう。皆一緒に縛しばられるが、協力して支ささえ合えば立ち上がることもできるし、近くには抉えぐれた丘もある。

　そこへ行けば風は弱まるし、押しくらまんじゅうの要領で夜通し温め合えば、無事に朝日を拝おがめるだろう。それができない場合は知らない。

　商人は商隊を立て直し次第出発するとのことなので、俺たちはそれを見届けることなく出発した。
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　商隊と別れた後は、さらに西へと進路を向けて飛び続けた。その間も地上だけではなく森へ山へと飛んだが、蛮族という存在は一向に見つからなかった。

　余あまり西へ飛びすぎると、隣国のハイヘルネン王国へ侵入することになり問題となる。たぶん、国境には関せき所しよのような物があると思うが、こちらは空を飛んでいるので関所を見落としてしまう可能性もある。

　うっかり国境を越えてしまえば、そこから戦争勃ぼつ発ぱつになる可能性がある。

　成なり上あがって自分の居場所を作るために、戦争と言う名の動乱が必要といっても、何の用意もない状態で戦争が始まっては、今まで頑張って来た全てが水泡に帰してしまう。

　そんな馬鹿なことをしないように、気を引ひき締しめなければいけない。




　太陽が地平線へと吸い込まれていく中、今後の予定を聞かれた。この辺りには、昨日野営した泥の森のような場所はないらしい。

　野営するなら近くに小川があった方が良いが、それすらも望めないらしい。

　ここは、まさに帝国の端はしだそうだ。商隊どころか行商すらまず来ないような僻へき地ちで、野盗すらうま味がないため出ることは少ないらしい。

　さてどうしたものか、と考えながら沈みゆく太陽を眺ながめる。前世の日本では、水平線に沈む太陽を見る機会が多くあった。ただ、地平線が見られる場所自体少なかったので、この光景は余り見ることがなかった。

「今日は屋根がある家で寝たいな……」

　奴ど隷れいとして生きていた時分は、掘ほっ立たて小屋で寒さに震えながら生きていた。お陰で、自分には寒さに対して耐たい性せいがついており、昨日のような野営も平気だと思っていたが、久しぶりにやってみるとこれがキツい。

　人は楽な方へ楽な方へと流される生き物なので、貴族として温かい飯を食い、温かい布団ふとんに入って寝ていたこの数カ月で、体の作りが弱くなってしまったのかもしれない。

「他の奴らは、野っ原で寝る気満々のようだぞ」

「勘かん弁べんして……」

　ヴィリアが言う通り、竜騎士ドラグーンや候補生は先頭を飛ぶ俺から少しだけ離れて、それぞれが野営に適てきした場所を探している。

「下が岩場でない限り、私が綺麗に均ならしてやるよ。食事は──まぁ、持ってきた物を食べるしかないがな」

「ヴィリアが居れば温かくていいんだけど──やっぱり、村まで戻るか……」

　先ほど──と言えるほど近場ではないが、戻れば情報収集のために寄った村がある。本当の田舎いなかというか、何もないが有ある、と真顔で言えるくらいの村だったが、屋根がある家で寝るためには贅ぜい沢たくは言っていられない。

「……そうだな。難しいところではあるが、今からさっきの村へ戻るより、この先にある集落へ向かった方が良いだろう」

「集落？　村があるのか？」

「ここから南西へいった所に、確か集落があったはずだ」

「おぉ、マジか……」

　今晩は屋根がある家で寝られる希望が見えてきた。

「なるべく早く飛ばねば、暗くなって降りられなくなる可能性が出てくるぞ」

「そうだな。日が沈んでからもロスタイムがあるといっても、明るいことには越こしたことはないからな。急ぐとするか」

　そうと決まれば、皆を呼んで飛ぶ方向を変えなければいけない。




「こんな辺へん鄙ぴなところに、人が住む村が!?」

　フィーノは、何もない平原しかないこの土地に、人が住んでいるというのが信じられないのか、風切り音が強いドラゴンの上でも分かるくらい大きく素すっ頓とん狂きような声を出した。

「それは、逃亡奴隷の集落ではないでしょうか？」

「なるほど、その可能性が……」

　候補生のフォポールが、この辺鄙な土地に居きよを構かまえている者の可能性を示し唆さした。

　逃亡奴隷の村とは言っても、住んでいる住民の全てが逃亡奴隷というわけではない。戦火から逃れたり、重税から逃れたり、口くち減べらしのために捨てられた平民が集まり作った村の場合もある。

　今いる辺りは帝国が領地宣言しているだけで、管理している領主がいない。なので、実態が摑つかめないので誰も村の存在を知らないようだ。

「ストライカー様は、なぜこのような何もないところに村があるとご存じなのですか？」

　候補生のフォポールが、俺の言葉を訝いぶかしむことなく純粋に質問してきた。

「──少し前に、行商から聞いたんだ。おおよその位置しか分からないが、聞いた話ではここからそう遠くないはずだ」

　咄とつ嗟さに出た噓うそだったが、フォポールは信じたようで感心したように頷いた。

　ただし、フィーノの方は万が一場所の聞き間違いや見当違いを犯おかしている可能性を考えているのか、渋しぶい顔をしていた。

「全員に通達！　これより、南西へ向かい増速する。日が沈み始めているので、完全に闇になる前に到着したい。いいなッ！」

　引き連れている全員から、了の言葉を受け取ると同時にヴィリアが加速した。

　通常飛行高度で飛びながら加速すると凍こごえるので、地上近くを飛ぶこととなった。小山や谷がない飛びやすい平原なので、周囲に気を使うことなく全力で飛ぶことができる。

　今までのゆったりとした飛行が噓のように地面が流れていく。スピードメーターがないことが悔くやまれた。
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　太陽が地平線の向こうへと完全に沈み、今は青く光る空だけが唯一の光源となっている。

「こんなところに、本当に町があるなんて……」

　薄暗い平原の向こうに、人が住む灯あかりを見つけた竜騎士ドラグーンは呟つぶやくように言った。

　暗くなった状態で着陸するのは危険なので、まだ日がある内に地上へ降りて歩いて行こうか考えていたら、ヴィリアが言っていた集落が見えてきたのだ。

　ヴィリアは初め集落と言っていたが、そこは住民が数百人単位で住んでいるような、大きめの村か小さい町かといった様よう相そうだった。

「本当に町があったわ……」

　ヴィリアから話を聞き、提案した俺も驚いた。

　本当に何もない平原に、突然町が現れたのだから驚かないほうがおかしい。

「こりゃ、確実に領主が住んでいる町だな……」

　こんな辺鄙なところに貴族が住んでいれば、皇都の夜会で話題になっているのかもしれない。しかし、俺は夜会に参加をしたことがないのでそういった知識はなかった。

　皆にこの辺りに住む貴族の話を聞いたことがないか問おうと思ったが、町が近くなったので降りたほうが良い、とフィーノに言われたので問うのは一時止めて早めに地面へ降りることにした。

　町へ向かう道の途中、通りを挟はさむようにして耕たがやされている畑では、麦むぎ類るいが作られていたようだ。すでに荒あら起おこしがされているところが多かったが、場所によっては刈り取られたばかりなのか、根っこの部分だけとなった残ざん骸がいがそのままになっている。

　畑を耕たがやしている農夫を見ながら歩いていると、見られていることに気付いた農夫が帽子を取り、静かに頭を下げて挨あい拶さつをしてきた。

　朝から暗くなるまで畑仕事を頑がん張ばっているようだが、この辺りは土というより砂が多く混ざった土地のようで、作物も大麦しか育てることができなそうだ。

　こんな作物を育てるのも一苦労な土地に住む貴族がどんな奴か、とても気になった。

「何者か来ます──」

　ドラゴンを引きながら俺の隣を歩いていたフォポールが、前──町の方角から来る人の存在を知らせてくれた。どうやら、三騎編成の騎馬兵のようだ。

　それほど広くない道を、ドラゴンが列をなして歩いているのだからかなり威い圧あつ感かんがある。

　しかし、前から来る騎馬兵どころか、畑を耕している農夫たちがドラゴンを見ても怯おびえていないところを見ると、この町にもドラゴンが居るのかもしれない。

　来訪時のマナーでいえば、フィーノ辺りを先行させて領主に挨拶をさせ、領地へ入る旨むねを伝えてから入るのが当たり前だが、今は時間が時間なのでその辺りは省はぶいたのだ。

　町のど真ん中にドラゴンで乗り付けたわけではないので、いきなり攻撃されることはないはずだ。

　やって来た騎馬兵は槍やりを携たずさえておらず、腰に剣を帯びているだけだった。

　先頭を走っている隊長格と思われる騎馬兵の兜かぶとには、カラフルな鳥のトサカのようなものが付いていた。

「あれは？」

　トサカの様な兜飾りが何なのか気になり、隣を歩くフォポールに聞く。

「あれは、使者の飾りですね。我々の誰何すいかのためではなく、歓迎のために派遣された兵士でしょう」

「それは良かった」

　薄暗くなった空を飛び、町の外で降りた後はここまで徒歩だ。たとえ町から俺たちのことが見えていたとしても、ドラゴンとしか分からなかったはずだ。

　このわずかな時間で相手が何者なのか考こう慮りよし、そして歓迎の人間を走らせる行動力。領主はかなりやり手なのかもしれない。

　騎馬兵は馬から降りると、先頭を駆けていた隊長が大きな声で歓迎の言葉を述のべた。

「竜騎士ドラグーンの皆様、ようこそバルシュピットへ！」

　小さなちょび髭ひげを付けた四〇代くらいの隊長は、周囲が静かだということもあるが、よく通る声だった。

「突然の来訪で申し訳ない。西で行う任務のために飛んでいたが、夜になってしまい行動できなくなってしまった。できればこちらで一晩休みたいのだが、領主様はおられるか？」

　フィーノが代表して謝罪とことの次第を伝えると、騎馬兵の隊長は少しも気分を害した顔もせず大きく頷いた。

「はい。屋敷までの道のりを、無ぶ作さ法ほうではありますが我々が案内させていただきます」

　馬に乗る騎馬兵の隊長に合わせ俺たちもドラゴンへ跨またがると、そのままの足で町の中へ入っていた。

　ドラゴンが近くにいても騎馬兵の馬が狼狽うろたえていないところを見ると、かなり訓練がされているようだった。

　この町の領主は、結構、戦慣れした人なのかもしれない。
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　残念なことに、ドラゴン用の厩舎が頭数分ないとのことだったので、寒さに強くない候補生のドラゴンを優先して入れることとなった。

　北域国境を警備している竜騎士ドラグーンのドラゴンやヴィリアは寒さに強いので、申し訳ないが今夜も外ですごしてもらうことになる。




「遠路はるばる、ようこそおいで下さいました」

　築年数ではなく建材の安っぽさのせいで、やや草臥くたびれたような印象を受ける屋敷に通された俺たちは、この屋敷に似合う細身の男性に向かえ入れられた。

　雰囲気は、細い──なんとも儚はかなげな感じなのだが、挨拶と共に握あく手しゆを交かわした手は分厚く大きなマメがあった。その時に見えた腕は、鋼はがねの様な筋肉をしていた。

　開拓農民と共にこの地を切り開いた、骨肉のしっかりとした男だという印象を受けた。

「私は、帝国の外れも外れ、ユスベル帝国とハイヘルネン王国との境目にあるこの辺境領を治めている、アルフレリック・アルト・インベートと申します。現在は、準じゆん男だん爵しやくという爵しやく位いを帝国から頂き、この領地バルシュピットを治おさめさせていただいています」

　インベートという名を聞くと同時に、のんびりとした口調のなぜだか無む性しように引ひっ叩ぱたきたくなる顔をしたブロッサム先生が頭に浮かんだ。彼女の姓もまた、インベートで親が準男爵だったはずだ。

　今日のほとんどを空ですごしている状態だったので、帝国領の端はしっこくらいまで来たんじゃないか、と思っていたが、本当にハイヘルネン王国との国境手前までやって来ていたようだ。

「私の名は、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーです。竜騎士ドラグーン育成学校で竜騎士ドラグーンになる教育を受けている候補生です。今は、若じやく輩はいながらこの部隊の隊長を務つとめています」

「おぉ！　やはりそうですか！　あの立派なドラゴンの鞍くらになびく紋章は、やはり帝国竜騎士ドラグーン学校の物ですか！　それに、ストライカー様とは！　子供たちがいつもお世話になっております」

　やはり、ブロッサム先生の父親だったようだ。

　それにしても、インベート準男爵の、まるで人気の芸能人にでもあったようなハイテンションっぷりに少しだけたじろいでしまう。

　準男爵という爵位は、名めい誉よ子し爵しやく以上男だん爵しやく以下という微妙な立ち位置だったはずだ。貴族になるための試用期間のようなもので、帝国から求められている成せい果かを上げると男爵へ陞しよう爵しやくされる。

　しかもインベート準男爵は、貴族を表す『フォン』ではなく『アルト』を使っていることから、騎士上がりではなく傭よう兵へい上がりの人間だということが分かる。

　別に傭兵上がりの貴族が『フォン』を使ってはいけない、という法律はない。だが、傭兵だったことに誇ほこりを持ち、わざと相手に喧けん伝でんするために使っている人が多いと聞く。

　アルト──その大本はアルトゥーラ傭兵団が起源になっているという。このアルトゥーラ傭兵団は、普段から遊牧民のように戦地を転々と渡り歩き、金で敵にも味方にもなるが、その結けつ束そくした突破力は目を見張るものがあり、各国で武ぶ功こうを上げているので引く手あまただ。

　そして、武功を上げた傭兵は国に召し抱えられ、このインベート準男爵のように貴族になったりしている。

　それが、アルトゥーラ傭兵団をひときわ有名にした一いち因いんだ。

　ただし、最近は傭兵上がりの貴族のミドルネームが『アルト』という図式が出来上がっているために、他の傭兵団上がりの人間が名乗っている場合もあるそうだ。

　ただの傭兵出身と違うところは、アルトゥーラ傭兵団は横のつながりが強く、昔ながらの貴族と違い自身の利り益えきをそこまで考えていないので情報の伝達が早いことだ。情報の横通しがきちんと行われているのは、それだけで強みになるだろう。

　しかし、ブロッサム先生の父親は本当に元傭兵だったのか。なら、ミシュベルにいびられても平気な顔をして、俺にも簡単に話しかけてこられるわけだ。

「おっ、あっ、ハハッ。お恥はずかしい。自分が竜騎士ドラグーンになれなかったものだから、このようにたくさんの竜騎士ドラグーンが来られたことが嬉うれしくて、嬉しくて」

　俺がインベート準男爵のテンションについて行けずたじろいでいると、それを引いていると勘違いしたのか、インベート準男爵はしどろもどろになりながら弁べん明めいした。

「えぇと、部下から聞いた話ですが、皆様は本日泊まるところをお探しとか？」

「その通りです。蛮族を探す任務を負って西へ向かってきたのですが、このように日が沈んでしまい……。今夜寝る場所を探している時に、このバルシュピットを見つけ、できれば一晩だけでも寝る場所を貸してもらえないかと思い寄らせていただきました」

　俺の言葉に、インベート準男爵は顎あごを手で撫なでながら少しだけ黙もつ考こうした。

「ふむ、蛮族ですか？　では、この辺りでは南へ来すぎですね。蛮族は、もう少し北の山を活動の拠きよ点てんにしているはずですから」

「蛮族をご存じなんですか!?」

　インベート準男爵から出た言葉に、俺を初め他の皆も驚きの声を上げた。

　不確定な情報を頼りに西へ向かい、聞き込み調査を行っても尻尾しつぽをつかめなかった蛮族の情報が、思わぬところから出てきた。そんな俺たちの驚きに、インベート準男爵は壊れたロボットのように頷くだけだ。

「ですが、蛮族とは帝国がそう呼称しているだけで、実際は手を出さなければ気のいい奴らですよ。私も傭兵時代には何度か助けられ、何度か助けました。それに、あいつらはご高説を垂たれ流しながら戦うような馬鹿な真ま似ねをしない」

　蛮族と呼ばれている部族に思い入れがあるのか、インベート準男爵は蛮族を庇かばうように話し始めた。

　途と中ちゆうから熱が入りすぎたのか、先ほどまでの礼儀正しい──やや低すぎる態度から一変して荒々しい性格が出た。傭兵だったのだから、今の荒々しい感じが地なんだろう。

「はっ、ハハッ……。いやいや、貴族たれと毎日自らに言い聞かせているんですけど、傭兵上がりはこれだから荒いだの野や蛮ばんだの言われてしまうんですよね」

　悪い癖くせだ、と最後に付け足してニッコリと笑った。その態度の豹ひよう変へんに、普通ならフィーノ辺りが諫いさめているであろう発言があっても、対応できないでいた。

　これは俺の私し的てき見けん解かいだけど、このインベート準男爵は悪い癖などと微み塵じんも思っていないだろう。

　逆に、これぞ傭兵である、とでも思っていそうだ。

「それで、泊まる場所でしたね？　どうぞ、どうぞ、我が屋敷へ！　と言いたいところですが、なにぶん開拓をし続けている辺境なので、掘ほっ立たて小屋に毛が生えた程度ですが。それに、ハイヘルネン王国との国境に砦を築きずいており、そちらへ兵を運ぶために来た偉い人たちが散さん々ざん荒らして行ったので部屋の状態はさらに良くありませんが、自由に使ってください」

「そのような大変な時に来てしまい、本当に申し訳ない。屋根がある所で寝かせてもらえれば、それ以上は何も言いませんので」

「いえいえ、そのようなことは！　そろそろ夕食ができる頃合いなので、ゆっくりと食事をしながら続きを話しましょう」

　インベート準男爵が言うと、タイミングを見み計はからったように執事が応接室に入って来た。

　その執事はインベート準男爵より少し上の、古参の兵士に無理やり燕えん尾び服ふくを着せたような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男だった。

　これを執事というにはやや無理がある気がしたが、俺の視線を全く気にすることなく、執事は食事が用意できたことを知らせただけだった。




　食事は皇都と比べれば薄味で、量も少なかった。しかし、少ないながらも頑張って作ってくれたのが分かる内容だった。

　食事を終えるとさすがに今日は疲つかれたようで、皆すぐに部屋に戻り就寝した。

　俺はというと、ヴィリアに乗っている最中は半分昼寝していたようなものだったので、今も普段と変わらず元気だ。そのため、インベート準男爵から晩酌の誘いが来た。

　このインベート準男爵は、男爵の爵位を貰もらうためにかなりの無理をさせられているようだ。その内容は、この辺境の地を開拓しハイヘルネン王国からの侵攻を防ぐための、言わば生きた防ぼう波は堤ていになることだった。

　しかも、開拓村からこれほど大きな町にしたというのに、帝国からの陞爵の話は全くないらしい。なんとも酷ひどい話である。

　ハイヘルネン王国と隣接しているためか兵の錬れん度どは必然的に高くなり、それだけがここに居きよを構かまえた良いところだ、とインベート準男爵は笑った。

　爵位について以外の話と言えば、インベート準男爵の子供たちの竜騎士ドラグーン育成学校での生活や授業内容についてだった。

　体格の良い弟は問題ないが、姉のブロッサム先生は体が小さく候補生としてやっていくことができるのか心配していたが、貴族によるいびりにも負けずに生活しているので、普通の体格の奴らよりもよっぽど大丈夫だ、と説明してあげた。

　そして、この晩酌の場には、インベート準男爵の奥さん──つまりブロッサム先生の母親も同席していたのだが、この母親とブロッサム先生がまたそっくりなのだ。

　笑った時の口の形は、インベート準男爵似ともいえなくない。大人になればまた変わってくるかもしれないけど。

　弟の方は、全まつたく見る機会がないので分からないが、どちらかに似ているのだろう。

　酒が入った状態で話していくうちに、この人たちの人となりが分かった。帝国に対して忠誠心はなく、貴族になったのも、貴族になれるのだからなってみた、程度の話だった。

　こういった、考えていることが顔に出てしまう人は、重要な仕事では勘かん弁べんだったが、友人としてはとても良いと思った。

　なかなか楽しい晩酌となった。
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　翌日。夜明け前から忙しく動いているインベート準男爵家の使用人に、まだ寝ている俺の部隊へ言こと伝づてを頼み、朝の散歩へ出かけるために外へ出た。

　普通のドラゴンとは違い人の言葉を理解するヴィリアは、目的地を告つげれば後は何もしなくてもそこへ連れて行ってくれるので、常に気を張っている必要がない。

　それに、ヴィリアの背中は温かいので、部隊の皆が寒さに震えながら飛んでいる中、俺はヌクヌクと温かい状態で飛んでいる。

　そのおかげで疲労は少なく、まだ皆が寝ている時間に起床することができた。

　外につないであるヴィリアの元へ行き散歩へ行きたいことを告げると、二つ返事で了承してくれた。

　鞍くらと手た綱づなだけという簡単な装備だけつけて、ヴィリアと共に向かう先は昨日聞いた、屋敷から少し離れたところにあるという川だ。




「まだ夜が明けたばかりのこんな時間に起きて、後で眠くならないか？」

「その時は、またヴィリアの背中で寝るさ」

「そうか。お前はいつでもどこでも、子供のように寝るからな」

　本当のことなので、ぐうの音も出なかった。ヴィリアが良いと言ったので疲れ次第寝ているが、これからはなるべく起きていたほうが良いのかもしれない。

「それで、蛮族とやらは見つかりそうなのか？」

「一応は。近い情報が貰もらえたけど、行ってみないことにはなんとも……」

「そうか」

　ヴィリアは蛮族について全く興味がないのか、それだけ言うと黙ってしまった。

　ちなみに、ヴィリアに蛮族について聞いてみたところ「自分よりも腕力で勝っていて、知的でないなら皆みな蛮族だろ？」という答えが返ってきた。なるほど、そういうカテゴライズですか。

「それで、次に行く場所でも見つからなかった場合はどうするんだ？　帰ることなく、蛮族を探すのか？」

「さすがに、それはキツイなぁ……」

　学校からは早く出ていけと言われただけで、いつまでに見つけてこいとは指定されていない。

　だが、一週間くらいしたら一度戻った方が良いだろう。皇都で何か起こっているとも分からないので、今後の行動を決めるために戻ろうと思う。

　それ以前に、一緒に行動している奴らが──特にフィーノたち竜騎士ドラグーンがどんな動きを見せるかも注意しなければいけない。

　どのようにすれば効こう率りつよく安全に動けるのか考えたが、寝起きの頭は上う手まく回らず、良い案が浮かばないまま川へ到着した。

「んで……」

　川ここへ来た理由はただヴィリアと散歩をしたかっただけなので、ちょっと歩いた後は河原で横たわるヴィリアを背もたれにしてのんびりと休憩している。

　気温は低いが、ヴィリアの体温のお陰で背中はとても暖かい。

　しかし、体は暖かいのだが心の中は目の前で繰り広げられている光景のせいで、すさまじい勢いで震えていた。

　こんな寒い中、河原で水浴びをしている少女がいるのだ。

　誤解がないように言っておくと、この河原には俺の方が先に着いている。俺がヴィリアを背にして休んでいるところに少女が来て、水浴びを始めたのだ。

「健康的だけど、寒くねぇんかな……？」

　オヤジ的な発言で申し訳ないが、肌は薄うっすらと日焼け跡が残り、出るところは出て、引っ込むところは引っ込んでいる。まさに健康体といった体を持つ女の子が水浴びをしているのだから、初冬というのにここだけ夏が来たみたいだった。

　そもそも、あの少女も周りに人がいないことを確かめてから水浴びをするべきだ。俺は逃げも隠れもせず、呼吸に合わせて上下するヴィリアの腹を枕まくらにしてくつろいでいるだけなのだから。

　だというのに、少女は河原にやって来て早々、ポンチョの様な防寒着を脱ぬぐ──というより、最早パージしたという表現がピッタリとするほど勢いよく脱ぐと、そのまま川へ突入したのだ。

　さすがの俺でも、あんな勢いで冷たい川に入水すれば、そのまま三さん途ずの川かわまで流れつく自信がある。

「まぁ、それにしても楽しそうで何よりです」

　水浴びをして体が綺き麗れいになれば岸に上がるのかと思ったが、少女は何を思ったのか川底めがけて腕を突っ込んだ。

　コケたのかな、とも思ったが少女が体を起こすと、手には魚が摑つかまれていた。俺も素手で魚を捕つかまえることはあるが、あれは岸や岩場に追い込んでやっと捕まえるくらいだ。

　俺はあんなふうに、目の前を泳いでいる魚を捕まえることはできない。なんという反射神経をしているのだろうか。

「すげぇーな、何だよアレ」

　少女は魚の頭を少しだけナイフで切り、活いけ〆じめをすると流れが弱い川溜まりへ放り込んだ。そして、再び飛び込むように腕を突っ込むとまた同じように魚を捕まえた。

　その正確無比な魚を捕まえる動きを羨うらやましく思いながら見ていると、今までよりも強い北風が吹き、俺の体温を一気に奪うばっていた。

　さすがに薄着でのんびりしすぎたようだ。ここへ持って来た唯一の防寒具のマフラーに手を伸ばす。

　このマフラーは普通の物より長いので、ヴィリアの固い皮膚の上を這はわせて生地を傷いためないように、飛び上がらせるように勢いをつけて引っ張った。

「ブエッシュ!!」

　飛び上がったマフラーは上手い具合にヴィリアの鼻を擦こすったのか、その容姿に似合わない可か愛わいいくしゃみをした。

　しかし笑ってもいられない。ベタすぎる音の出し方で、河原で水浴びをしている少女に俺の存在が知られたのだ。

「おっ、おあっ!?」

「あっ？」

「おぉっ、オマー!!」

「おいおい、落ち着けよ。何を騒いでいるんだ？」

　ここで焦るから、ほとんどの場合は誤解をされるんだ。ここは、大人の落ち着きを見せて、イニシアチブを取るのが良いだろう。

「何を覗のぞいてんのさ！　ってか、いつから覗いていたのさ！」

　ヴィリアの腹に横柄とも思える態度で横たわっている俺と、両腕で胸を隠すがつんつるてんの下は丸出しの少女。最も早はや、コントか奴隷商が奴隷に水浴びをさせているとしか思えないやり取りだった。

「覗いていないし、今も丸出しなのはお前の意思だろ？」

「だってだって、そこに座って見てるじゃん！」

「その前に、胸を隠すなら下も何とかした方が良いぞ？」

「──うん？」

　何を言っているのか分からない、といった様子で、少女はノーガード戦法をとる下半身へと目をやり──。

「ぶわっぽ!?」

　少女はその可愛らしい顔に似合わない、悲鳴とも唸うなりともとれる声を上げて川へ沈しずんだ。

　数秒川の中に沈んでいた少女は、河童かつぱのように水の中からゆっくりと出てきた。その顔は赤く、恥ずかしさからか潰つぶされるウシガエルのような呻うめき声を上げている。

　恥ずかしさを飲み込もうとしているのか、少女は唸うなる。その様子を見つめながら俺は待った。

「服！　服を着るから、あっち向いてて！」

「うぃ～」

　アッチがどこなのか分からないけど、言われた通り少女を見ないように空を見上げた。

　すでに明るくなった空には、ややグレーがかった雲が点在しており、その合間を縫ぬうように鷹たかだかトンビだかが飛んでいる。

　見ず知らずの相手から視線を逸そらすのは危険だろうけど、先ほどまでゆっくりと大きく動いていたヴィリアのお腹が、普通の動き──起きている時の呼吸に変わっているので大丈夫だろう。

　少女が怪しい動きをすれば、ヴィリアが先に動くはずだ。

「もう、こっち向いても良いよ！」

「おう」

　若じやつ干かん怒っているようだが、こちらに落ち度はないのであくまで普通に返事をする。ここで上ずった声を上げては、多方面からバッシングがあるかもしれないからな。

　あぁ、そういえばここは異世界だから大丈夫か。なんたって、一〇歳で娶めとられることがある世界だしな。

「それで、あんたは何してんの？」

　濡ぬれ髪がみを絞しぼりながら俺へ近づき、誰何するように聞いてきた。

「う～ん……何も？」

「何もって、何もなわけないじゃん！　こんな何もない所でやることもないなんて、お前どれだけ暇ひましてんのさ！」

　暇をしているのがそれほど悪いのか、少女は俺を罵ののしった後、世界の真理に気付いてしまったかのように息を飲み、少し後ずさった。

「あたしの水浴びを覗くためか!?」

「繰り返すな。天てん丼どんは面倒臭い」

「あぁー！　ジジイの言うこと聞いていればよかったぁー!!　いつもの水場に、こんな危ない奴が居たなんてぇ───!!」

　うぉーん！　と女の子が出してはいけない鳴き声を上げながら、少女はふさぎ込んで地面をたたき始めた。

　情緒不安定─もとい、感情豊かな子のようだけど、あまり煩うるさくするとヴィリアがイライラしてしまう。ほら、イライラし始めたのかちょっとずつ体温が上がってきているし。

「お前の体には何の興味もねぇ。ほら、干し肉やるから静かにしてくれ」

「んん？」

　少女は俺が差し出した干し肉を見つめ、まるで怪しい何かを見つめるように眉根を寄せた。

「ほら、美う味まいぞ。だから、静かにしろ」

「だだっ、騙だまされないぞ！　ウチのジジイが、悪い奴は良い顔をしながらやってくるって言ってたぞ！」

　ジジイ良い教育してんじゃん。今は全くもって余よ計けいなことを教えてくれたとしか思えないけど。

「食べないなら、俺が食っちまうぞ」

　干し肉は、携帯保存食兼おやつとしてカバンに常時入れている。ちょっと高めの物なので味はとてもいい。

　それほど強くないはずの匂においを嗅かごうとしているのか、少女は鼻をヒクつかせている。興味はあるようだ。

「くっ、くぅ……。ご飯抜きにされてなきゃ、こんな奴の肉なんて……」

　怪しい奴オレから食い物を貰うのがよほど悔くやしいのか、少女は涙目になりながら干し肉に手を付けようかどうしようか迷っている。

「早よしろよ」

「──ッ!!　騙されないぞ！　そんなに急ぐってことは、この中には毒が入っているんだ！　やっぱりこいつ、怪しいぞ！」

「なら、手を離せよ」

　寒さと空腹からか鼻水と涎よだれを垂たらしながら、少女は俺の差し出している干し肉を毒と称しようしながらも強く摑んでいる。言動が一いつ致ちしない人間はたまに見るが、ここまで清すが々すがしいほど一致しない奴もなかなか居ない。

　しかも、離せと言っているのにもかかわらず、干し肉を摑む少女の手の力は強くなり、今はでは少女の指力だけで硬かたい干し肉が千切れてしまいそうだ。

「おい、そんなクソみたいな力で握ったら、干し肉が千切れちまうだろ」

「うんこはしてないよ！　おしっこはさっきしたけど！」

　さっきってことは、水浴び中にやってたってことか。子供みたいなことするな……。

「お前、仮にも女の子なんだから『しっこ』とか平然と言うなよ」

「何でさ？　しっこはしっこでしょ？　それ以外に呼び方とかあんの？」

　おい、ジジイとやら。もうちょっと言葉遣いの躾しつけをした方がいいんじゃないのか？

　見たこともない、少女がジジイと呼ぶ人物を思うと、想像の中であるにもかかわらず爺さんがため息をつく姿が簡単に思い浮かんだ。

「分かった、分かった！　離すから落とすんじゃないぞ！」

　このままでは干し肉が千切れて悲ひ惨さんなことになってしまうので、少女を落ち着けてから干し肉をあげることにした。

「ありがとう！」

　俺から干し肉を奪い取ると、少女は勢いよく食べだした。よほど腹を空すかせていたんだろうと思わせる食べっぷりに、一瞬で干し肉がなくなってしまった。

　しかも、一枚食ったら二枚目へ。二枚食ったら三枚目へと次々と遠えん慮りよなく食っていく。

「あのさ……」

「もうねぇって」

　干し肉が入っていた袋には、こぼれたカスしか残っていない。これでは腹の足たしにすらならないだろう。

「違うって！　美味しかったって言おうと思っただけだよ！」

「おぉ、そうか。どういたしまして」

　少女は手に着いた脂を舐なめとると、川へ行って綺麗に洗った。

　先ほどまで、少女の強烈な印象で見えていなかったが、この少女が着ている服装がちょっと変わっていた。少女が羽は織おっていたのは浅あさ葱ぎ色いろのポンチョで、その下は皮ひもで縫ぬったようなズボンをはいている。皇都ではあまり見ない格好だ。

　近くに村があるのか、と思ったけど、この近くと言えばインベート準男爵が治めるバルシュピットしかない。小さな村を見逃したのだろうか？

「俺の名前はロベール。お前の名前は？」

「あたし？　あたしは、深き森の監視者であり草原の支配者であるダルエナの子ミーシャ」

「深き森の監視者？　草原の支配者？　何だ、その二つ名は……」

　なかなかそそられる名前だ。カッコいいじゃないか。

　この少女は、遊牧民か何かだろうか。そうすると、村が見えなかったのも頷ける。

　この世界で遊牧民という存在はそれほど珍しくはない。現に俺が奴隷だった時分も、遊牧民が貴族の領地を通り抜けていくのを何度も見ている。

　商人だけではなく、平民も貴族の領地を通過するときは通行税を払うのが普通だが、その遊牧民は通行税を払うことなく通り抜けていた。もしかしたら、彼らは貴族が領地を置くずっと前からそこを通っていたのかもしれない。

　スパイが入り放題だな、と一時期は考えていたけど、結束の固い遊牧民は迷子といった他よ所そ者ものを近くの村まで送り届けることはあっても、コミュニティに迎えることはほぼない。

　送り届けている最中であっても、関所を通る時は兵士に「こいつは俺たちの家族ではない」と伝えていたのを見たので、スパイかどうかはさておき漏もれなく誰何することができる。

　古くからその土地を道としており、他所者が居た場合はしっかりと伝えてくれるために、通行税なしでも関所で止められることはないのだろう。

「ロベールは、何でこんな何もない所で暇してるの？　迷子？」

「迷子なわけねぇだろ。ヴィリアと朝の散歩に出かけて、ここで休んでいる最中だ。もうそろそろ、戻らないといけないけどな」

　そう言い、背中を預けていたヴィリアの腹を撫でた。

「えっ？　──あっ！　岩かと思ってたら、ワイバーンじゃん！」

「ワイバーンじゃねぇし。ってか、ヴィリアはまだ寝ているんだから、もう少し静かにしてくれよ」

　今さら感はあるけど、これ以上近くで騒いでもらってはヴィリアが寝付けない。

　ミーシャも、ハッと気づいた様子で口を手で押さえ、喋しやべりませんよアピールをした。

「具合でも悪いの？」

「いや、俺が朝から付き合わせたせいで、寝ているだけだ」

「そっか。良かった」

　ヴィリアの体調を気遣い、問題ないと分かると笑顔になるミーシャに、俺はドラゴン好きに通ずる匂いを感じた。

「さっきワイバーンって言ったけど、この辺りにもいるのか？」

　ワイバーンとはドラゴンと違い手が羽になった、プテラノドンのような生き物だ。

　そのワイバーンには良い思い出がない。いや、ワイバーンを駆る翼竜乗りワイバーンライダーが問題なんだけどさ。

「居るよ。今日だって、ナハクックに乗ってここまで来たんだから」

「えっ？　ワイバーンに乗ってんの？」

　ナハクックとは、たぶんワイバーンの名前だろう。乗って来たという割には、当のナハクックの姿が辺りに見当たらなかった。

「そりゃ、乗るよ。ナハクックがいないと、この川にも来られないんだから」

　彼女──ミーシャは遊牧民ではなかったようだ。

　そこで、蛮族という存在を思い出す。ワイバーンに乗り、ユスベル帝国領の西の方にある山を根城にしている者たちのことだ。

　今、目の前にいるミーシャは、蛮族と呼ばれる人たちの特とく徴ちようを持っている。

　蛮族なんて呼ばれているから、それはもう野盗なのか山賊なのか見分けがつかない格好をしていて、言葉も話せない荒々しい半野生の生き物を思い浮かべていた。

　対して目の前にいるミーシャは、頭は空からっぽだが身なりや容姿は整っている。服が、町で見るような物と比べてやや特殊だが、それでも問題なく溶とけ込こむはずだ。

「なっ、なぁ、ミーシャ。お前らの家族って、蛮族とか呼ばれていないか？」

　違うかもしれない、と思いながらミーシャに聞いた。

　俺の問いに激怒して襲いかかって来ても、ミーシャは武器を持っていないので対応することは可能だ。もちろん、相手の能力を下に見ているわけではなく、ミーシャが激怒したら俺はヴィリアの後ろに隠れる、という意味だ。

　しかし、俺の問いに対し、予想に反してミーシャは笑った。

「何で、あたしが蛮族なのさ？　蛮族っていうのは、もっと東の方に居る悪い奴らのことを言うんだぞ。ロベールってアレだな。馬ば鹿かなんだな！」

　俺の緊張した気持ちを払ふつ拭しよくするように、ミーシャは全く気にした風もなく笑い飛ばした。

「でも、蛮族ってのは西──ユスベル帝国から見て西っ側に住んでいて、ワイバーンに乗っているって聞いたぞ？」

「ワイバーンなんて、いろんな奴が乗っているだろ？　蛮族だって乗っているし、あたしたちだって乗っているし。あたしは見たことがないけど、え～と……なんちゃらって王様も確か乗っているはずだぞ」

　なんちゃら、という王様が誰のことを言っているのか皆目見当がつかないが、ユスベル皇帝のことを言っていないのは確かだ。

　所変われば常識が変わるように、この地域一帯ではドラゴンよりもワイバーンに乗る者が多いのかもしれない。もしかしたら、マシューへ来た斥候はユーングラント王国ではなくハイヘルネン王国のものである可能性を考えておかなければいけない。

「ロベールは、変なことを聞くんだなぁ～。あっ、もしかして、ロベールって蛮族なの？」

「んなわけねぇだろ。俺が蛮族を探してるんだよ」

　蛮族が蛮族を探すわけがないだろう、と嘆たん息そくしながらミーシャに言う。

「蛮族なぁ～……。よく聞くのは、ここからもっと東ってことなんだけど……」

　インベート準男爵は南に来すぎだと言っていた。そして、ミーシャは西へ来すぎだと言っている。蛮族という存在は、マジで実態が摑めなさすぎる。

「あっ！　でもこの間、西の方に集団で歩いている蛮族を見たぞ！」

「本当か？　どのくらい前の話だ？　規模はどのくらいだ？」

　ここへ来て、やっと蛮族についての目撃情報を手に入れることができた。続きを促うながすと、ミーシャは当時の状況を思い出そうとしているのか、眉間に皺しわを寄せて考え込んだ。

「二、三週間くらい前かなぁ？　空の上からチラッと見ただけだから何人か分からないけど、結構たくさんいた！」

　たくさんの人数が移動していたってことは、引っ越しだろうか？

　それとも、ここよりもっと西の方で、何かが行われているとか？

「その蛮族の格好ってのは、どんなんだ？　俺たちとは違う、分かりやすい格好をしていたりとかしないか？」

「格好は、ジジイから聞いたのと同じだったから蛮族だって思っただけだからなぁ。でも、服とか鎧とか、あたしたちが着ているのとは違っていたよ！」

　見た目からして違うのであれば、それだけで十分だ。今まで、蛮族は西にいるという不確定な情報だけで、しらみつぶしのように探している状態だった。

　二、三週間前にはなるが、ここから西へ向かっていたこと。さらには、俺たちとは違う装備をしているのだから、空からでも何とかなるだろう。

　何の情報もなく竜騎士ドラグーン育成学校に帰るのは嫌だったが、この情報を元に蛮族の存在を目視確認できれば文句もあるまい。

「ミーシャ……だったな。助かった。良い情報を貰ったよ」

「そうか？　なら良かった！　お前は良い奴だからな。それに、村では子供に優しくするようにって言われているんだ！」

　ミーシャに会ってから、一番良い笑顔を向けられたが、なぜだか素直な感想が出てこない。何でかな？

　目標ができれば、後はそこへ向かうだけだ。昨日までとは違い、今日は足取り軽く蛮族を探せるだろう。

「俺はもう帰るけど、ミーシャはどうするんだ？」

「ナハクックが戻って来ないからなぁ……」

「そういえば、ミーシャのワイバーンはどこに行ってんだ？」

「いつもみたいに水浴びをするためにこの川に来たんだけど、降りるのを凄すごく嫌がっててさ。それでも無理矢理降りてもらったんだけど、あたしが降りるとすぐにどっかに行っちゃって」

「いやいや、主あるじを置いて逃げるとかダメだろ」

「それもそうだけど、嫌がるナハクックを無理矢理川辺に降ろしたのはあたしだしなー。ただの面倒臭がりだと思ったけど、まさかドラゴンがいるとは思っていなかったからなー」

　そのドラゴンとは、まさにヴィリアのことだろう。でも、主を置いて逃げたらダメだろ、ミーシャのワイバーンさんよ。

　俺だったら──いや、ヴィリアは口が利きけるので意思の疎そ通つうに全く困らない。しかし、俺が駆っていたのが普通のドラゴンだったら、何もないハズだ、と思っている川辺へ降りるのを渋しぶった場合は、ミーシャと同じように無理矢理降りていたかもしれない。

「そいつはすまんかったな。丁ちよう度どいい水場があったから止まっただけなんだ」

「別に、降りたのは私の意思だったから良いけどね」

「ナハクックだったか？　そいつが戻って来なかったら、お前の家まで送っていくから安心しろ」

　さして困っているようには見えなかったが、女の子を一人置いて何かあってもらっちゃ困るからな。

「マジで？　ナハクックが戻って来なかったら歩いて帰らなきゃいけないし、そしたら面倒臭いなーって思ってたんだよ！」

　歩かずに家へ帰れる、ということ以外にも、ミーシャはドラゴンに乗るのは初めてのようで、そちらについても喜んでいた。

　なので、ナハクックを待たずに家へ送り届けることとなった。ドラゴンと違いワイバーンは帰巣本能が強いようで、はぐれても育った場所へ帰ってくるんだそうだ。

「んじゃ、帰る──」

　と、ヴィリアを起こそうとすると、俺が声をかける前にヴィリアは起き上がり、機嫌が悪いライオンのような唸り声を上げ始めた。

　ヴィリアの視線の先を見上げると、そこにはいつもの冬空が広がっているだけだ。いや、いつも通りだが、そこに異物が──羽を生やした生き物が飛んでいた。

「ナハクック？」

　ドラゴンとは全く異なるシルエットは、ミーシャのワイバーンだったようだ。

「よく見えるな、こんな距離で」

　これがドラゴンであっても、個体識別をするには遠すぎる。

「お～いっ！　降りてこい、ナハクックゥ～!!」

　主のミーシャに名前を呼ばれ、ナハクックは体勢を崩したかのように地面へ向けて滑空をし始めたが、ヴィリアの存在にビビッているのか、すぐに体を起こして上昇した。

「ナハ──」

「グオォォォォォォォォォオオ!!」

　降りようか降りまいか迷っているナハクックが鼻についたのか、ミーシャが呼び戻すために大声を出そうとした瞬間、ヴィリアが咆さ哮けんだ。

「うっはー!?」

　真後ろから放たれるヴィリアの咆ほう哮こうを間近で受けたせいで、俺の耳は使い物にならなくなった。しかも、視界もブレて世界が回っているように見える。

　ミーシャも同じようで、ヴィリアが叫んだ瞬間に両耳を塞ふさいだが、それでもかなり煩かったようで目を白黒させている。

「おっ、降りてきた」

「おー！　やっと降りてきたー！」

　耳が遠くなっているので聞こえにくかったが、俺たちは互いにナハクックが降りてきたことを口にした。

　ナハクックはヴィリアに怯えながらもゆっくりと滑かつ空くうし、次第にその姿がはっきりと見えるようになってきた。

　俺は袖そでで口と鼻を隠して、ワイバーンが起こすであろうダウンウォッシュに備そなえた。しかし、ワイバーンは空気を孕はらむように羽を広げると、ドラゴンとは違い強力なダウンウォッシュを発生させることなく着陸した。

「お帰りー！　まったく、どこに行ってたんだよー」

　ミーシャはやっと帰って来たナハクックを労ねぎらった。そのナハクックはミーシャに撫でられて嬉しそうにしつつも、目の前に居るヴィリアが気になって仕方がないようだった。

　ワイバーンと戦ったが、こんな風に間近で見ることはなかった。確かに、ドラゴンとは違い空を飛ぶことに特化した骨の上に皮が張り付いているような、何とも貧弱な体だった。

　そんな姿をしていてもドラゴンがいない状態で戦えと言われたら脅きよう威いになる。いや、ドラゴンに乗っていても脅威になったが……。

　それにしても、着陸の瞬間を見て分かるように、風を使うのが上手だ。気流を乱さずに飛べるということは、それだけ風が強い場所で飛ぶことができるということだ。そう考えると、ドラゴンとは違い、ワイバーンが谷に好んで巣を作ることも頷ける。

「ナハクックが帰って来たから、あたしはもう帰るねー」

「おぉ、気を付けて帰れよ」

　先ほどまでドラゴンに乗れると喜んでいたのに、ナハクックが帰ってきたらそれに跨またがって帰ろうとする。なんとも浮気性な奴だった。

　ミーシャはナハクックの背中を駆けあがり、背が斜ななめになっていて乗りにくいであろう鞍に軽々とまたがると、鞍から伸びたロープを腰に巻き付けた。

　俺が付けている安全帯よりも強度的な面で不安だが、こういった事故予防策を見るとミーシャの村の人たちが素晴らしい人に見えてくる。

　なぜなら、ユスベル帝国の竜騎士ドラグーンはというと、一部の竜騎士ドラグーンを除のぞいてそのほとんどが格好悪いという理由で、イスカンダル商会の扱っている安全帯を装着しない。

　いつもいつも言っているが、体てい裁さいを気にして無駄死にするのは、本当に馬鹿の極きわみだと思う。

「よーっし！　じゃあ、行くよー！」

「おうおう、早く行ってやれ」

　じゃないと、ヴィリアの存在にビビッているナハクックが可か哀わい想そうすぎる。

　ヴィリアと目を合わせないように下を向いており、ときおり機嫌を窺うようにチラ見する行動を繰り返しているのだ。

「飛べッ!!」

　ミーシャの命令で、ナハクックは大空へ舞い上がった。着陸時のダウンウォッシュは全くなかったが、飛び上がる時はけっこう砂すな埃ぼこりが舞うようだ。

　降りてくる時が大丈夫だったもんで、油断してしまった。お陰かげで、顔面に砂や草がたくさんついてしまった。

「……俺たちも、そろそろ帰るか」

「そうだな。朝の散歩にしては、だいぶ長くなってしまったからな」

　インベート準男爵家では、皆が俺の帰りを待っているだろう。もしかしたら、俺が逃亡したのではないか、という話も出ているかもしれない。





　　　　　□






　インベート準男爵家へ戻ると、案の定フィーノから小言を言われた。護衛もつけずに出かけるとは何事か、と言った分かりやすいものがほとんどだが。

　まぁ、フィーノの言い分も分かるし、他の候補生たちも俺を見る目が非ひ難なんがましくなっている気がするのも分かる。

　学校の方から、蛮族を調査するという以外にどんな密命を帯びているか分からないが、その対象が抜け出していたら驚くわな。

　こちらとしても、逃げるのであればユスベル帝国の状況がどのようになっているのか、しっかりと見極めてから逃げるつもりだ。直接命を狙ねらわれない限り、ギリギリまで優秀な竜騎士ドラグーン候補生を演じていたい。

　それに、今は蛮族についての情報のオマケ付きだ。学校から受け取った不確定な情報ではなく、少し前の話になってしまうが、見た人間がいるという証言付きの情報だ。

　蛮族調査三日目だが、当あてのない調査作業に顔には出さないが候補生がやや疲れている気がした。そんな中で出た俺の情報が嬉しくないはずがない。

　このミーシャから得た情報を出すと、候補生は俺の味方になり、小言を言っていたフィーノも黙だまった。

　やはり、相手を黙らせるには相手より良い情報に限る。




　そして、俺たちは再び空へ飛びあがった。

　先ほどまでの空模様と打って変わり、今は厚く暗い雲が頭上を覆おおいつくしていた。太陽が見えなくなったせいで、気温が少しだけ下がっている。

　さらに気温を下げる要因として、今俺たちが飛んでいるのが地上から一五〇〇メートルくらいの高度に居るからだ。

　普通の竜騎士ドラグーンが飛ぶのは、地上から約五〇〇メートル辺りだが、今俺たちが飛んでいるのは層そう積せき雲うんと被かぶるか被らないかの場所だ。

　なぜそんな高い所を飛んでいるのかというと、先ほど竜騎士ドラグーンが近くを飛んでいるのを見たからだ。近くとはいっても、肩かたと肩が触れ合うような距離ではなく、相手が米粒ほどの大きさに見えるくらいの距離だ。

　雲以外に遮しや蔽へい物ぶつがない空では、米粒クラスの大きさでも先に見つけたほうが有利になる。もちろん、相手も早く見つければそれ相応の対応ができるので、万事全て上手く行くというわけにはならないが。

　ここよりさらに西にあるハイヘルネン王国との国境に砦を築いているとのことだったので、初めは仲間かと思った。だが、ヴィリアがその竜騎士ドラグーンに近づくのを嫌がるどころか、一気に高度を上げたので仲間ではないということがすぐに分かった。

　俺と同じく、見えた竜騎士ドラグーンを仲間だと思った他の皆は、俺の行動を不ふ審しんに思いながらもついてきた。

「なぜ距離をとるのか、お聞きしてもよろしいですか？」

　俺の行動を不審に思ったフォポールが聞いてきた。本来は、現役竜騎士ドラグーンの隊長であるフィーノが聞いてくるべき案件だろうが、なぜかフィーノは少し離れたところを飛んでいる。

「嫌な予感がする。理由はそれだけで十分だ」

「ならば、相手はたったの三騎です！　対してこちらは一〇騎。圧倒的に有利です！」

　戦闘行動に移ろうか、と俺も一瞬だが思った。しかし、長槍を出すのも面倒くさいし、なによりヴィリアが傷ついてしまうのが嫌だ。

　避さけられる戦いを無理に戦い、それで怪け我がをしてしまうのは良くない。

「向こうはこちらに気付いていない。無駄な戦闘は避けるべきだ。俺たちの目的は蛮族の調査であって、他国の竜騎士ドラグーンと戦うことではない」

　そういうと、フォポールは不ふ服ふくそうな顔をすることなく大人しく引き下がった。

「にしても、今日は暗くなるのが早いな……」

　インベート準男爵家を出るのが遅かったので、その後の予定は順次繰り下げとなる。今はお昼過ぎくらいだったが、雲がどんどんと厚くなりつつあるので刻一刻と辺りは暗くなっていた。

「こりゃ、寝床を早めに決めておいた方が良いな……」

　この寒空の下、雨をかぶりながら飛ぶのは自殺行為だ。すぐに死ななくとも、肺はい炎えん経けい由ゆで死ぬ可能性がある。

「ならば、砦へ行くのが良いかと。作っている途中とはいえ、砦まで行けば屋根がある建物もあります」

　独り言のような呟きに、いつの間に隣を飛んでいたのかフィーノが砦へ行くことを提案してきた。近くにあるのだから寝床の候補として出てくるのは不思議ではないが、今ここで出されると何か企たくらんでいるような気がしてならない。

「……どうしましたか？　嫌な予感がしますか？」

　お前のせいで嫌な予感しかしないよ、と大声で言ってやりたかったが、さすがに俺もそこまで馬鹿ではない。すぐに答えることはせずに、あいまいに笑うしかなかった。

　それにしても、フィーノの態度が大きく変わったのがいけすかん。初めに会った時は貴族パワーでボコボコにされることも止やむなし、といった感じだったというのに。

　周まわりに人がいるせいで、ヴィリアと相談できないのが痛いが、ここでうだうだと悩んでいても状況は好転せず、むしろ時間が経たつほど周りからの評価は悪くなるだろう。

「通達！　天候不順を考こう慮りよし、ディスバス副隊長が提案した通り砦へ向かうこととする。ここは国境付近のため、先ほどと同じように敵か味方か分からない竜騎士ドラグーンが飛んでいる可能性がある。警戒を厳げんとし、蛮族調査よりも優先して砦へ向かう！」

　ここまで、地上を歩いているはずの蛮族を探すために、大きく蛇だ行こうするように来た。しかし、砦へ向かうこととなり、方向も分かっているので注意すべきは先ほどの竜騎士ドラグーンだけとなった。




　寒さのために意識が朦もう朧ろうとし始めたのか、候補生から落らく伍ご者が出そうになったので、高度を落とす。

　それでも寒いことには変わりないので、気持ち気温が高くなった程度だ。

「砦まで、あとどれくらいだ!?」

「分かりません！　ハイヘルネン王国との国境は、川に設定されています！　ハイヘルネン王国まで行く道は、今我々が辿たどっている一本だけなので、これを辿れば問題なく着けるはずです！」

　蛇行している時に見たのは、この道一本だけだ。フィーノの言い分も分かるが、雨が降れば酷ひどい有あり様さまになる現状況を鑑かんがみれば、その情報を理由とするには弱い。

　情報があるとはいえ、蛮族は見つけられず、雨に当たって部隊員が死んでしまっては、俺の責任問題になるだろう。そうなれば、国造りどころではなくなる。

　いや、責任はフィーノが負おうかもしれないが、ストライカー侯爵家へは何らかの形で連絡が行くかもしれない。

　何とか砦へ着くまで降ってくれるなよ、と願っていると、先の方に黒い煙けむりが見えた。

「何だありゃ？」

　黒い煙は一本だけではない。大小さまざまで、何本も地面から立ち上っていた。

「おいおい、この地方じゃ黒い煙を焚たいて雨あま乞ごいをする風習でもあるのか？」

「そんなわけないじゃないですか！　明らかに砦から出ている煙じゃないか！」

　俺の皮肉に、フィーノは初め敬語を使っていたが、終わりは苛いら立だちを隠しきれない、といった様子で吠ほえた。

　俺だって目が悪いわけじゃないので、そんなことは分かっている。だが、蛮族を探しに来て戦争に巻き込まれそうになっているのだから、皮肉の一つだって言いたくなる。

　フィーノは砦から煙が出ていると言っていたが、近づいてみると煙は砦の外で出ていた。つまり、砦はジリ貧ひんだが陥落おちていないということになる。

「全員、長槍を組み立てろ！　いつ戦闘になっても良いように準備をしろッ！」

　フィーノの号令で、隊員全てが三分割されている長槍の組み立てに入った。不安定なドラゴンに乗っているというのに、皆器用に組み立てていく。

「おいおいおい！　急に命令し始めたと思ったら、戦争をおっぱじめる気か!?」

「申し訳ありませんが、戦闘時の命令は全て私から出すように、との命令ですので、ご理解ください」

　それが妥だ当とうな判断だ、ということは俺にも理解できる。斥候を倒したとはいえ、俺にはそれ以外に実績がないのだ。

　対して、フィーノたち北域警備部隊は斥候を侵入させてしまったが、それが全てフィーノたちのせいではない。平時はボンボンの補習に付き合うが、戦闘まで命令を聞きたくないだろう。

　そう、そこまでは分かるのだ。

「今すぐ撤てつ退たいすれば良いだろう！　長槍作っている暇があったら、敵の竜騎士ドラグーンに見つかる前に撤退して、このことを軍に伝えれば良いだろう！」

　怒ど鳴なる俺の声は届いているはずなのに、フィーノは長槍を組み立てる手を止めない。

　その間もドラゴンはゆっくりと砦へ向かって飛んでいる。まさか、帝国のために勇ゆう敢かんに散ちることを目的としているんじゃないだろうか？

「あの砦には、竜騎士ドラグーンがいません。今の我々に課せられた新しい任務は、蛮族を調査することではなく、敵の戦力を把は握あくし、その情報を皇都へ持ち帰ることです」

　その言葉に、候補生たちは息を飲んだ。相手の数だけではなく、武器や兵種の割り振りも見るためには、それなりに近くへ行かなければいけない。

　相手も馬鹿ではないのだから、近くに敵国の竜騎士ドラグーンが飛んでいれば、それを迎撃しに来るだろう。そうなれば、完全に戦闘状態だ。

　候補生も道づれにする気か？

「候補生は、全員でストライカー様をお守りしろ」

　敵の竜騎士ドラグーンと戦う準備をしていた候補生たちは、冷や水をぶっかけるようなフィーノの言葉を理解できないでいた。

　狼狽うろたえる候補生たちを尻目に、次にフィーノは俺の方を向いた。

「元々、戦闘をするつもりはありません。長槍を用意したのは万が一のためです。それに、相手が何人来ようと、ドラゴンに乗っている時点で攻撃法は限られています。それさえ分かっていれば対処のしようもあります」

　反対していた俺を安心させるためか、そもそも本当にそうなのか分からないが、フィーノは力強く言い、他の竜騎士ドラグーンも力強く頷いた。

「エヴァン、エコール。ストライカー様を必ずお守りしろ」

「ハイッ！」

　フォポール・エヴァンとアシュリー・エコールの両候補生は、フィーノから命令を受けると力強い返事をした。そして、すぐに俺の隣へ飛んできて挨拶をしてきた。

　挨拶をすますと、フォポールは緊張からか口を強く一文字に結び、アシュリーは飄ひよう々ひようとした様子で何を考えているのか分からなかった。他の候補生は皆、緊張しているのだけが分かる。

　そんな中、敵接近を知らせるラッパの音が、俺たちがいる場所まで届いた。

「ラッパの音!?」

　悲鳴のような声を上げ候補生の一人が跳はねた。空での問答が長すぎたために、敵に見つかってしまったようだ。

「見つかったな。結構早い」

　戦闘に慣れている北域国境警備隊の三人は、こちらが見つかったことに対しても、それほど驚いた様子はなかった。それどころか、敵がこちらを見つける速度を評価した。

　ラッパの音が止やむと、すぐに敵の野営地から竜騎士ドラグーンが飛び上がって来た。

　その数は、全部で八頭。

　敵が俺たちを舐なめていない限り、砦を攻めている敵が持つ全竜騎士ドラグーンがこちらへ向かってきているはずだ。敵にとっては不利な戦いになるが、制空権を取られたくないので戦闘をするしかないんだろう。

「ストライカー様は先に皇都へ戻り、このことを報告してください。ストライカー様が報告すれば、皆急いで動くはずです」

　色々と悪評高い俺が言うよりも、現役竜騎士ドラグーンのフィーノが報告した方が良いんじゃないだろうか。軍側だって、そちらの方が確度の高い情報だと判断するだろう。

　しかし、こういっては申し訳ないが、この中で一番命に価値があるのはロベールだ。俺がここに残る限り候補生も戦いに巻き込むことになる。

　フィーノは、三人でもあの八頭に対応することができると豪ごう語ごしているので、後は任まかせた方が良いだろう。

　これ以上敵竜騎士ドラグーンが接近して逃げられなくなる前に方向転換しようとすると、突然ヴィリアが体を振り、顎あごで砦の方を示してきた。

　顎の先には敵の竜騎士ドラグーンがいるが、それを伝えるためにわざわざ俺を呼ぶほどヴィリアは馬鹿ではない。

　なら、何を指している──？

「──ツッ!?　砦から兵士が出てきているぞ！」

　こちらへ向かってきている敵の竜騎士ドラグーンに注視しすぎて、その向こうにある砦が何をやっているのか全く見ていなかった。

　いつから戦争状態にあるのか知らないが、周りの破壊状況から一週間やそこらではないはずだ。もしかしたら、インベート準男爵家から出発した増援が砦に入ってから、すぐにこのような状態になったのかもしれない。

　どちらにしても、戦力的に打って出るのは辛いだろう。敵の浮足立った姿を見て、最後に一花咲かせてやろうとしているようにも見えるが、それにしては砦の中にまだたくさんの健常な兵士が居るように見えた。

「決死隊か!?」

　フィーノが俺と同じことを考えているならば、早く彼らに伝えなければいけない。

　──我々は、救出部隊でも増援でもなければ、斥候でもない──ということを。

　砦の兵も俺たちを見つけたのだ。初めは敵の増援だと思っただろうが、敵も慌ただしく動いたことで、それが自分たちの仲間──味方であると考えたのだ。

　ならばやることは決まるだろう。砦側自分たちも大きく動いて味方の竜騎士ドラグーンが入って来られる隙すき間まを作るのだ、と。

　彼らも、救援要請のために馬を走らせたのだろう。いつ走らせたのか分からないが、俺たちが蛮族調査に出てくる時は、そのような話はなかった。

　もしかしたら、伝令は途中で捕つかまって殺されてしまったのかもしれない。

　だが、今の砦の人間にとって伝令が殺されたなんて関係ない。味方が──俺たちが来てしまったのだから。

「早く行ってください。地力は同じなんですから、翼竜乗りワイバーンライダーと同じようには行きませんよ！」

　そう言い残し、フィーノは竜騎士ドラグーン二人を連れて敵竜騎士ドラグーンへ向かっていった。

　俺の場合はそうかもしれない。強い、強いヴィリアがいるのだから。

　しかし、あの場所に居た他の三人は違う。それぞれができることを全力で成なし、アバスなんか敵翼竜乗りワイバーンライダーを一騎倒したのだ。

　竜騎士ドラグーン候補生だが実戦経験のない子供が、斥候の翼竜乗りワイバーンライダー相手に必死で戦い撃退したというのに、それをまぐれかのように言うフィーノにブチ切れそうになった。

「おい、落ち着け」

「──ヴィリア？」

　周りに候補生がいるというのに、小声で話しかけてきたヴィリアに驚き、声が出てしまった。

「どうかされましたか、ストライカー様！」

　驚きの声を上げた俺を、心配そうに聞いてくるフォポール。しかし、申し訳ないがヴィリアと話すのには、この距離は困る。

「いや、何でもない！　ヴィリアが飛びにくいと言っているから、もっと間かん隔かくをあけて飛んでくれ！」

「分かりました！」

　フォポールは他の候補生に指示を出すと、落ち着きを取り戻し始めた候補生たちは、ぎこちなくはあるが問題なく俺から距離をあけてくれた。

「どうしたんだ、ヴィリア。他の奴に聞かれでもしたら──」

「ならば、そんな状態で話しかけなければいけないほど心を乱すな」

　ヴィリアの言葉に、声を詰まらせた。

「敵に尻尾を巻いて逃げるのが嫌だ、というのは分かる。だが、弱い奴が戦っても無ぶ様ざまに死体を増やすだけだ」

　尻尾を巻いて逃げることについて、俺は何とも思っていない。怪我をしないですむんだったら、逃げようが戦おうがどちらでもよかった。問題は、こちらが弱かった時だ。その時は、無駄に死体を積み上げることになる。

「理由は聞かないが、ロベールはあの竜騎士ドラグーンのことを不審に思っているのだろう？」

「……そうだ」

「ロベールは全員のことを考えて撤てつ退たいを考えた。しかし、奴は奴なりに他の奴らのことを考えて前に出ることを選んだんだ」

　無駄に発見されたことを除のぞけば、フィーノが正しいのは理解できる。この中で一番経験が浅い俺を逃がすために候補生を護衛に付けて、戦いに慣なれたフィーノたちが敵の足止めをするのは正しい選択だ。

　突然押し付けられた蛮族の調査も相あいまって、フィーノが怪しく見えてしようがなかった。だから、フィーノの一挙手一投足が怪しく見えてしまい、結果として突っかかるようになってしまった。

　自分の馬鹿らしさに、ため息が出る。

「落ち着いたか？　では、自分が今一番成さねばいけないことを考えるんだ」












　ヴィリアは落ち着きを取り戻した俺を見ると、不敵な笑みを浮かべて言った。

　今は◇スクウエア型の飛行形態を取り、護衛対象となる俺を中心にして飛んでいる。

　よくわからないまま始まった今回の任務は、よく分からないままうやむやに終わった。なんとも後味の悪い終わりだ。

　──あの戦闘で、一体何人の砦の兵士が死ぬのだろうか？

　フィーノたちは何とかなると言っていたが、俺たちを砦へ入れるために飛び出してきた、あの兵士たちはほとんど全滅してしまうだろう。いや、半分以上が帰ったのを見て絶望してしまったかもしれない。

　自じ暴ぼう自じ棄きになって総特攻するかもしれない。その前に、あの砦を明け渡すかもしれない。

　明け渡さなくても近日中に陥落おとされることは確実だろう。ほぼ完成している、あの規模の砦を敵に取られてしまっては、帝国にとってかなりの痛手のはずだ。

　砦が襲われている報告をするにしても、陥落おちる可能性がある現状よりは、陥落おとされない状態にしてから戻った方が、俺に対しての評価も良いはずだ。

　見えない戦いに先を見せることで持ち直させればいい。

「なぁ、ヴィリア──」

　ヴィリアの方を向かずに、正面を向いたまま独り言のように話す。風切り音がやや煩うるさいが、ヴィリアには問題なく聞こえているだろう。

「俺一人だけでも砦に入りたいんだけど、死なずに入れるかな？」

　竜騎士ドラグーンと違い経験は浅いが、俺にはヴィリアがいる。

　できれば怪我もしたくない、と言う前に、ヴィリアはバク転の要よう領りようで反転すると、砦へ向けて一気に加速した。

「ちょっ、ヴィリア、早すぎ！」

「あの出てきた阿あ保ほぅ共が死ぬ前に何とかしたいのだろう？　なら我慢しろ！」

　ヴィリアは俺の叫びに対し、楽しそうに言った。口に出さずとも、ヴィリアは俺が何をしたいのか分かっているようだ。

　ありがたい反面、俺への対応がかなり雑ざつになっている気がする。

「ストライカー様！　一体、どうされたんですか!?」

　俺の突然の反転に戸と惑まどい動けない候補生が多い中、フォポールだけはその反転に反応し、ついてきていた。

「砦の兵士と話したら、俺もすぐに皇都へ向かう！　お前らは先に戻ってろ！」

「危険ですから、お止めください！　ここは副隊長に任せて皇都へ行く方が先決です！」

「ヴィリアの方が早い！　問題なく追いつくことができる！」

「遅い、早いの問題では──」

「ゴアァァァァァァァァァァァァア!!!!!!!!!!」

　なおも食い下がろうとするフォポールだったが、次の句が出る前にヴィリアが吠ほえた。

「うわっ!?　どうした!?　なぜ急に止まるんだ!?」

　ヴィリアの咆哮に反応したのか、フォポールのドラゴンは急停止した。突然、言うことを聞かなくなったことに焦りながらも、手た綱づなを使い命令するが、それでもドラゴンは動かなかった。

　それどころか、候補生の意思で動かせなくなった他のドラゴンたちが、フォポールのドラゴンを呼ぶように高い声で鳴いていた。

「凄いな。あれがアバスたちの言っていた、ドラゴンが言うことを聞かなくなった状態か」

　どんどんと小さくなっていくフォポールたちから視線を逸そらし、砦の方へ少しだけ視線を向けた後、八頭のドラゴンとやり合っているフィーノたちを見た。

　さすが豪語していただけあり、迫せまるドラゴンをいなし、吐かれた炎ブレスを華麗に避よけている。しかし、それも長く持たないだろう。いずれは疲労から綻ほころびが発生し、そこから一気に崩壊するのだ。

「さっきのやつで、あそこにいるドラゴンも何とかならないのか？」

「言うことを聞くのは、相手が私のことを仲間だと理解している時だけだ。あれは、ただの命令だ。敵が命令してきたとしても、ロベールは聞かんだろう？」

　何と。あの咆哮は相手を威い圧あつしているだけかと思いきや、結構細かな命令がされているようだ。初めて知ったわ。

「なるほど、確かに聞く耳は持たんな」

　俺の素直な感想が気に入らないのか、ヴィリアは鼻を鳴らした。

「このままの速度で飛び込むからな。ロベール、気を付けろよ」

「おうっ、何とか飛び込むまでに準備をしないとな」

　準備といっても大がかりな何かをするわけではなく、頭と背中を守るようにカバンを背負い直し、その上から毛布を被るだけだ。

　鎧は荷物を少しでも減らすために元から持ってきていない。それに、竜騎士ドラグーンの鎧は前面しか守っていないので、今着ていたとしても意味はないだろう。

　敵味方の両方がほぼ同時に俺を見つけ、敵の竜騎士ドラグーンの内二騎が俺を追ってきた。

　フィーノも俺を守るためか、一度はこちらにドラゴンの頭を向けたが、多勢に無勢、敵竜騎士ドラグーンに進行方向を押さえられてその場に釘くぎ付づけにされている。

「横合いから来てるぞ！」

「分かっている！　お前は矢に当たらんように、伏ふせていろ！」

　準備を終えた俺は、ヴィリアに言われた通り背中に伏せ、彼女と一体化した。

　伏せているので周囲の状況を見ることができず、耳に届くのはヴィリアの羽ばたき音と風を切る音だけだ。ヴィリアのことだから上手くやってくれると思うが、周りの状況が確認できないのは辛つらく恐ろしい。

「北から侵入する！」

「追い風になるだろ!?　速度が落ちるんじゃ！」

　北から侵入すれば敵兵にとって向かい風になる。飛んでくる矢の速度は多少なりとも弱まり、狙ねらいもブレるからという判断だろう。

　しかしその分、空を飛ぶヴィリアにも不利となる。追い風は空を飛ぶものにとって良くない風だ。

「上から入れば速度など落ちん！」

　砦はそれほど広くない。垂直に落ちた後に、速度を殺すような距離はなかったはずだ。ヴィリアが言った通りのことをすれば、上に乗っている俺は飛び降り自殺をするのと同じだ。

「しっかりと捕まっていろ！　下手をすれば怪我ではすまんぞ！」

「クソッ！　死んだら化けて出てやる！」

　毛布をしっかりと被り直し、その中で手綱を腕に巻き付け鞍にしっかりと摑まった。

「それは良かった。そうなれば、これからずっと話すことができるな！」

　砦へ近づくとそこら中から甲高い笛の音が聞こえた。敵オレの接近を仲間にしらせるためか、それともフィーノたちと戦っている竜騎士ドラグーンを呼び寄せるためか。

　毛布の隙間から、何とか外を見る。届かないと分かっているのに、地上にいる敵兵が俺たちに向かって矢を射ってくる。

　中にはバリスタから飛ばしたと思おぼしき短槍が飛んでくるが、それでも距離が足りない。

　下から聞こえる怒号を嘲あざ笑わらうように高度を上げたヴィリアは、反転すると少しだけ羽ばたいた後、一気に滑かつ空くうした。

　ヴィリアと一体化している俺は、自由落下では味わえないほどの重力を体に受ける。飛んでいる時には聞こえていた風切り音が聞こえなくなり、ノイズのような音が周囲を支配している。

　周囲の状況が全く分からないので、後どれくらいで地面に到達するのか分からず、それが非常にストレスとなった。

　それでも──。

　不思議と恐怖心はなかった。

　そんな気持ちが全く起きないのはヴィリアがそばに居るからか、それとも感情が高ぶり過ぎて自分では分からなくなっているからか。

「あと五つで着地する！」

「ッ!?」

　いつ衝撃が来るのか戦々恐々としている俺を気遣ってか、ヴィリアは着陸までの時間を教えてくれた。

　そうはいっても、侵入方法の問題から減速することはない。

　心の中で数を数えると、六になった瞬間、真下へ向かって飛んでいたヴィリアが体を起こした。

「グォッ!?」

　それと同時に少しだけ浮いていた顔が鞍へ叩きつけられ、体が後ろへ引かれた──と思う間もなく激しい衝撃と共に急制動がかかった。

　その衝撃になす術すべもなく、俺は跳ねるように鞍から滑落するが、安全帯が地面まで落下するのを止めてくれた。しかし、その代わりにヴィリアの首元から尾の方まで、キーホルダーみたいに何度も往復するように振り回された。

　安全帯に吊り下げられ逆さまになった格好で、靄もやがかかったような目で辺りを見渡す。

「クアッ、クアッ──」

　安全帯を外そうと手を伸ばすが、被っていた毛布と絡からまっており外すことができない。さらに、自分の体重もかかっているのでそれも外せない原因となっていた。

　動きにくくなっている体を必死で動かし、何とか安全帯を外そうと頑張っていると、金属をぶつけ合いながら走ってくる音が聞こえた。

　砦に詰つめている兵士が、俺の元へ駆けてくる足音だ。

「おいっ！　大丈夫か！」

　兵士は逆さまになっている俺の体を抱き上げると、仲間に命令して引っかかっている毛布を引きちぎった。続いて安全帯の金具を弄るが、外し方が分からなかったのか、金具を滅茶苦茶に引っ張り始めた。それでも取れないと分かったら、今度はベルトを切ろうとしているのかナイフを取り出した。

「まっ、待て待て。そんなことをしなくても外せるから、一度俺を鞍に戻してくれ」

「あぁ、分かった」

　返事をすると、兵士は俺を軽々と持ち上げて鞍へ戻してくれた。

　安全帯を鞍から外すと、ヴィリアの手足を踏み台にして地面に降り立った。着陸の衝撃が凄すぎて頭がまだフワフワしている。

「あんた、大丈夫か？」

「大丈夫だ。ちょっと足に力が入らんだけだ」

　斥候と一緒に落っこちた時よりもダメージが酷ひどいかもしれない。あの時は必死だったのもあるが、今みたいに意識が朦もう朧ろうとしていなかったからな。

「おっ、とっと……」

　自分で思っている以上に、先ほどの強制着陸は体に負ふ担たんをかけていたようで、歩こうとすると足がもつれてしまい、近くに立っている兵士にぶつかってしまった。

「おいおい、本当に大丈夫か？　ってか、伝令に子供を使うなんて……」

　伝令と言う言葉に、やはりか、と口の中でつぶやいた。彼らは、俺たちを伝令だと間違えていたのだ。

「帰っちまった時はどうなるかと冷や冷やしたが、仲間を逃がすために数人の竜騎士ドラグーンが残り、残りは逃げる──と見せかけて単騎突入！　騎士物語に出てくる英雄のような姿に、我々も元気を取り戻すことができました！」

　よほど疲ひ弊へいしていたのか、俺の突入方法をその場に居た全員で囃はやし立たてた。

「外へ出ていた人たちは？」

「それなら、全員──とまではいかないが戻ってる。何人かやられちまったがな」

「そうか」

　周りが敵だらけの中で、打って出るなんて自殺行為だ。しかし、それを行うほど待ち望んでいた伝令なのだ。

「ここの責任者と話がしたい」

「分かった。こっちへ来てくれ」

「あっ、ちょっと待ってくれ」

　歩き始める兵士を一いつ旦たん止め、何とか地に足を着いている感覚が戻りつつある体を必死に動かし、俺をここまで届けてくれたヴィリアの元へ急いだ。

「ヴィリア、大丈夫か？」

「問題ない。私よりも、柔らかいロベールの方が心配だ。酷くフラフラしているが、大丈夫なのか？」

「体が頑丈なのが取とり柄えだ。無茶をさせて悪かった」

「この程度でか？　見くびりすぎだぞ」

　そういって、ヴィリアは静かに笑った。

　俺はヴィリアに抱きかかえられるようにして、小さな声で話しているので周りには聞こえていない。はたから見れば、ドラゴンが竜騎士ドラグーンに甘えているように見えるだろう。

　頑張って突入したドラゴンを労いたわっている、と思っているようで、兵士たちは静かに俺たちを見守っている。

「なるべく早く戻ってくる」

「クワッ」

　ヴィリアは可愛らしく鳴くと、抱き寄せていた手をどけた。

「すまない。では、案内してくれ」

「こちらへどうぞ」

　突入のせいで乱れた着衣を軽く直して、俺は兵士の後ろをついて歩いた。




「第三隊のブレノスです！　先ほどの竜騎士ドラグーン殿をお連つれしました」

「入れ」

「ハッ！」

　バルシュピットのインベート準男爵は、自宅のことを掘ほっ立たて小屋に毛が生えた程度と称しようしていたが、それでもそれなりに良い建物だった。

　本当の掘っ立て小屋に毛が生えたというのは、目の前にある指揮所のことだろう。

　急ごしらえという言葉がしっくりとくる建物を見たのは、最近──竜騎士ドラグーンとして入れ替わってから初めてかもしれない。

　骨組みは大小ばらつきのある丸太で組んでおり、壁に使われている板は厚みも長さもバラバラだ。そこらにある物を寄せ集めて作ったというのが、誰が見ても分かる作りだ。

　地面には丸太をさしていた穴を埋うめた跡あとがあるので、指揮所の壁も柱も砦の補修に使ってしまい、余あまり物や使い物にならなくなった木材を再利用して今の形があるのかもしれない。

　その指揮所という名の掘っ立て小屋の中は、見た目に反はんして広かった。

「このような無様な姿で申し訳ありません」

　指揮所内で俺を出迎えてくれたのは、二〇代半ばの青年兵士だった。ところどころに包帯が巻かれており、まだ傷口が乾かわいていないのか、それとも替えがないのか分からないがところどころ血で汚れていた。

　松まつ葉ば杖づえをついて立ち上がろうとしたが、俺はすぐに止めて座りなおさせた。

「敵に囲まれ、矢が降りしきるなかにもかかわらず来てくださり、ありがとうございます。凄まじい飛び方でこの砦へ来てくれたことは、部下の報告だけでなく自らの耳でもしっかりと聞き取ることができました」

　感謝の言葉と共に椅子を進めてきたのは、この砦で実質的な最高責任者である百人隊長だったエルクース・フランツェという名の兵士だった。

　彼は少し前に昇進したばかりの新星で、一兵卒にしておくには惜おしい腕を持っていたので、今回の砦建設の防衛任務を受けて派兵されたらしい。

　しかし、砦が攻められ始めて少し経った時、流れ矢を受けて死んだ大将の代わりに部隊の指揮をしているそうだ。

「この戦闘はおかしなことが続いています。今この砦を攻めているのは、ハイヘルネン王国のラジュオール子爵です。ラジュオール子爵に初めて攻められた時は、砦内で腹痛者が大量に出ていた時でした。増援が補充されたときも、来る時間までがしっかりと分かっていたかのように、一旦兵を砦の西側へ集め、慌てて駆けてきた増援の側面から攻撃を仕掛け、数を減らすとともに怪我人を大量に砦へ押し込んできました」

　スパイがユスベル帝国に入って情報をリークしているのか、それとも金に釣つられた帝国のお偉いさんが情報を流しているのか。答えを出すには情報が足りなすぎるので何とも言えないが、早々に全面戦争が始まりそうで気が気じゃない。

　キナ臭い国だと思っていたけど、なかなか悪どいシナリオを書いている奴もいたもんだ。

　できれば、俺が準備を終えるまで爆発しないでいてほしい。

「決死隊を募つのり、伝令を七組出したのですが何とか届いたようで良かった」

　絶望的な状況だったのか、エルクースは目尻に涙を浮かべて安あん堵どの息を吐いた。

　程度の差はあれ、言い出し難にくいことは今までの人生で多々あったが、今この時ほどの言い難い話はなかったな。

「皇都からの増援は、いつ頃来るのでしょうか？　すぐそこまで来ているのでしょうか？　この砦を守るためであれば、増援部隊と呼こ応おうし決死の戦いをして見せますよ」

　半分、空元気だろうが、俺をここへ連れて来てくれた兵士を含め、指揮所内に活気が満ちた。

「それでは、まずは人払いをお願いできますか？」

　俺の言葉に、今まで笑顔だった人間の半分くらいの顔が曇くもった。

　なぜですか、とエルクースは聞いてくることはなかった。エルクースも軍に属する者なので、必要なのだからそうするのだ、といった様子で俺をここへ連れてきた兵士以外全員を退出させた。

「彼は私の右腕です。信用できます」

「そうですか」

　チラリとその兵士を見ると、兵士は特に不快に感じた様子もなく、信じてくれと言わんばかりに胸を張った。

「間者スパイの存在を考慮すれば、この処置は当たり前なのですが、どうやらそうではなさそうですね。周囲はそれほど酷ひどいんですか？」

「見たまま囲まれています──というのは、言わなくても分かると思いますが……。酷いというのは我々の存在です」

「竜騎士ドラグーンが……？」

　意を決して、俺は説明を始めた。

　自分たちが、エルクースたちが放った伝令からの報を聞き結成された救援ではなく、蛮族を探して西へ西へとやって来た先で、この砦の状況をたまたま見つけたこと。俺がここへ来たのは、決死隊のような部隊が出てきたため、俺たちを伝令と間違えた可能性があると思い、その訂正にやって来た、ということを話した。

　息を呑のみ、今聞いた悪い知らせを何とか嚙かみ砕くだき、理解する程度時間をかけたあと、エルクースは静かに「そうか」とだけ言った。

「では、我々が放った救援の報を持った伝令は──」

「我々は二日前に皇都を出てここへ来ましたが、その時はそういった話は聞いていませんでした。もちろん、我々と入れ違いになったのかもしれませんが……」

　一番近くにある、この砦の増援も寄っていたバルシュピット領に来ていない時点で、伝令は全滅した可能性が高い。彼らは待っていても絶対に来ない救援を待ち、今まで必死に戦っていたのだ。

　エルクースは黙考しているのか、それとも先がない自分たちに絶望して考えるのを止めてしまったのか。この静かな空間に来てどれくらい時間が経ったのか分からなかったが、外で薪の爆ぜる音が聞こえたことで夜がやって来たことを理解した。

「先ほど分かれた仲間が、皇都へこの砦の現状を知らせに飛んでいます。私も、空が完全に暗くなったら砦の外へ出ていきます。その後は、仲間の後を追って皇都へ向かうつもりです」

「……皇都まで、ドラゴンでどのくらいかかるでしょうか？」

「私の駆るドラゴンは、普通のドラゴンよりも速く飛ぶことができます。さらに、一時の休みもなく飛び続ける予定なので、一日──遅くとも翌々日の昼には皇都へ戻り報告できるはずです」

　ここはユスベル帝国の端はしも端はし。来るのに時間がかかったのだから、いくら空を飛ぶドラゴンであっても皇都まで時間がかかる。

　さらに部隊編成をして戻ってくれば、さらに時間がかかるのは当たり前だった。

「この砦に詰める兵士は、食うものも底を尽つきはじめ希望を失っています。中から崩壊する前に来ていただけるでしょうか？」

「私からは『善処します』としか言いようがありません」

　絶対という言葉は存在しない。それを今一番理解しているのは、この砦に詰める兵士やエルクースだ。

「──が、先ほども言った通り全力で飛び、伝えます。敵の攻撃を掻かい潜くぐり、ここに来た私を信じてください。私は必ず戻ってきます。無責任な言い方になってしまいますが、どうか諦あきらめずに砦を守っていてください」

　俺の言を信じてくれたのか、エルクースは、何とか持ちこたえて見せる、と返した。

　話し合いが終わり外へ出てみると空は暗くなっていた。

　指揮所から少し離れたところには、俺とエルクースの会話が終わったのが聞こえていたのか、ヴィリアが静かに待っていた。その周囲には、救援がいつ来るのか、と期待に満ちた様子の兵士たちが立っている。

　先ほどの話の内容は、一部変更して、俺が発たった後に話すそうだ。

　俺は兵士からの視線を気にすることなくヴィリアにまたがると、空へ飛びあがった。

　砦の外へ飛び出すと、敵発見の笛が一斉に響いたが、周囲の暗さと、俺が明け方に出ていくと敵は踏ふんでいたのか、矢はほとんど飛んでこなかった。

　安全地帯へ来たところで、ヴィリアに皇都へ全力で飛ぶように言った。これから、ヴィリアも辛つらいが上に乗る俺にとっても過か酷こくな、無休憩の飛行が始まる。





　　　　　□






　ロベールが西方へ蛮族の調査に旅立ってから、ミナの仕事量は一気に減へった。元々、怪我で体が動かし難にくかったロベールの身の回りの世話をするために皇都まで来たので、その仕事内容の大部分を占めるロベールがいなくなれば仕事がなくなるのは必然だった。

　いない間は普段の掃除以外に何をしておけばいいのか、とミナはロベールに聞いたのだが、ロベールも特に思いつくことはなかったのか、好きにすればいい、とひどく投げやりなことを言うだけだった。

　突然決まった調査任務なので仕方がないのだが、奴隷である自分が奴隷どころかメイドでもない、一般人のような日々のすごし方をしても良いのか不安になっていた。

　だが、掃除以外に本当にすることがなかったので、ミナは短時間ではあるが学校近くにある訓練場へ通うようになった。

　竜騎士ドラグーン育成学校で知り合ったメイドたちは、ミナの現在の境遇を羨うらやましがった。最低限の仕事をすれば、後は自分の好きなことをしてもいい。しかも、それでいて支払われる給料は変わらない。

　そもそも、支払われないことが当たり前の世界で、だ。




「ミレニウス？」

　今日も初任給で買った木剣を手に持ち、いつも通り訓練場へ向かっていると、懐なつかしい声に呼び止められた。

　そちらを見ると、ミナが奴隷として売られる前に通っていた、騎士学校時代の友人たちが立っていたのだ。当時と違い、着ている服がユスベル帝国の騎馬騎士の制服になっていた。

「一体、今までどこへ？　それに、その姿は……？」

　ミナがあの日からどこへ行ってしまっていたのか心配した、とその姿──服装を見て驚いていた。

　今のミナが着ているのは、普段から着用しているメイド服だった。訓練場では、運動着に使っているボロを着るのだが、竜騎士ドラグーン育成学校の寮にあるロベールの部屋からその運動着のまま外へ出たら、寮長がとても嫌な顔をしたので運動着には訓練場で着替えるようにしたのだ。

「色々とあって、今はストライカー侯爵様のご子息である、ロベール様の下もとで働いているわ」

　その答えに、一同は複雑そうな返事をした。卒業を待たずに、学友が説明もなくいなくなり、その次に見たときは上級貴族の息子のメイドになっていたのだ。

　何かあった、と勘かん繰ぐらないほうがおかしいくらいだ。

「そっ、そうだ。ミレニウスは、今からどこかへ行くのか？」

　友人たちの一人が場の空気を変えようと、ミナの今後の予定を聞いてきた。ミナとしてはそれほど悪い空気にしたつもりはなかったので、何とも申し訳ない気持ちになりながら、これから訓練場へ行くことを説明した。

「メイドなのに訓練をするのか？　それもメイドの仕事？」

「いや、上級貴族の息子のそば仕えになったんだから、身の回りの世話だけじゃなく、護衛もできないといけないんだろう」

「でも、昼間から出歩けるなんて、仕事は良いのか？」

　やはり、メイドが昼間から仕事もせずにほっつき歩いているのはおかしいのだろうか、とミナは思った。なので、主あるじであるロベールが就ついている任務とそれにより暇ひまになり、自分の時間を多くもらえていることを、ミナは友人たちに説明した。

　さすが、上級貴族の息子ともなると責任のある任務に就かされるんだな、と友人たちは感心していたが、ロベールの内心や行く前の悪あく態たいを見聞きしていると、それが余よ計けいな仕事でしかないのは十分に理解できた。

「そうだ、ミレニウス。今から訓練に行くんだったら、騎馬騎士の運動場を借りて訓練をしないか？　その様子だと、馬にもずいぶんと乗っていないだろ？　昔の好よしみだ。ちょっと口利きして、馬に乗れるようにするから一緒に訓練しよう」

　軍属でない人間が軍の馬を使うことはできない。騎馬騎士になった友人たちが一緒であっても、見つかれば色々と言われるだろう。

　しかし、最近は馬と言えば農耕用の馬にしか触ふれていなかったので、軍馬に乗って槍術の訓練をしたいと思っていたミナにとっては、喉のどから手が出るほどの提案だった。

「この中じゃ、ミレニウスが一番強かったからな。でも、今なら勝てるかもしれん」

　友人たちにとってはただの軽かる口くちだったので一斉に笑った。しかし、ミナは笑う気にならなかった。

　座学であればほぼ横並びだったが、戦闘訓練となればミナが頭一つ抜けていた。だが、今は長いこと馬に乗っての訓練をしていなかったので、この友人の言い分は正しかったからだ。

「よし。じゃあ、早速行こう」

　竜騎士ドラグーンと騎馬騎士は、戦争ともなれば協力するが、それ以外はあまり仲が良いとはいえなかった。それは、学生だったミナも理解している。

　自分が騎馬騎士の訓練場を使って訓練をしていれば、竜騎士ドラグーン候補生であるロベールは良い顔をしないだろう。

　しかし、訓練を積んでおかなければ、いざというときに対応できない。直近の出来事といえば、マシューで敵の斥候とロベールが戦った時のことだ。

　敵と対たい峙じすれば戦う覚悟はあったが、長らく馬に乗っていなかったうえに、それが農耕馬、さらに言えば剣や槍の訓練もしていなかったので、負ける可能性が高かった。

　あの時のミナは、すでに戦闘が終わっていたことにホッとしていた。それと同時に、ホッとしてしまった自分が情けなく酷く矮わい小しような人間に思えて自己嫌悪に陥おちいっていた。

　だから、騎馬騎士の友人を相手に訓練をするのは、自分のためでありロべールを守るために必要なことだ、とミナは考えた。

　手に持った木剣を強く握にぎりしめ、久しぶりに会った元クラスメイトとの会話に花を咲かせながら、ミナは訓練場へと向かった。













　竜騎士ドラグーン育成学校に到着したのは、砦とりでを出た翌日の夕方だった。帰還後、そのままの足で蛮ばん族ぞくがいなかったことと、西の端はしにある砦が敵に包囲されていることを学校に報告した。

　途中で抜ぬかしてしまったのか、先に戻らせたフォポールたちは学校へ戻っておらず、そのため報告者は俺しかいなかった。学校側は俺の報告の事実確認を行うと共に、竜騎士ドラグーン本部と騎馬騎士本部へ早馬を出した。

　しかし、竜騎士ドラグーン本部は報告内容の確認のために、俺の所へすぐに人を寄よ越こしてきたのだが、騎馬騎士本部からは何のアクションもなかった。

　帰還当日は、何の進展もないまま終わった。

　翌日も騎馬騎士本部側からアクションがないので、俺が見間違えたか功こう名みよう欲しさに噓うそを報告しているのではないのか、という話が学校内で聞こえ出した。

　報告内容はクラスメイトどころかアムニットたちにも話していなかったのに、一部の生徒はなぜか知っていた。話を流したのが、竜騎士ドラグーン本部なのか騎馬騎士本部なのか分からないが、体制に問題がありすぎだろう。




　学校へ戻ってから三日がすぎた。砦の管かん轄かつは騎馬騎士本部なのだが、その騎馬騎士本部が動こうとしないため竜騎士ドラグーン本部としては手を出すことができず、時間だけが無む為いにすぎていった。

「ロベール様、お代かわりはいかがですか？」

「ありがとう。貰もらうよ」

「はいっ」

　俺の返答に元気よく返事をしたアムニットは、カップへ琥こ珀はく色いろの紅茶を注そそぎ始めた。

　砦に詰める兵士のために何かやりたくても、学校から出た待機命令があるため今も動けないでいる。皇都へ戻って来てから三日が経たったというのに、砦のことは俺の勘かん違ちがいだったといわんばかりに、静かな日常がすぎている。

「私もいただきますわ」

「あっ、私も～」

「僕も……」

「俺も、貰っていいか？」

　俺たちがいつも使っている屋おく内ない喫きつ茶さスペースのテーブルには、アムニットから供きようされる紅茶に舌した鼓つづみを打ついつものメンツの他に、珍めずらしい生徒もいる。

　それは、インベート準じゆん男だん爵しやくの子供であるブロッサム先生と、弟のカナンだ。

　実家まで距離があるためなかなか帰ることが出来ないらしく、インベート準男爵や母親の近況を教えてやると、とても喜んでくれた。

　二人とも、実家付近の砦で起きていることを誰だれかから聞いたのか、戦火がバルシュピットへ及およぶのではないか、と心配していた。

　ブロッサム先生とカナンが増えた代かわりというわけではないが、ここにはメイドのミナがいない。

　俺の体は日常生活を送るうえで、特に問題がない程度には回復している。そのため、ミナに介かい抱ほうしてもらうほどではない。皇都でのミナの仕事と言えば部屋の掃除といった雑務がメインで、後はお茶の世話くらいだが、アムニットがホストとなる時にミナは必要なかった。

　やることがないのに侍はべらせるのも申し訳なかったので、数時間だけだが暇ひまを出すと、ミナは俺が蛮族調査に行っている間に通い始めたという剣術道場へと行った。

　マシューに来た斥せつ候こうの時のような不ふ測そくの事態でも、自身だけでなく俺の身も守れるようにするために訓練をするんだそうだ。実に頼もしい。

　初めは警戒心丸出しだったミナだったが、最近はグッと頼たのもしくなってきた。ヴィリアのように信頼できる、いなくてはならない存在になっていた。

「なぁ、アバスよ。何か新しい話はないのか？」

「すまんが、何もない」

　アバスとは、毎日同じやり取りをしてしまっている。

　未いまだに表立った動きを見せない騎馬騎士本部だったが、騎馬騎士に伝つ手てがあるアバスがいうには、兵を招集するような話は出ているようだった。

　しかし、それだけである。

　どこの部隊を何人規模で送るか、といったところまでは、話が進んでいないようだ。

　竜騎士ドラグーンの場合は、これほど時間はかからない。竜騎士ドラグーンと騎馬騎士は運用方法が違うので簡単に比べることが出来ないが、竜騎士ドラグーンの場合は単独というか少数での行動が多いため、個人の裁さい量りようが大きく割さかれている。

　それに、人数も少ないので騎馬騎士のように誰にどの任務を与あたえ、どのようにキャリアアップさせるか、ということを考えることなく、ほぼ決まった人間が慣なれている任務に就つく、といった形をとっているのも大きい。

　なので竜騎士ドラグーン本部に併へい設せつされている竜騎場には、ドラゴンが等間隔で配置され、その隣には戦闘用具一式が積み込み待ちの状態で置かれている。竜騎士ドラグーンたちは命令があれば一時間以内に飛び立てるように準備がされている。

　騎馬騎士本部の腰の重さはいつものことだが、今回はことがことなので待機している竜騎士ドラグーンからも不満の声が上がっていた。

　まぁ、騎馬騎士本部は騎馬騎士だけでなく歩兵から輜し重ちよう隊まで大量の人間を動かさなければならず、すぐに動きを変えることができないのもあって腰こしが重いのだ。

　それに、竜騎士ドラグーンは騎馬騎士本部が運用している輜重隊がいなければ、戦場で竜騎士ドラグーンやドラゴンの食べるものがないので、文句を言いたくても言えないでいる。

「失礼しますっ！」

　考えごとをしていると、喫茶のドアをノックしながら入ってくる竜騎士ドラグーンがいた。その竜騎士ドラグーンとは、あの戦場で別れた仲間の一人の、アシュリー・エコールだった。

「やはり、すでに戻られていましたか」

　アシュリーは俺の前に立つと敬礼をした。その姿は、空の長旅が堪こたえているのかやや草臥くたびれていた。

「お疲つかれ。遅かったな」

「ストライカー様が早すぎるんです。これでも、大急ぎで帰って来たんですよ」

「なるほど、それは大変だった。他の奴らは？」

「竜騎士ドラグーン三名とエヴァン含む候補生二名が、ストライカー様が砦からいつでてきてもいいように、バルシュピットで待機しています。朝と夕方に、砦の様子を偵てい察さつに行っています」

「先に戻っていろって言ったのに、何やってんだよ……」

「私もそれを具ぐ申しんしたんですけど、あれだけ囲まれている状態で出てこられるわけがない、と」

　残念ながら、あの時に言った俺の言葉をアシュリーと、早く帰りたがっていた一部の候補生以外は誰も信じていなかったようだ。

　日が落ちてから砦を脱だつし、皇都へ戻って来たことを話すと、アシュリーは驚きよう愕がくしていた。

「でも、帰って来てくれたのは良かった。証言者が俺しかいなかったから、砦が敵に攻め込まれているのが、俺の見間違いか功名欲しさに吐ついた噓だと疑われている」

「分かりました。戻って来た者と共に、一度、竜騎士ドラグーン本部へ伝えに行きます」

「頼んだ」

　アシュリーが喫茶を出ていこうとすると、それに入れ違いになるように寮りよう長ちようが慌あわてて入って来た。

「ストライカー様、たった今この手紙を受け取りまして、急いで持ってきました」

　若じやつ干かん息が上がっている寮長から手紙を受け取ると、外装など気にすることなく封を切った。

　中に使われている紙も外装と同じく上質な紙が使われている。こんな上等な紙で送ってくる奴はどこのどいつだ、と思いながら手紙の内容に目を走らせていくと、次し第だいに頭の血管がブチ切れそうになった。

「あのクソ野郎……」

　手紙の送り主は、あの日、酒を飲んだ帰りに一ひと悶もん着ちやくあった騎馬騎士のヴァンデスだった。

　その手紙の内容は、簡単に言ってしまえば「ミナが騎馬騎士に戻りたがっているので奴ど隷れいから解放する。金はとりに来い」と言うものだった。ミナの金額をキチンと調べているようで、あの奴隷商のサインがされたミナの販売額が書かれていた。

「あの……ロベール様……？」

　隣に座っているアムニットが心配そうに聞いてきた。

　それに気が付き顔を上げると、あまり顔の造形がよろしくないことになっていたのか、テーブルについている皆の表情が心配そうな顔つきになっていた。

「心配ない。ちょっと出かけてくる」

　これ以上、印象が悪くならないように笑顔で対応するが、先ほどの言葉と表情から明らかに何かある、と察した皆の表情は複雑だった。

「ロベール、何か手伝えることがあったら、言ってくれ」

　ただならぬ様子に、アバスが声をかけてくれたが、俺はそれを丁てい重ちように断った。

　相手は、本物のロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーの顔を知っている。侯こう爵しやく家けの子供に対してこれほど不ふ遜そんな態度に出ているのだから、ミナの奴隷解放を渋しぶったらそこを突いてくるだろう。

　この世界でも替かえ玉だまという概念があるらしいが、そのどれもが将来的には政せい敵てきにつけ入れられる隙すきとなり、ほぼ例外なく家が傾かたむくか潰つぶれている。

　ここは、大人しく金を貰ってミナをヴァンデスに渡した方がいいのか……？

「あの……、もしかしてミナさんに何かあったのでは……？」

　どう対処すべきか黙考していると、静かに座っていたミシュベルがズバリ突ついてきた。

　問うと、俺が蛮族調査に行ってすぐに、騎馬騎士の訓練場で訓練を始めたそうだ。アバスもそのことを知っていたらしいが、皆は俺が許可を出したものとばかり思っていたそうだ。

　そこで、キナ臭さを感じた。ミナの性格から昔の仲間を頼たよって、このようなことに恩を仇あだで返すような人間には思えなかった。もちろん、ミナの全すべてを知っている訳ではないので、本性はそんな人間なのかもしれないが……。

　いや、あの性格だ。こんなことができるような奴ではない。

「ロベール様は最近落ち着いているから、舐なめられたのかもしれませんねぇ～」

「ちょっ、お姉ちゃん！」

　ブロッサム先生が場の空気を全く読むことなく発した言葉に、弟のカナンが顔を真まっ青さおにしながら姉の口を塞ふさいだ。カナンは俺に対して曖あい昧まいな笑顔を向けていたが、ミシュベルに睨にらまれるとさらに顔を真っ青にした。

「貴女あなた──」

　目つきの変わったミシュベルが何かを言おうとする前に、俺は両りよう膝ひざを叩たたき勢いよく立ち上がる。

「よしっ！　確かにそうだな。何をするにしても、まずは本人に聞いてみないと」

「でっ、ですが、もし──ロベール様の意に沿そわない結果となってしまったら……？」

　マシューでミナと共に料理を作り、同じ釜かまの飯を食った仲となったアムニットは、ミナを心配してか俺に問うてきた。

「その時は、その時だ。互たがいにとって最良の結果になるように努力はする」

　一度は、ことを大きくしないようにヴァンデスの言う通りにしようと思った。だが、ミナは紙や石せつ鹼けんの作り方を知っている。

　ここで資金源となる知識を流出させるわけにはいかないし、流出してしまっては俺の計画がどんどんと崩くずれて行ってしまう。

　いや、もうかなり崩れているが、ここで行動を起こさなければ後は座ざして死を待つだけになるだろう。

　なにより、ミナから直接聞かない限り、あの手紙は信じるに値あたいしない。

　ヴァンデスは、俺が入いれ替かわっていることを突いてくるだろう。ならば、対抗策を講こうじなければいけない。

　危険だが、ストライカー侯爵家に助けを求めるのが一番だろう。

　俺が本物のロベールから入れ替わりを持ち掛けられて、入れ替わっていること。そして、そのことがよりにもよって、騎馬騎士の人間にバレそうになっていることを。

　ストライカー侯爵家は上級貴族であり、国の行く末を決める国議会にも参加できるほどの貴族だ。今の地位を守るためにも、全力で俺のために動いてくれるだろう。

　ならば、出ていく前に急いで手紙を書いて、ストライカー侯爵家まで送らなければいけない。

「俺はでかけるから、竜騎士ドラグーン本部から呼び出しがあったら後で行くと言っておいてくれ」

　俺に続き、アバスをはじめアムニットとミシュベルも立ち上がった。しかしこれ以上、面めん倒どう臭くさくなるのも困るので待たせておくことにした。
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　ヴィリアと出発しようとすると、待機している竜騎士ドラグーンたちは、ついに命令が下ったか、と慌ててドラゴンへ荷物を積み始め飛び立とうとしたために、無む駄だな騒動が起きてしまった。

　お陰で俺が出ていくための理由を説明するのに時間がかかってしまった。その時間を取り戻すためにもヴィリアに跨またがり、指定された場所へ急ぐ。

「全く、騒そう々ぞうしいな……」

　昼寝していたヴィリアは寝起き早々あのような騒ぎが起きたことに、少々イラついていた。

　俺が会いに行く時はいつも起きているイメージだったので、寝起きで機嫌が悪いヴィリアを見るのは初めてだった。

「悪いな。ちょっと前に喧けん嘩かを売って来た騎馬騎士がいてね。そいつが、ミナを金で買おうとしてきたんだ」

「ロベールは貴族でも偉い方なんだろ？　そんな奴に喧嘩を売るとは、そいつも偉いのか？」

「それは分かんないけど、ちょっと弱みを握にぎられていてね」

「弱み？」

「俺は、本物のロベールじゃないんだ」

　黙だまっているつもりだったが、やはり共に戦うヴィリアに対して失礼だと思ったからだ。それに、結果的にもしかしたら今ある生活を捨ててどこかへ逃げなければいけない。

　そうなったら、ヴィリアはどうするだろうか、と考えた結果だった。

　逃げるのは俺だけの理由だし、それにヴィリアが付き合うこともないのだが、新天地へ行くまで背中を貸してほしかった。

　我ながらセコイと思う。

「──そうか」

　少し黙考した後、ヴィリアは静かに答えた。

「それを話して、ロベールは何をして欲しいんだ？」

「今から会いに行く騎馬騎士は、俺が偽にせ者ものだと知っている。今回がどんな結果になろうと、いつか相手は俺が偽者だということを必ずバラすだろう。そうなれば俺はここにいられなくなる。それどころか、貴族を謀たばかったとして死刑にもなる。でも、俺は死にたくない。だから、俺を逃がしてほしい」

　何をしてほしいのか、という問いに対して答えると、ヴィリアは何が面白いのか喉のどの奥で笑い始めた。

「なるほど、替え玉と言うものか。今までずっと黙っていたのは気に食わないが、ずいぶんと面白いことをしているじゃないか」

「黙っていたのは、謝る。ただ、ヴィリアが言うほど面白いもんじゃないぞ」

　貴族に縁えんも所縁ゆかりもない奴隷出身の俺に、貴族がビビッているのは見ていて面白かった。友人ができてからそういったことは思わなくなったが。それに、入れ替わりは自分で思いつき行動したはずなのに、初めの頃は胃に穴が開きそうな感じになっていた。

「失敗したときは、その時だ。私もまだ死ぬつもりはなく、またロベールが何を成なそうとしているのか気になる。いいだろう。もしもの時は、私が全力で助けてやる」

「ありがとう、ヴィリア」

　先ほどまでの不機嫌さが噓のように、ヴィリアは軽やかな声で笑った。




　手紙で指定されたキリッカ第三訓練場というのはすぐに見つけることができた。だだっ広い平原に、騎馬騎士が十数騎集まっているのだから目立ってしょうがない。

　あいさつ代がわりだ、と言わんばかりに、ヴィリアは騎馬騎士たちの眼の前へ強力なダウンウォッシュを起こしながら降り立った。

「貴様！　ドラゴンで目の前に降りるだけではなく、我々に砂すな埃ぼこりをかぶせるとはどういうつもりだ！」

　砂埃が収おさまるとヴァンデスの隣に立っていた騎馬騎士が怒声を上げた。

「すんませんねぇ。こちとらまだまだ候補生なもんで、どうにもドラゴンを扱あつかいきれなくて」

　俺の成績を知っていれば噓だと分かることだが、相手はそこまで調べていなかったのか、俺が慣れていないというと忌いま々いましそうに口に入った砂を唾つばと一緒に吐き出した。

「それで？　俺の奴隷のミナが騎馬騎士の訓練場にお邪じや魔ましているらしいけど、どこにいるんだ？」

　いやらしく笑いながら周囲を見渡して、ミナを探すフリをした。上空からここへ降りてくる間に、ミナがいないことは確認済みだ。

「貴様が知る必要はない。ストライカー侯爵様が何を考えられているのか俺には分からないが、今の私には関係ない。金をやるからとっとと失うせろ」

　ミナを俺の奴隷と言ったことが癪しやくに障さわったのか、ヴァンデスの顔に険けんが増し語気が少々荒くなった。

　さすがに、ロベールのことを知っていても、本物のロベールはすでに死んでおり俺が入れ替わっている、とまでは考えが至いたらなかったようだ。しかも、俺がストライカー侯爵の指示で竜騎士ドラグーンをやっていると思い込んでいるようだった。

　これは重ちよう畳じよう。

「騎馬騎士というのは頭が悪いのか？　それとも、貴様の頭が一等悪いのか？　俺は、ミナはどこだ、と聞いたんだ。もう一度だけ聞いてやる。ミナはどこにいるんだ」

「貴様！　ストライカー侯爵家の身内だからとこちらが大人しくしていれば図ずに乗りおって！　そもそも、ドラゴンに乗り上から見下ろすとは何事か！　降りてこい！」

　またヴァンデスの隣の奴が吠ほえた。ヴァンデスよりも年上だと見えるその騎馬騎士は、俺のことがよほど気に入らないのか、瞳ひとみに殺気が籠こもっている。

「おっと、これは失礼しました。騎馬騎士の皆さまが下馬していなかったために、こちらもそれが礼儀だと思い、ドラゴンから降りることなど微み塵じんも考えませんでした」

「ならば、降りたらどうだ！」

「騎馬騎士の皆さまが下馬していなかったために、こちらもそれが礼儀だと思い──」

「貴様ッ!!」

　馬鹿にしているのに気付いたのか、騎馬騎士は顔が真まっ赤かだ。対してヴァンデスは俺のことを冷ややかな目で見ている。

「とにかく、ミナを呼んで来い。話はそれからだ」

　ヴァンデスはそれに答えることなく、近くにいる騎馬騎士に命じてミナを呼びに行かせた。




　自ら馬を駆かってキリッカ第三訓練場までやって来たミナは、ヴィリアに乗った俺とヴァンデスが対たい峙じしているところを見て、顔を青くした。

「ヴァンデス、これはどういうこと？」

　今回のことは、ミナに知らされていなかったようだ。元クラスメイトが先走っただけということか。

「ストライカー侯爵家の身内が、君に最後の別れを言いたいと来ているんだ」

「最後の別れ!?」

　ミナは驚き俺の方を向いた。

　その表情は、奴隷として買われた当初よりも悲壮感に満みちており、親とはぐれて迷子になってしまった少女のようだった。

「そいつの話では、ミナは騎馬騎士へ戻りたいということになっているらしい。俺としてもその意思を尊そん重ちようしたいのは山々だが、準統治領で様々なものを見られたからな」

「それは脅おどしだ！　金を払ってやるんだ、大人しくミレニウスを解放しろ！」

「いちいち煩うるさい奴だな。そもそも、金を払ってやるだぁ？　お前のお友達は、金で買えるのか？　それで、金で買った後はそこに付け込んでどうするんだ？」

「侮ぶ辱じよくする気か、貴様!!」

　今まで何とか冷静に俺とやり取りをしてきたヴァンデスだったが、この一言には我慢できなかったのか、怒鳴り声を上げながら剣に手をかけた──。

「ゴアァァァァァア!!!!」

　──瞬間に、ヴィリアからも怒声が上がった。

　それまで大人しくしていたドラゴンヴイリアが吠えるとは思っていなかったのか、ヴァンデスの周りにいた馬が屈くつ倒とうし、騎馬騎士数名が落馬した。

　吠えたヴィリアは牙を剝むき出しにしながら、ヴァンデスたちを睨んだ。一いつ触しよく即そく発はつという言葉がよく似合うこの状況に、騎馬騎士たちの頰ほおに嫌な汗が流れた。

　騎馬騎士の方が数は多いが、純粋な力ではドラゴンの方が何倍も勝っている。目の前で暴れられでもしたら、特に落馬をした騎馬騎士たちに逃げ場はなかった。

　俺と騎馬騎士たちの間に嫌な緊張感が流れ始める。

「ロベール様！　お願いします、矛ほこをお収めください！」

　馬が屈倒したために落馬してしまったミナが、俺と騎馬騎士の間に飛び出して来て土下座した。

「何のつもりだ？」

「……彼は、家族に売られた私を不ふ憫びんに思い、クラスメイトの好よしみでこんな行動に出てしまっただけです。どうか、どうかお許しください！」

　ミナがヴァンデスを庇かばうところを見ても面白くはないが、奴がどのような行動をするのか気になりそちらを見た。

　庇われているヴァンデスはミナの行動と言葉に呆あつ気けにとられたが、すぐに正気を取り戻したように言う。

「何をしているんだ、ミレニウス！　そいつは、噓で塗ぬり固かためられた男だぞ！　君がそんなことをする必要はない！」

「お願いだから、もう止やめて！」

「君だって、騎馬騎士になりたいって言っていたじゃないか！　だからこそ、今も訓練場で共に訓練していたんだろう」

「訓練はしたかった！　でも、騎馬騎士になりたいだなんて、もう言ってない！　私の人生なのに、何でみんな勝手に決めるの!?」

　ミナは、子供がヤダヤダをするように頭を振った。奴隷として来た時は、感情を表に出そうとしない硬こう質しつな印象だったが、今は堰せきを切ったように感情を吐と露ろしている。












　ヴァンデスも、ミナの言葉のどこにショックを受けたのか、やや放心状態だった。

「ミナ、分かっているとは思うが、俺は忙しいんだ」

「はい……。罰ばつは受ける覚悟ができています」

「ならいい。早く来い」

　ミナを立ち上がらせ、こちらに歩いてくるように言うと。それと同時に、俺の背後でドラゴンのダウンウォッシュと共に着地する音が聞こえた。

　振り返り音の発生源を見ると、そこには現状を理解できない顔をしたアシュリーがいた。

「何でここへ来た？」

「助すけ太だ刀ちを……と思いまして」

　アバスたちから、俺が騎馬騎士と喧嘩をしにいった、とでも聞いていたのか、美しい容姿に似合わない呆気にとられた笑顔で言った。

「一足遅かったな」

「そのようで」

　聞かれて面倒臭い場面はすでに脱だつしている。あとは、ミナを連れて学校へ戻るだけだ。

　俺のところまでやって来たミナは、今回の件を謝罪した後、失礼します、と静かに言うと慣なれた手つきでヴィリアの背を登り、俺の後ろに座った。

「ヴァンデス。貴方はやらなければならないことがあるんでしょ？　こんなところで立ち止まらずに、それを目指して」

　ミナの静かな激げき励れいに、ヴァンデスは応こたえることはなかった。

「これ以上、こちらに手を出すというのであれば、我々も容よう赦しやしないことを覚えておいてください」

　我々とは言うものの、ストライカー侯爵家がどう動くのか分からない今は心強い味方などいない。要は脅おどしだ。俺のことをバラしたら恐ろしいことになるぞ、という。

　それで止とどまるような男ではないと思うが、他の騎馬騎士には抑止力になると思う。

　ヴァンデスたちには聞こえないように、いい演技をしてくれたヴィリアにお礼を言い、俺はミナを連れて学校へ向かって飛んだ。
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　学校へ戻ってから、ミナを寮にある部屋へ押し込め、謹きん慎しんとした。ミナ本人も当然だと分かっているので、特に何も言うことなく粛しゆく々しゆくと受け入れた。

　ここへ戻ってくる間に聞いたが、騎馬騎士の訓練場に行くようになったのは、元クラスメイトからの誘さそいで、自身と俺を守るために強くなりたかったから、というのは本当のようだ。

　奴隷として買われながら、今までとほとんど変わらない生活をさせてくれる俺に対して、何か恩返しがしたかったようだ。

　それに、強くなりたい、と訓練する俺に対して、騎馬騎士の訓練ができないミナは、どんどんと弱くなっていく自分が嫌だったらしい。

　酒場の帰りに起きたヴァンデスとのやり取りを見ていれば、俺とあいつとどんな関係にあるのか察さつせられると思ったのだが、ミナは昔から察しが悪いと友人らに言われていたそうだ。

　ここまで聞けば、ヴァンデスが一人で盛り上がって先走ったのだと分かる。




「何があったのかは分かりませんが、弱った顔をしていると敵につけ入られる隙になりますよ」

　ミナを部屋に置いてきた後、男子寮の前で待っていたアシュリーは俺を見るなりそう言った。

「弱る？　俺が？　まさか？」

　疲つかれていると思うが、弱っているというのは少し違う。本物のロベールを知るヴァンデスのせいで、やることが多くなって疲れているのだ。

　今回のことで、ヴァンデスが俺を潰つぶすために動くのは確実だろう。

　それに対応するために、ヴァンデスと会いに行く前にストライカー侯爵家──とは言っても、ストライカー侯爵家は皇都からかなり離れた場所にあるので、皇都にある別邸に詰つめている執事に手紙を出しておいた。

　本来であれば、身を守れる程度の伝手を作ってから、ストライカー侯爵と会いたかった。

　しかし、今はそんなことを言っていられない。時間がある内に対策するのだ。

　何の対処法も考えていない、行き当たりばったりな考えしか頭に浮かばないのが問題だ。いや、そもそもこの入れ替わりを始めたのも思いつきだし、今までほとんど思いつきで行動していたことを思い出すと、ふと考えるのが馬鹿らしくなった。

　もしもの時は、ヴィリアに乗って逃げればいい。まぁ、ヴィリアが迎えに来るまで生きていれば、の話だが。

「それなら良いんですけど。……さすがに、身内ドラグーンを背後から打つようなことはしないと思いますが、今から竜騎士ドラグーン本部のお偉方が話を聞くそうなので油断されないほうが良いですよ」

「……あぁ、分かっているさ」

　アシュリーはキリッカ第三訓練場に来たときに、助太刀に来た、と言っていた。しかし実際は、学校へ報告に行ったときに、俺に出頭命令が出ていることを聞いたからだそうだ。

　しかし俺は、騎馬騎士の訓練場へ出かけていたので急いで呼びに来たらしい。

　なぜそのような噓を吐いたのかと問うと、自分の心証を良くするためです、と清すが々すがしいほどにゲスな答えを返してくれた。

　何を考えているのかよく分からないが、ある意味信用に値あたいする奴だと思う。

「頑張ってください」

　アシュリーに見送られながら、俺は竜騎士ドラグーン本部へ向かった。

　本部付きの職員らしき制服を着た男性に案内されて通されたのは、二〇～三〇人くらい収容できそうな中規模の広間だった。部屋の中央には楕だ円えんのテーブルが置いてあり、そこにはすでに竜騎士ドラグーンが十数人座っていた。

「ロベール君。こちらへ座りたまえ」

　俺をここまで先導してくれた職員は、この部屋に入る直前で別れた。どうすればいいのか迷っている俺に声をかけたのは、竜騎士ドラグーン育成学校の校長だった。

　勧すすめられるまま校長の隣の席に着くと、俺が最後だったのか部屋に鍵かぎがかけられた。

「それでは、今回の報告を持ってきてくれた生徒が到着したので、話を始めるとするか」

　出入り口から一番遠い席に座っていた、顎あご髭ひげを大量に蓄たくわえた初老の男性が話し合いの開始を告げた。

　座席位置を考えればあの初老の男性が一番偉えらいのだが、それが誰なのか分からなかった。

　飛行服を着ていないし、騎馬騎士の服でもない。初めて見る服装だったので、この人がアシュリーの言っていた竜騎士ドラグーン本部のお偉いさんなのかもしれない。

「常識的な話だから分かっているとは思うが──」

　隣の席に座る校長は俺に囁ささやくように言う。

「彼が竜騎士ドラグーンの総大将である、カショール・アンクトゥ・ドゥ・レナオンだ。皇帝陛下の近この衛えをやっていたこともあり、陛下からの信頼も厚い」

「なるほど、勉強になります」

　あの初老の男性は竜騎士ドラグーンのトップだったか。

　軍隊についてはこの学校に入ってから学び始めたばかりだし、最近はずっとマシューに入いり浸びたっていたからそこら辺の知識は欠けつ落らくしている。

　学校内ではアホなボンボンで通っていて良かった。お陰で、隣から注ちゆう釈しやくを入れてくれるんだからな。

「それでは、議題について再度説明します。三日前の夜半に、そちらにいる竜騎士ドラグーン育成学校の生徒が、現在国境付近に建設している砦がハイヘルネン王国のラジュオール子爵率ひきいる軍隊に包ほう囲い、攻撃されているという報告を出しました」

　そこから続いたのは、俺が報告した内容と同じだった。再度、という言葉が頭に付いたので、俺が来る前にも説明があったのだろう。

　続いて始まった説明は初耳のものだった。こちらは、今日帰って来たアシュリーたちが報告したものだそうだが、さすが情報を持ち帰ることを最優先したからか、俺が持ってきた情も報のよりも正確なものだった。

　説明を聞き終わり目の前のテーブルに目を落とすと、テーブルの上には簡単に描かれた砦とその周辺の地図があった。

　砦を中心として、北と東には敵が布ふ陣じんしていた平原が広がっており、南には森があり西には広く深い川が流れている。その川の向こうには、砦の北東と同じように平原が広がっている。

　空からはゆっくりと見る暇がなかったので分からなかったが、地図を見て思うのは、なぜ敵に囲まれる前に対応できなかったのか、と思ってしまう砦の立地条件だった。

　その地図の上には、敵兵の代わりにコップが、砦の代わりに深目のボウルのような皿が置かれている。

　説明が終わった後にカショール総大将から、他に何か思い出したことはあるか、と聞かれたが、特に思い出す内容もなかったので首を振るだけにした。

「なるほど、分かった」

　期待していなかったのか、カショール総大将は簡単に頷くだけだった。

「砦に残っている兵力と食料を鑑かんがみて、あとどれくらい持つだろうか？」

「候補生──ロベールが言ったことが正しければ、二週間は持つでしょう」

　答えたのは、俺の斜め左に座っている恰かつ幅ぷくの良い男性竜騎士ドラグーンだった。恰幅が良いと言っても太っているのではなく、筋肉の上に脂肪をまとったレスラー体型というやつだ。

　この竜騎士ドラグーンは砦が二週間持つと言っていたが、あの時のエルクースは食料の残りは一〇日分と言っていた。余裕を見て一〇日分と言ったんだろうけど、実際あの惨さん状じようを目の当たりにすると心配になってくる。

　エルクースは、援軍が来るまで持ちこたえてみせると言っていた。しかし、士気はもったとしても食料がなくなれば待ち受けているのは餓が死しだ。

　底が見え始めた食料を前に、どれだけの兵士が士気を保たもち、冷静でいられるだろうか？

「なるほど。バースはこう言っているが、異ことなる意見のある者はいるか？」

「私が」

　恰幅の良い竜騎士ドラグーン──バースの見解に異を唱える者はいるか、というカショール総大将の問いに手を上げたのは、今度は俺の右側に座っている細身の男性竜騎士ドラグーンだった。

　ギラついた目をした竜騎士ドラグーンは、格好良く見えるがどことなく爬は虫ちゆう類るい系けいの雰ふん囲い気きが出ているので、好このみが分かれるタイプの男だった。

「キース、言ってみろ」

「はい」

　カショール総大将に、キースと呼ばれた竜騎士ドラグーンは背筋を伸ばした。

「砦に詰めているのは、彼ロベールの話ではエルクースとのことです。奴とは、ユーングラントの折おりに、一時的ではありますが共に行動していました。あの行動力と人じん心しん掌しよう握あく能力には目を見張る物があります。奴であれば、三週間と少しは士気を保たせることができると考えます」

「士気で腹が膨ふくれるものか」

　キースの言葉に、先に意見を言ったバースが鼻で笑いながら言った。

「そんな当たり前のことを話して何になる？　私はもっと根本的な話をしているんだ」

　キースはこの批ひ判はんを予想していた、さも面白くない、といった様子で、バースを冷ややかな視線で見た。

「その根本的というのは何なんだ？　竜騎士ドラグーンだけで助けにでも行くつもりか？」

「そんなことをしては、いが栗ぐりのようになって終わりだ。一度は成功したかもしれないが、二度はない」

　俺は絶対に行かんぞ、と表情に出しながら話すバースに対して、キースは冷静に判断した。

　一度、というのは俺のことだろう。アシュリーからの報告を聞いても、あの砦を囲んでいる兵種、兵力は充実している。

　俺が突入できたのはヴィリアという存在と、敵が圧倒的な兵力を有していたので油断していたからだ。

「先も言ったように、砦にはエルクースが詰めている。食料さえなくならなければ、腰の重い騎馬騎士本部が動き出すまで耐たえることができる」

　エルクースのことを信じているのか、キースは食料さえあればまだ踏ふん張ばれる、と言っている。しかし、他の竜騎士ドラグーンたちは疑心的だった。

「キースよ。食料を渡すのは良いが、どう渡す？　荷物を載のせるといっても、ドラゴンに乗せられるのはせいぜい人間二、三人分くらいが限界だ。上がって来た報告によれば敵の対応も早く、いちいち降りていては、空を封ふう鎖さされる危険もある」

　キースとバースの応答を静かに見ていたカショール総大将が口を開いた。

　その至し極ごく真まっ当とうな意見に、この部屋にいるほとんどの竜騎士ドラグーンは小さく頷うなずいた。そもそも、人間二、三人分の重りを付けて飛んだらドラゴンの速度が出ず、敵に狙ねらい撃うちにされてしまう。

「荷物を空から投げ入れれば良い」

「なっ!?　空からだと!?」

　冷静に言うキースとは真逆に、無茶苦茶な話だ、と言いたげな顔で、バースは叫んだ。

　あぁ、そうか。空中投下エアドロツプの存在を忘れていた。元いた世界では普通に行われていた輸送方法だったが、ここにいる人たちの反応を見ればそれほど行われていないようだ。

「そうだ。これなら、降りる手間などいらない」

「ふむ……。空から投げ入れるのは良いが、投げ入れられる物はパンといった柔やわらかい物に限られるのではないのか？」

　想像し難がたく新しい方法だったのが災わざわいして、キースが言った物資の投下方法に対して、皆の反応はよろしくない。だが、そんな中でもカショール総大将は、無理だ、という一言で片づけることなく、その方法で運べるものを考えていた。

　可能性の一つとして考えることができる柔らかい頭は、さすが本部を預あずかる総大将、といったところか。

「どこに投下するかにもよります。前にやった時は、民家に投下しました。酒さか樽だるを八つ投下し、内六つが生き残りました」

　カショール総大将の問いに対し、キースは全く臆おくすることなく、投下したときの様子を語った。

「酒樽が六つか……。その時、その民家の住人はどうしていたんだ？」

「家主はすでに逃げていたので、特に問題はありませんでした。戦時なので、家の損そん壊かいは仕方がないことだと判断します」

「なるほどな」

　魔法使いのような髭ひげを撫なでつつ、カショール総大将は唸うなった。

「しかし、物資を投げ入れるのは砦だ。屋根のある場所は、兵士の寝床になっているだろうし、万が一傷病者のいるところに投げ入れて見ろ。とんでもないことになるぞ」

　カショール総大将が物資の投げ入れに肯定的だったので、先ほどまで言い合っていたバースも無理だとは言わなくなった。その代かわり、投下する危険性を指摘してきた。

　空中投下は悪くない案だが、あの砦に潰しても大丈夫な家屋はないだろう。特に、今バースが言ったように傷病者施設に投下してしまっては、人的損害どころか竜騎士ドラグーンに対する印象がダダ下がりになるだろう。

　しかし、それも全まつたく問題ないと言わんばかりに、キースは再び口を開いた。

「ならば、まずは人がいない所に投げ入れれば良い。前回の物資の投げ入れは、エルクースの部隊に対して行った。奴ならその意図にすぐに気づいて、投げ入れても問題ない場所をすぐに示しめすだろう」

　すんげぇ行き当たりばったりな作戦だが、他に良い案が思いつかないようで、ここにいる全員は「運ぶ物資は何が良いか」「編へん成せいはどうするか」「そもそも、いつ突入するのか」といった具合に話し始めた。

「ロベール君。君は、この作戦をどう思った？」

　完全に蚊か帳やの外と思っていた俺に、隣に座っていた校長がこっそりと俺にだけ聞こえる声で聞いてきた。外野が煩うるさくなっているので、こんなにも小さな声で話さなくてもいいような気がするが、まるで悪戯いたずらをしているような校長の顔に笑ってしまった。

「そうですね。そのまま投げ入れては危険なので、パラシュートとかつければ良いんじゃないでしょうか？」

「パラシュート？」

　聞いたことが無い単語に、校長は眉を寄せて不思議そうな顔をした。

「はい。簡単に言えば、紐ひもが付いた袋ですね。物資を詰めた箱と袋を紐でつなぎます。袋が空気を孕はらみ抵抗となり、落下速度が遅くなります。身近な存在で言えば、ドラゴンの走り降りでしょうか？」

　普通であれば、ドラゴンは羽ばたきながら真っすぐ着地する。走り降りの場合は、翼を大きく広げて減げん速そくしつつ、地面を走りながら──飛行機のように着陸する方法をいう。

　荷物を多く背せ負おっている場合は、ホバリングでの着陸はドラゴンにとって危険だ。そういった場合に、走り降りが使用される。

　パラシュートという存在が分からなくとも、ドラゴンの走り降りと同じといったところ、すぐに理解してくれた。

「カショール様。発言の許可を願いたい」

　校長は手を上げると、周囲の煩い声に負けることない声でカショール総大将に言った。

「あぁ、言ってみてくれ」

　やんややんや、と皆が話し合う外側で、カショール総大将は眉み間けんに皺しわを寄せながら、いい案はないかと考えていた。そんな中で、今まで空気だった竜騎士ドラグーン育成学校の校長が手を挙あげたのだから、カショール総大将だけではなく他の竜騎士ドラグーンも静かになり、期待に満ちた面持ちで校長を見た。

「いや、発言者は私ではない。彼だ」

「んんっ!?」

　完全に気を抜いていたので、間抜けな声が飛び出してしまった。気を抜いていたにもかかわらず、周囲の竜騎士ドラグーンは咳払いをして俺に注意することなく、見つめてくる。

「ストライカー侯爵家の──」

「ロベールです。ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーです」

　家名は知っていても、名前まで覚えていなかったカショール総大将に自己紹介をした。

　悪名高きロベールの名前は、この場にいる竜騎士ドラグーンにも広がっていたらしく、「ストライカー侯爵家の嫡ちやく子しか……」「まさか、あれが？」「想像と違うな」と様々な意見が小さな声で飛とび交かった。

「では、ロベール。何かいい案があるらしいが、どんな案だ？」

「あっ、あぁ、はい」

　余計なことをしやがって、と校長を睨みそうになったが、すんでのところで止やめた。未来へ向けて、強いつながりや伝手、大きな後うしろ盾だてを欲しているのだから、これくらい軽くやって見せなければいけない。

　自分の有用性を見せつけてこそ、俺の未来は広がるのだから。

　ここはむしろ、校長のナイスアシストと思うべきだろう。

「今、皆さんが話し合っているのは、物資を直ちよくで投下すると中身が壊れるから、それを防ぐために家などの建築物の上へ投げ込みたい。だが、どうやって砦の中に居る人と連動しようかっていうことですよね？」

「その通りだ。今のところキースが言ったように、広場に一つ落とし、そしてその意味に気付いたエルクースに指示を貰うというものだ」

　答えたのは、キースと言い合っていたバースだった。校長が再び耳打ちしてくれたが、彼も共に蛮族調査へ行ったフィーノと同じ国境警備隊だそうだ。しかも、隊長。

　ただ、彼はフィーノとは違い山さん岳がく偵てい察さつ隊たいも兼ねているそうで、竜騎士ドラグーンとしての技量はかなり高いそうだ。

　それにしても、初めは無理があるんじゃないか、と言われていた作戦も、他に良い案が出なければ採用されてしまうんだな。そもそも、物資を広場に落としてからエルクースに気付いてもらい指示を仰あおぐのに、どれくらいの時間がかかるか分かったもんじゃない。

　その間、空にいる竜騎士ドラグーンは重い荷物を背負った状態で危険に晒さらされる。

「それでは、指示を仰ぐまでに時間がかかります」

「そんなことは分かっている。だが、傷病者施設に物資を投げ込んでしまってはことだ。それに、硬い地面に投げ込んでは少ない物資が無駄になる。多少危険だが、そうせざるを得えん」

　話を聞いていたのか、という態度を表に出さず、どうしてそのように投げ込むのか、というのをバース隊長は丁てい寧ねいに教えてくれた。

「確かにそうです。そこで、私が提案するのは、パラシュートを付けた箱を投げ入れるというものです」

　校長がパラシュートを知らなかったので、ここにいる全員も知らないと仮定して、校長にした説明と同じことを話した。

　初めて聞く方法に、皆いぶかしげに話を聞いていたが、次第に想像できるようになったのか、俺が提案した方法について具体的な質問が出るようにまでなっていった。

「しかし、物資を入れておく箱はいいとして、布が問題となるな……」

　きちんとしたパラシュートを作るのは難しいが、今回は空気を孕み落下速度を遅くすることのみを目的としたものなので、それほどしっかりとしたものは必要ない。

　無事に落とせるならそれに越こしたことはないが、今回は破れないことより早く大量に作ることが優先された。

「それなら伝手があります。この件、私に任せてはいただけないでしょうか？」

　意見を言うだけではなく、その責任者をやりたい、と言い出した俺に、一同ザワつきだした。

　学生ではあるが、力ある上級貴族の子供なので表立って何か言うことはなかったが、騎士たちの顔は、学生にできるわけがないだろう、といったものだった。

「伝手……というのは、マフェスト商会のことかな？」

　校長が、俺が言う伝手について詳くわしく皆に教えてくれた。アムニットに迷惑がかからないようにボカしたというのに、余よ計けいなことをしてくれる。

　確かに、ボカされるよりもしっかりと名前を言ってもらった方が、他の皆も安心だろうけどさ。

「……そうです。ですが、そこだけではなく最近名前をよく聞くようになったイスカンダル商会とも懇こん意いにしております。他にも布を集めるための労力は惜おしみません」

　任せろ、と言われても俺は学生なので、本当にできるのか、という表情が多い。しかし、一部では父親の爵位から問題なくやれるのでは、という考えも読み取れる。

「よし、分かった。それでは、パラシュートとやらの件はロベールに任せよう」

「ありがとうございます」

　全員が判断に迷っている中、カショール総大将が決断してくれた。

　さらに、手伝いのために人を付けてくれるという。初めは喜んだのだが、もし俺ができなそうなら、すぐに竜騎士ドラグーン本部へお伺うかがいを立てるための判断人だと理解すると、見た目が子供なので仕方がないが、やや苦い気分となった。

「リッツハーグと申します。よろしくお願いします」

　離れたところに座っているので握あく手しゆはなし。手伝いをしてくれるというリッツハーグとは、言葉だけでの簡単な自己紹介と挨あい拶さつだけですませた。

　初めは男性がつけられるとばかり思っていたが、リッツハーグは女性だった。しかし、ベリーショートの赤髪で、左側頭部は撫で付けており、ハリウッド映画に出てきそうな兵士然とした凜り々りしい女性だ。

「戦女神は、行動の速い兵に味方をする。ここで決まったことは、私の方から騎馬騎士本部へと伝える。他に何か意見がある者はおるか？」

　今回決まった話は、救出ではなく物資を投げ込むだけの話なので、騎馬騎士の力を借りることはない。

　しかし、勝手にやっては後で何を言われるか分かったもんじゃない。だが、騎馬騎士本部は動かない。そんな滅茶苦茶な状態だから、総大将自ら乗り込むんだそうだ。

　なかなか心強い話を聞いていると、この会議室の扉をノックする音が聞こえた。

　鍵を開けずにドア越しに竜騎士ドラグーンが対応すると、その竜騎士ドラグーンは速足で校長の元へやって来て耳打ちをした。

　初めは、難しい問題が片付いてリラックスをした表情をしていたが、耳打ちされる内容が悪かったのか、次第に険しい内容に変わっていった。

　そして、校長は俺の方を見た。
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「しかし、ストライカー様は凄すごいですね。そういった知識はどこで手に入れられたのですか？」

「世の中には知識が詰まった本という名の物が存在しています。暇を見つけては、それらばかり読んでいたので自然と知識が頭の中に入っていました」

　まぁ、噓だけどね。実際は、前世で得た知識だ。

　今は、リッツハーグと共にアムニットを呼びに行った帰りだ。しかし、俺の背後には呼びに行ったアムニット以外にも、大名行列のようにいつものメンツにプラスしてアシュリーもいた。

　そんな増えてしまった皆を気にすることなく、リッツハーグはその見た目に似合わない、おだてるようなことを言いながら俺の隣を歩いている。

　ロベールに気を使ってくれるのは嬉しいが、俺の内心は穏おだやかではなかった。なぜなら、先ほどの会議の終わりで校長へ舞い込んできた話が、俺が騎馬騎士のヴァンデスと対峙したことについてだったからだ。

　ヴァンデスが本物のロベールの顔を知っており、俺が入れ替わった偽者だとバレている可能性がある、という内容は伏せた状態でミナとヴァンデスの一連の流れを説明した。

　それと同時に、さすがに手に負おえないと思ったのでストライカー侯爵家へも連絡を入れた、と話すと校長は明らかに安あん堵どした様子になった。

　俺は引き受けたパラシュートの件があるので、後のことは校長がやってくれると言っていた。

　さすがに俺がいない間にストライカー侯爵家の人間に動いてもらうのは恐い。だが、先にやらなければいけないこともある。一体、どう動けば最善なのか分からず胃が痛くなってきた……。

「顔色が良くないですが、大丈夫ですか？」

　心配されてしまうほど顔色が悪かったのか、アムニットが覗のぞき込こむように聞いてきた。

「いや、大丈夫だ」

　アムニットにはあの会議でも言った通り、マフェスト商会を紹介してもらうためについて来てもらった。

　今はアムニットの父親であるマフェスト氏が皇都へ来ているらしく、丁度良かった。

　ミシュベルは、物資を詰め込むための樽と蒸じよう留りゆう酒しゆを分けてもらうためだ。こちらは別に一緒について回らなくても良かったのだが、何やら面白いことをやっているという野次馬的な根性が見え隠かくれしている。

　なぜそれを許しているのかというと、さすがに可か哀わい想そうだったからだ。

　ロベール様のためなら何でも差し上げる所しよ存ぞんですわ、という言葉を真まに受けて、倉庫にあった樽と出来たばかりの蒸留酒のほぼ全てを持っていった。すると、ミシュベルは魂たましいが抜けたような状態になってしまったからだ。

　樽に使う板は弧こを描いており、綺き麗れいに組む技術も必要だ。それに、板がバラけないようにする鉄のリングを、綺麗に作ることができる職人も限られている。そこは新しく作ってもらうよりも横からかっぱらって──借かりてくるのが良いだろう、と考え皇都で個人的に空樽を大量に所有しているミシュベルに頼んだのだ。

　樽の存在も嬉うれしかったが、さらに喜ばしいことは蒸留酒ができていたことだ。

　俺がいない間に、ミシュベルは完全な蒸留装置を完成させるだけではなく、その操作技術も手中に収めてからこっち、ワインはもとよりデンプン発はつ酵こう酒しゆなどをせっせと各地から集めては蒸留し、それを焦がした樽に詰めては地下室に運び保管する生活を送っていたそうだ。

　お陰で、火が付きやすいアルコール度数の高い酒を手に入れることができた。

　予想外の働きを見せてくれるミシュベルに感謝しつつ、マフェスト商会へ向かう。
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　アムニットのお陰で、馬車の幌ほろに使われる布をマフェスト商会から大量に仕入れることができた。

　目に入れても痛くない愛まな娘むすめからの頼みということ以外に、国の一大事ということも手伝い話はとんとん拍びよう子しに進んでいった。

　ただ問題というほどでもないが、マフェスト氏に疑われている感もあった。

　俺が偽物だということには気づいていないと思うが、あの苦虫を何千回も嚙み潰したような鋭するどい眼光は、俺がイスカンダル商会の創設者であると見み破やぶっていたのかもしれない。

　見た目はぽっちゃりとした気の良さそうなおっさんだったけど、商売人は仕事になると殺し屋のようになるのかもしれない。

　しかし、今ある幌用の布だけではまだまだ足たりない。他にも大きい布を仕入れたのだが、幌ほどの大きさのものはなかなかないので、つなぎ合わせることで対応することとなった。

　さらにいえば、これでも足りなかったので竜騎士ドラグーン育成学校のクラスメイトに頼んでベッドシーツを提供してもらった。

　こちらも、国に仕つかえる竜騎士ドラグーンを目指している学校なので、快こころよく協力してくれた。協力を渋ったり拒んだりした生徒は、俺が目の前でメモをとると、なぜか分からないが協力的になった。おかしな話だ。




　行動を初めて三日目。布を確保し、パラシュートを作るために商会に所属している針はり子こだけではなく、個人経営から、果はては手すきの主婦まで動員して作業が始まった。

　昼夜を問わず仕事を進めるために、皇都内にあるいくつかの大きな倉庫を貸し切って、そのなかで作業をしてもらっている。

「それにしても、結構な人数と物が集まりましたね」

　たくさんいる針子だけではなく、倉庫の隅すみに積つみ上あげられた完成したパラシュートと、パラシュートになる前の布の山を見て、イスカンダル商会の商会長代理のグレイスが言った。

「まあな。どれだけ落とすかまだ分からんから、数だけは集めた」

　落とす数については、まだ俺のところまで話が降りてきていない。

　一度聞きに行ったのだが、平時にもかかわらず鎧よろいを着た竜騎士ドラグーンが忙しそうに走り回っていたのだ。おかしな雰囲気を職員に問うてみても、学生には話せない、の一点張りだった。

　竜騎士ドラグーン本部の方で何か問題が起こったのか、と思いアバスに問いただすと、実際は騎馬騎士本部で問題が発生したそうだ。どうやら砦襲撃の件に関して、騎馬騎士本部でスパイ容疑をかけられている人間が何人もいるようだ。

　砦の危機であるにもかかわらず騎馬騎士本部が動かないのは、アバスの話によれば証しよう拠こ隠いん滅めつをしているかららしい。

　なぜそのような話になったかというと、騎馬騎士側の記録では俺たちが蛮族調査へ出発した翌日に、件くだんの砦から伝令が来ていたというのだ。

　それだけなら入れ違いということでなんら問題のない話だが、その伝令の内容というのが〝砦に問題はない〟というものだった。

　俺が出た翌日と言えば、すでに砦は攻められている最中だ。問題がないわけがない。

　さらに、その伝令が誰だったのか、という記録もなければ、伝令が乗って来たであろう馬の世話の記録もなかったそうだ。つまり、架か空くうの伝令を正式な物として騎馬騎士本部へ伝えていた人間がいるのだ。

　犯人が欲の皮の突っ張った役人だったらまだここまで問題にならなかったと思うが、現在疑われている人間が、騎馬騎士本部の重じゆう鎮ちんたちらしいのだ。

　そのせいで、その重鎮たちの派閥に入っている騎馬騎士たちは上へ下への大騒動となり、沈しずみゆく泥どろ船ぶねから何とか脱出している最中のため、騎馬騎士本部はほとんど機能していないらしい。

　そして追い打ちをかけるように、騎馬騎士の青年幹部たちはスパイの炙あぶり出だしというクーデターに近いことを始めた。

　元々おかしな感じがしていた組織だったが、ここまでしっちゃかめっちゃかになるとは誰が想像していただろうか。全てを知り、理解できるとは思っていないが、俺のあずかり知らぬ所で戦争が始まっては非常に困る。

「我々は、我々に課かせられた使命を全まつとうすることだけを考えていればいいので、騎馬騎士の皆様には申し訳ありませんが、気が楽と言えば楽ですね」

　思考が暗い方向に沈みかけ始めたとき、グレイスが飄ひよう々ひようとした様子で話したのを聞いて、少しだけ考えが軽くなった。

　遠くで行われていることに関して、俺は手を出すことはできない。しかし、与えられた──自ら貰もらった仕事があるのだ。俺は、この物資投下の作戦を、まずは成功させなければいけない。

「あと、食料だけではなく武器の搬入も行いました。確認を──」

　そう言って、グレイスは納品書と書かれた羊皮紙を俺に渡してきた。

　手動ポンプの専属販売を主な事業としていたイスカンダル商会だったが、そのポンプで得た金を元手に事業を拡大し、今ではポンプを優先的に卸おろした貴族の口くち利ききによって軍需品も扱い始めた。

　ただし、軍は軍で昔から懇こん意いにしている商会が存在しているので、卸ができるといってもこういった突発的な事態にのみらしい。だから、俺が勝手にイスカンダル商会へ仕事を振ったにもかかわらず、他の商会から特に文句が出なかったのも頷ける。

「ありがとう。大丈夫そうだ」

　本来では箱の中を検あらためて、一つ一つ物があるか調べなければいけないが、せっかく釘くぎ打うちされている箱を開けるのも不用心なので、ここはグレイスを信じることにした。

　次に行われる作業は、屋内訓練場に保管された物資の詰め込み作業だ。

　しかし、この訓練場というのが何とも心こころ許もとなかった。屋内訓練場といっても馬よりも大きなドラゴンを入れて訓練する場所ではなく、雨天時に竜騎士ドラグーンが運動をするためだけに作られた骨組みに布を被かぶせただけの簡単な物なのだ。

　外に借りた倉庫にするか迷ったが、竜騎士ドラグーン本部の管かん轄かつということでこちらに物資を保管することとなった。物資は竜騎士ドラグーン本部の屋内訓練場に置かれ、信頼できる人間に警備をさせる。

　今一番危き惧ぐすることは、スパイによる破壊工作及および毒を含む異物を混入されることだ。そのため、物資の入れ替え作業はイスカンダル商会の人間と、信頼できる貴族から紹介された人間のみを使っている。

　イスカンダル商会の人間が出張ってきている理由は、護ご国こく貢こう献けんとなっている。

　物資の詰め替え作業を終え、フタさえ閉めてしまえば、後は破壊工作のみに注意するだけなので、それからの作業は竜騎士ドラグーンの皆さんに頑張ってもらうしかない。

　本当だったら、そこもイスカンダル商会の人間を使いたいのだが、余りにもサービス精神旺盛すぎると怪しまれるだろう。

「皇帝陛下が病に臥ふせっている時に起きた出来事ですが、ロベール様としてはどのようにお考えなのでしょうか？」

　今までの雰囲気と一転し、グレイスは非常に言い難にくいといった感じで俺に聞いてきた。平民にとって国家元首たる皇帝陛下の病について話すのは、はばかられるのだろうか。

「どう、とは？」

「皇帝陛下は、自国民以外にはかなり苛か烈れつな人物として知られています。周辺国からも恐れられており、先の戦争相手のユーングラント王国も、かなりの痛手を負ったとのことは記憶に新しいです。今回の間者スパイは、皇帝陛下が病気に臥せっている今を狙った攻撃だと思っていました。しかし、ロベール様が砦に関しての情報を持って来てからは、それらの動きがかなり雑になっている気がします」

　一介の商会にすぎないイスカンダル商会にも、独自の情報網がある。そこから、ある程度の話が流れてきているようだ。

　情報処理に係かかわる人間が多いせいか、人の口に戸は立てられない、といった諺ことわざを体現するかのように情報がダダ漏もれのようだ。

「敵が何を考えているかは分からないが、皇帝陛下が病気に臥せっているから、というわけではないと思う。今回はむしろ、敵にとって失敗が重かさなってこのような状態になってしまったんだろう」

　というか、それ以外分からない。分かっているのは、帝国の人間と呼応して秘密裏に西の砦を襲っていたが、それを誰かが見つけるとは思っていなかったということだ。

「それで──」

「ロベールはいるか？」

　グレイスが何かを言いかけたとき、訓練場の入り口から俺を呼ぶ人がいた。

　そこには鎧に身を包んだ、バース隊長が立っていた。

「どうかしましたか？」

「この物資の投下について最終確認をしたいと、騎馬騎士本部の輜重隊責任者から連絡がきた」

「……それって、大丈夫なんですか？」

「相手の方から来てくれている。場所は竜騎士ドラグーン本部の一室で行うのだから、問題ないだろう」

「なら良いのですが……」

　俺もバース隊長が言う通り、竜騎士ドラグーン本部まで来てくれるので問題は起きないと思うのだが、絶ぜつ賛さんクーデター中の騎馬騎士本部から来た人間だから、何があるか分からない。

　恐ろしくてしょうがないが、対応できるのが俺しかいないとのことなので、どちらにせよ出なければいけなかった。





　　　　　□






「お忙しい時にお伺いして、申し訳ありません」

「いえ、作業のほぼ全ては終わらせてあるので、後は出発の号令がかかるのを待つだけです。それに、忙しいと言えばそちらの比ではないかと……」

　何が忙しいとは口には出さなかった。目の前に居る輜重隊責任者も色々と仕事があるのか、目の下にクマを作っている。

　本来であれば、リッツハーグも同席する予定だったが、投下作戦まで時間がなく、色々な部署と歩調を合わせなければいけないので、今はそちらへ回っている。

「確かに。しかし、さすが最速の竜騎士ドラグーンと言われているだけあって、本当に仕事が早い」

　何か恥はずかしい二つ名のようなものが聞こえていぶかしむ俺に、輜重隊責任者は不思議そうな顔をした。

「砦を発たって、騎馬騎士本部こちらへ報告が来るまで一日ほどだと聞きました。普通の竜騎士ドラグーンであれば二、三日かかる道程を一日に縮ちぢめたのですから、それはもうかなり無理をしたのでしょう」

「あぁ、その話ですか。あの砦の惨さん状じようを目の当たりにすれば、私でなくとも悠ゆう長ちようにことを構えられる人はいないでしょう」

　ぶっちゃけた話、目的地をヴィリアに伝えればあとは自動運転だ。ヴィリアに背負わせた荷物を背もたれにすれば、そこはもうネカフェで寝るような心地良さとなる。

　いや、ネカフェは言いすぎか。背中と尻が痛くなるし、今は寒さが辛つらい。

「それで、今回は物資内容について最終確認とのことですが、目録をご覧らんになりますか？」

「はい、ありがとうございます」

　輜重隊責任者に手渡したのは、グレイスが持っていた物資の目録の写しだ。

　手渡された目録を上から下まで素早く目を通すと、彼は頷いた。

「この短期間に、これほどの量をそろえられるとは。さすが、最速の竜騎士ドラグーンですね」

　そのおかしな二つ名は正直、止めて欲しかった。

「それと、今後の行動予定の再確認ですが、明後日の朝に皇都を発ち、途中のテルムット村で休憩をした後、日が沈しずむのを待って、夜間投下のためにテルムット村を出発する、といった計画内容となりますが、問題ありませんか？」

　目録から目を上げた輜重隊責任者は、投下作戦を行う竜騎士ドラグーンの今後の行動を説明した。説明したといっても、すでに決定された計画の再確認なので、特に問題はなかった。

「そうですね。それで間違いありません」

　ポケットから、投下作戦の概がい要ようが書かれた紙を取り出し、今輜重隊責任者が言ったことに相違がないことを確認して答えた。

「分かりました。騎馬騎士本部が大変なことになっていますが、砦の救出部隊は滞りなく出立させるように尽じん力りよくいたしますので、どうか物資の投下作戦を成功させてください」

「もちろんです。砦に詰める兵士だけではなく、国のためにも成功を収めなければいけません」

　学生らしい、夢を見るように意気込みを語ると、輜重隊責任者は眩まぶしい何かを見るように目を細め、そして笑顔になった。

「なんとも頼もしい竜騎士ドラグーン候補生だ。このような生徒が居れば、竜騎士ドラグーン本部は安あん泰たいですね」

　そう言い残し、輜重隊責任者は竜騎士ドラグーン本部を出て行った。

　彼は人が良い無害そうな雰囲気をだしていたが、それが嫌な予感がしてならなかった。

　騎馬騎士本部は問題が起きている最中なので、少しくらい問題が上乗せされても問題ないだろう。
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「よぉ、ロベール。騎馬騎士本部の進しん捗ちよく状況はどうだった？」

　樽への物資の移し替え作業を急がせるために、竜騎士ドラグーン本部から学校の屋内訓練場へ急いでいる俺に声をかけてきたのは、竜騎場で愛竜の体を拭いていたキース隊長だ。

　相変わらずギラついたというか、ギョロッとした目なので、爬虫類系の生き物を思わせる顔つきだ。話してみるととてもいい人なんだけど、その顔つきと普段からの語気の強さのせいで周りから距離を置かれているらしい。

「緊急会議が必要になりました。私はバース隊長たちを呼んできます。キース隊長は、他の投下部隊の隊長を呼んできてもらえませんか？」

「中止になったのか？」

　眉間にシワを寄せて言うキース隊長。本人は難しい顔をしているらしいが、やられる側にしてみれば半ギレで睨まれているようにしか見えない。

「いえ、その逆です。作戦開始は明後日でしたが、明日の早朝に早まりました」

「おいおい、さすがにそれは……」

　少し急きすぎでは、と静かにつぶやいた。彼もまた投下作戦のために奔ほん走そうしており、今はやっとできた時間で何とかドラゴンの世話をしている状態だろう。

　だからこそ、他の皆の進捗状況も分かっている。そんな状態にもかかわらず、明後日から明日に早まっては驚くのも無理はない。

「間者が侵入していることを考慮しての予定繰り上げでしょう。それに伴い、休憩する村も変更となり、投下時間も夜間から早朝へ変更になりました」

「間者か……」

　苦虫をかみつぶしたような顔をしながら、キース隊長は口の中でつぶやいた。

　他の竜騎士ドラグーンたちも口に出さないが、キース隊長も独自の情報網から色々と調べているらしいので、思い当たる節ふしがあるのだろう。

「ならば、急がなければいけないな。俺は、同列の奴らを呼びに行くから、バースや反対側に座っていた奴らを頼めるか？」

「問題ありません。一〇分以内に集めて見せますよ」

「頼もしい限りだ。ではよろしく頼むぞ」

　キースと別れ、俺はバース隊長をはじめ、その周りに座っていた人たちを呼びまわった。




　小一時間もすると会議室には、以前も物資投下の話し合いで集まった時のメンツがそろっていた。突然の呼び出しにもかかわらず、一番遠くにある自宅に居たはずのカショール総大将ですら、すでに席へついていた。

「お忙しい中、突然の呼び出しをしてしまい申し訳ありません」

　頭を下げると、竜騎士ドラグーン一同から、そのような挨拶は必要ない、と本題を急せかされた。

「それでは、騎馬騎士本部から通達された新しい投下予定を説明します」

　騎馬騎士本部に──いや、スパイに予定と違うことを悟さとられる前に行動しなければいけない。
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　日程が変わったために、物資の樽詰めやパラシュートの取り付けは夜通し行われた。

　その間、外部との連絡を遮断するために、訓練場からの出入りは制限された。同じく、物資投下に携たずさわる竜騎士ドラグーンも万が一に備そなえて倉庫で寝泊まりしてもらった。

　お陰で日が昇る前には荷物の積み込みが終わり、合計一〇〇頭ものドラゴンが砦へ向けて飛び立つことができた。

　飛び立った直後、眼下に広がる騎馬騎士本部周辺には、大量のドラゴンに目を丸くする騎馬騎士や歩兵がたくさんいた。

　クーデターが起こってから数日経たっているというのに、未いまだに状況を収められないでいるようだ。




　予定を一日繰り上げて出発したのが功こうを奏そうしたのか、それともただの気にしすぎだったのか、新しい予定地のカムテー村まで無事に到着した。時刻は分からないが、日が傾いているが周囲はまだまだ明るいので予定通りか、少し早いくらいで到着したとみて良いだろう。

　本来行くはずだったテルムット村に比べれば小さな村だが、その分竜騎士ドラグーン以外の余よ所そ者ものが入ってくればすぐに分かる。

　前夜に行われた軍議では、まずは日が落ちるまでにカムテー村へ飛ぶ。そして、翌朝に朝食をとった後に砦へ向けて飛ぶということになっている。

　ここからは無休憩で飛ぶことになり、夜が明ける前に砦へ到着し、同時に物資の投下を開始する。敵がこちらに気付いて対応を始める前に逃げる、といった作戦だ。

　口で言うには簡単だが、荷物を限界まで積んだ状態での長距離飛行は、前線にいる竜騎士ドラグーンであっても過去に訓練としてやったくらいだろう。

　今作戦に参加する竜騎士ドラグーンには、物資の輸送よりも自らの命を守ることを優先し、物資のせいで墜つい落らくする可能性がある場合は迷わず投とう棄きせよ、と厳げん命めいされている。

　物資を失うのは辛つらいが、竜騎士ドラグーンもドラゴンも物資よりお金がかかっており、さらに言うのであれば、砦に詰めている通常の兵士よりも失うには惜おしい存在だからだ。

　それに、ドラゴン一頭につき二〇〇キロ近くの物資が載せられており、一番体格の良いヴィリアに至いたっては倍以上の五〇〇キロもの荷物を取り付けている。少しくらい少なくなったとしても、何とかなるからだ。

「話には聞いていたが、ロベールのドラゴンは凄すごいな」

　カムテー村で乗せている荷物を下ろしたあと、ヴィリアにブラッシングをしていると、感心した声でキース隊長が言ってきた。

「何度も命を救われています。愛すべきドラゴンです」

　そう言いながらヴィリアの顎下を撫なでると、お返しと言わんばかりにヴィリアが甘あま嚙がみをしてきた。

「そうか。仲が良いんだな。だが、体格は良いのは分かるが他のドラゴンの倍以上積んでいるんだろう？　大丈夫なのか？」

「この程度の荷物であれば、ヴィリアは問題なく飛ぶことができます」

　この積載重量は、ヴィリアが自分で申告してきたものだ。自己申告なので、他のドラゴンに比べれば、無理をしていないと言えるだろう。

「なら、いいのだが……」

　そうはいっても、この村を飛び立てば、砦へ物資を投下してから敵がいない安全圏まで一度も降りることがない行程なので、俺を心配するキース隊長の表情は微妙だ。

　他の竜騎士ドラグーンたちの顔も緊張で強こわ張ばっていた。

「明日からはかなりキツイ行程となる。大丈夫か？」

「この村に到着するのは、もう少し時間がかかると思っていました。それに、今からであれば屋おく外がいで休むことを考えても、かなり休息をとれるでしょう」

「馬鹿を言うな。この中で一番体力が少ないのはロベール、お前だ。途中で滑落してもらっては困るから、無理をするなと言っているんだ」

「私の愛竜はとても賢く、体力もあります。これだけの荷物を積んだ状態で、ここから砦へ行って帰ってくるくらい、全く問題はありません。また、私は安全帯を付けているので、最悪滑落することはありません」

　そう言い、腰に付いている安全帯をキース隊長に見せると、あからさまに眉を寄せた。

　やはり、熟練の竜騎士ドラグーンには、安全帯はお気に召めさないようだ。

「将来的には、そのような小物に頼らずともドラゴンに乗れるようにしなければいけないぞ」

「はい、善ぜん処しよします」

　善処どころか改めるつもりはなく、さらに安全帯を広めようとしているので、これは口ばかりになってしまう。

　だが、俺の迷うことない返事が良かったからか、キース隊長は満足そうに頷いた。

「今日は早く寝たほうが良い。小さいが、村長に頼んで部屋を貸してもらえることになったから、ロベールはそちらで寝ろ」

「分かりました。ありがとうございます」

　外でもヴィリアが居れば暖かいので問題ないが、屋根がある部屋で寝かせてくれるというのであれば、その好意をありがたく受け取ろう。

　明日は早い出発ではないとはいえ、準備をしていれば時間などすぐになくなる。寝坊しないように気を付けなければいけない。





　　　　　□






「──い、お────ル」

　マフラーで顔を覆い、裏起毛の帽子を被っていても煩うるさいほど聞こえる風切り音の中で、俺の名を呼ぶ声が聞こえた。そして、次第に薄ぼんやりとではあるが意識が覚かく醒せいを始めた。

「おい。起きろ、ロベール」

「ふぐっ？」

　今まで暖かいベッドで寝ていたはずなのに、目を開けると真っ暗な空を飛んでいる映像が飛び込んできたので、驚いてしまった。どうやら夢を見ていたようだ。

「もうすぐ砦だ。周りの奴らも慌ただしくなり始めたぞ」

「そうか。ありがとう」

　後ろに積んだ荷物を背もたれにして寝ていたので、肩と尻が凝こってしまった。それにしても、竜騎士ドラグーン本部から支給された高級防寒服が、思いのほか高性能で暖かかったので眠りが深くなってしまっていたようだ。

「寝ていた俺が言うのもなんだけど、ヴィリアは大丈夫か？」

　周りの竜騎士ドラグーンの動向に目を配らせながら、ヴィリアの首筋を撫でながら話しかけると、ヴィリアはくすぐったそうに鼻を鳴らした。

「ふん。私は人間と違って三週間くらい寝ずにすごせるし、一週間と少しは何も食わなくても大丈夫だ。荷物が増えた状態で長距離を飛ぶなど、私にとって造ぞう作さもないことだ」

　ヴィリアってそんなに高性能だったのか。腹が減へったらそこら辺の草も食っているから、俺の中では食い意地が張はったドラゴンだったよ。

「それより、お仲間が九人ほどはぐれたぞ」

「マジか……」

「大マジだ」

　辺りを見渡すが、月明かりがあると言っても夜明け前の一番暗い時間帯だ。人間の視力では遠くまで見ることはできないし、たとえ見れたとしても人数を数えることはかなり大変だろう。

「やっぱり無理があったかな……」

　敵に見つからないように高度は高く──余裕をもって二〇〇〇メートルくらいを飛んでいる。気温は零れい下かになるかならないかくらいなので、皆かなり辛いはずだ。

　俺の場合はヴィリアの体温が高いので暖かいが、他のドラゴンはヴィリアのように体温は高くない。そんな状態で脱落者が九人ということは、数としてはかなり優秀なのかもしれない。

　これで、残りは九一頭だ。

「その半分以上が降下ではなくおかしな方向へ飛んで行っただけだから、上に乗っている奴が寝たか仲間を見失って迷子になったかだろうな」

　体力の消しよう耗もうが激しい環境だから仕方がないが、何たる失しつ態たいか。

　俺も寝ていたのだから人のことは言えないが、ヴィリアがいてくれて本当に助かる。

　寝ていた頭を回転させるためにヴィリアと話していると、遠く前方から明るい光の点滅が見えた。

「降下の合図だ。作戦が始まるぞ」

「あぁ、分かった」

　緊張する俺と対照的に、ヴィリアは軽く返事をした。

「再度確認するが、敵竜騎士ドラグーンが上昇あがって来たとしても、物資の投下を最優先する。敵竜騎士ドラグーンへの対応は、攻撃目標破壊後とする。いいな？」

「安心しろ。お前のやりやすいように動いてやるよ」

「頼んだ」

　自分の降下するタイミングを待っていると、目の前を飛んでいた竜騎士ドラグーンが降下を始めた。ヴィリアもそれに合わせるように降下を始める。

　地面に近づいてくると目標の砦が見えてきた。物資不足のためか、二〇〇〇メートル上空からでは分からないほど小さな、心許ない篝かがり火びが点々と焚たかれていた。もう本当にギリギリだったのだろう。

　そんな砦へ、希望が詰まった物資の投下が開始される。

　ゆっくりと降下していたヴィリアだが、砦へ一定の距離まで迫ると体を少し傾け、一気に加速した。

　ほんの少しの浮遊感を受け、腹の中がゾワリとする感覚に襲われる。

　体から出る水分で曇くもってしまったゴーグルをずらすと、今まで濁にごっていた視界が一気にクリアになり、地上の篝火が勢いよく迫ってくるのが見えた。

「先頭が投下を始めた！　ロープを切り離す準備をしろ！」

「おうよ！」

　眼下には、先頭が切り離した物資のパラシュートが開いていた。夜明け前の深い闇やみの中で、白い大輪の花がたくさん咲いているようで綺麗だった。

　そして、風切り音が煩いにもかかわらず、物資が地面に着地する鈍にぶい音おとが耳に届き始めた。重く硬い物を叩きつけるような音だ。

　大きめに作ったはずのパラシュートだったが、投下の加速と物資の重さを殺すには大きさが足りなかったようだ。

　砦──というより、空の異常に気付いた敵陣から、甲高い笛の音が聞こえ始めた。

「敵が気付いて動き始めたな。物資を投下した先頭集団はすでに撤てつ退たいを始めたようだ」

　遠くを見渡せない俺の代わりに、周囲の状況をヴィリアが教えてくれる。

　ユスベル帝国の竜騎士ドラグーン基準でいえば、装備を整えた待機状態で空に上がるまでの時間は約三〇秒。装備を整えてからでも、三分強といったところだ。

「敵が上がってくる様子は!?」

「ない！　今は何人かでドラゴンを起こして回っているような状況だ。ドラゴンの近くに竜騎士ドラグーンらしき存在は見当たらない！」

　油断するつもりはないが、このままいけば敵竜騎士ドラグーンが上がってくるまで三分はかかるだろう。

　これが、不意を突いたというのであれば良いが、俺たちが明日の夜中に来るのを見越して、夜や警けいをしている竜騎士ドラグーンが少ないんだったら笑えない。

「ロープを切れ！」

「おぉ!!」

　固く編あまれたロープをナイフで傷つけると、物資の重さも相あいまってロープは見る見るうちに解ほぐれながら千ち切ぎれて行った。

　どんどんと物資は投下され、眼下に白いパラシュートの花が咲いていく。俺たちが落とした物資のパラシュートは綺麗に開いたが、中にはパラシュートが開き切らずに、減速することなく地面へ衝突して爆砕している物がいくつも見られた。

　パラシュートについては、まだまだ検討の余よ地ちがあるようだ。

「全部落としたな？　では、上昇あがるぞ！」

「なるべく体を揺らさないように頼む！」

「多少は我慢しろ！」

　物資の投下ポイントとなっていた、砦の南北をつなぐ大通りは酷ひどい有様だ。片づけのことを思うと申し訳ないくらい滅茶苦茶になっているが、空へ上がり始めた俺たちにはどうすることもできない。

　しかし、俺たちが落とす物資の数々は、砦に詰めているギリギリの状態の兵士たちを勇気づけるには十分なようだ。兵士たちは俺たちに向かって、飛び上がらん勢いで手を振っていた。

　一人ひとりが乱雑に叫んでいたが、それが次第に唱しよう和わとなり、地鳴りのような雄おたけびとなってゆく。目に見えて士気が回復した瞬間だった。

　だが、俺は雄たけびの唱和を気にすることなく、背もたれにしているバッグから取り出した物に集中した。

　バッグから取り出したのは、灰がこぼれないように通気性のよい布で封ふうをされた壺つぼだ。それと共に、ヴィリアの左右に取り付けられた箱のフタを開けて、賽さいの目めに区切られた箱に収められた中身に問題ないか確認する。

　壺の中にはカムテー村で火を点つけておいた上質な炭すみが火種として入っている。賽の目に区切られた箱の中には、内容量五〇〇ミリリットルくらいの、厚みのない陶器製の花瓶のような物が入っており、その口は布が詰められている。

　全ての花瓶の口に詰められた布を少しだけ引っ張り出して、垂たらした。

「よしヴィリア。準備ができたから、敵陣の真上へ行ってくれ」

「怪け我がをするなよ！」

「当たり前だ！」

　他の竜騎士ドラグーンと同じようなルートで飛んでいたヴィリアだが、俺の準備が整うと共に群むれから離れ、戦闘準備が整いつつある敵陣へと向かった。

　ヴィリアの体が水平に戻ると、壺から灰に埋うめておいた炭を掘ほり出だした。炭は、それまで弱々しい赤色だったが、酸素を大量に消費できるようになると、目に痛いほど煌こう々こうと輝き始める。

「点てん火か式しき～！」

　風に布が揺らされないようフタを防ぼう風ふう板ばんにして、花瓶から垂らした布に燃えている炭を近づけ、着火させる。

　花瓶の中身は、蒸留酒を共沸して取り出した高濃度のアルコールだ。出所は言わずもがな。この世界で唯一蒸留酒を作っている小さな個人酒蔵からだ。

　長いこと寒い空を飛んでいたので、布に含まれたアルコールが冷えており、火が付きにくくなっていた。それでも、布を火に触れさせていると、水分の蒸発音が数回なり、火が点いた。

　この花瓶の正体は、火か炎えん瓶びんだ。油ではなくアルコールを選んだのは、冷えていても燃えやすく、火柱が上がりやすいので見た目を重視した結果だ。

「おいっ！　何をやっているんだ！」

　火を点けた火炎瓶を落とす準備を整えたところで、近づいてきた竜騎士ドラグーンに怒鳴られた。

　皆の疲労はピークに達しており、自分の仕事で一杯いっぱいのはずなのに、他人に目配りができるなんてどれだけ体力があるのか、と思った。だが、怒鳴ってきた竜騎士ドラグーンを見て合が点てんがいった。

　俺が砦に居続けていると思い、バルシュピット領に留とどまり続けていたフィーノだったのだ。

「荷物を投げ込んだら、撤退する手はずじゃないのか!?　何をしているんだ！」

　この作戦以外に割ける竜騎士ドラグーンはいなかったため、フィーノへ作戦のことは伝えていない。

　たまたまなのか、それとも毎日監視をしていたのか、フィーノは俺たちが突入をするのを見て、危険なこの場まで飛んできたのだろう。そして、他の竜騎士ドラグーンの動きから作戦の概がい要ようを察したが、俺だけ違う動きをしていたのでそのことについて問いにきたのだろう。

　物資を投下した後は一いち目もく散さんに逃げるという明確な目的があったので、俺一人くらい群れから離れてもバレ難いと思っていたのだが、当てが外れてしまった。

　手に持った火炎瓶にはすでに火が点いており、さらには敵陣の真上に来てしまっているのだ。ここで引き返すことなどできない。

「特務として、命令を受けました！」

「何だと!?　何をする気だ！」

　これ以上、フィーノと話している暇はない。旋回してもう一度仕切り直したかったが、敵の竜騎士ドラグーンが数頭ではあるが空に上がり始めているので、それは諦あきらめなければいけなかった。

　この世界の騎士の気質を鑑かんがみれば見られたくなかったが、見られたら見られたで回避するための話も出来上がっている。

「これは、特務である！」

　フィーノにも聞こえるように、自分に言い聞かせるフリをしながら大声で叫んだ。

　一つ目の火を点けた火炎瓶を投下すると、次々と同じように火を点けては投げていく行為を繰り返した。なるべく、天幕や物資を積んでいるだろう荷車へ向けて。

　初めは選びながら投げていたが、敵陣の切れ目が見え始めると、残りは無差別に投げていった。

　敵陣で割れた火炎瓶は、俺の予想通り火柱を挙げて辺りを赤く包んだ。その炎あかに包まれた敵兵は、火柱に狼狽うろたえながらも消火のために右往左往し始めた。

　全て投げ終えると、そのことをヴィリアに告げ、空高く上昇あがってもらった。

　三〇本入りのケースをヴィリアの左右に取り付けているので、計六〇本もの火炎瓶を敵陣へ投げ込んだことになる。

　フィーノも俺の後ろ──燃え盛る敵陣に気を取られているが、問題なくついてきいていた。

　あれほど暗かった地面が、一部ではあるが明けの空に照らされるよりも早く明るくなっている。

「ロベール！　テメェ、なにしとんじゃ!!」

　下の惨さん状じように放心していたフィーノだったが、ようやく正気に戻ったのか、少し離れているにもかかわらず耳元で叫ばれているような声量で怒鳴ってきた。

　ずいぶん切れているようで、言葉に普段は聞かないような訛なまりが出ていた。

「これは、特務です！　それ以上の何物でもありません！」

「何が特務じゃ、クソボケ！　これが竜騎士ドラグーンのやることか！　恥はじを知れ!!」

　俺がやったことがよほど気に入らないのか、怒ど髪はつ天てんを突くといった形ぎよう相そうで怒鳴り散らしている。侯爵家の息子に対しての言葉遣いもできなくなっているようだ。

「喋しやべっている暇があるんだったら、早く飛んでください！　貴方が先に行かないと、俺が逃げられません！」

　後ろには、自陣の惨状にブチ切れた四人の敵竜騎士ドラグーンが、俺とフィーノに向かってどんどんと差を詰めてきている。──いや、差を詰めているどころか、凄まじい勢いで迫って来ていた。

　ヴィリアはまだ体力があり、フィーノのドラゴンはこの作戦に参加していないので体力的に問題ない。しかし、俺たちが飛ぶ先には、体力の限界が来ている竜騎士ドラグーンとドラゴンが見えている。

　敵の竜騎士ドラグーンに対応し、殿しんがりを務つとめることができるのは俺たちだけなのだ。

「先に行け！」

　ヴィリアの左右に付けている、火炎瓶を入れていた箱を投とう棄きした。身軽さを取り戻したヴィリアは、俺が手綱を引くのに合わせて空中で背面一回転をきめ、背後から迫って来ていた敵竜騎士ドラグーンの頭上へ肉薄した。

「ッ!?」

　敵の竜騎士ドラグーンからしてみれば、突然視界から消えた巨大なドラゴンが、次の瞬間には自分の頭上にいたのだ。驚くのも無理はない。

「────!!!!」

　声は聞こえないが、何を叫んでいるかは容よう易いに想像できた。

　敵竜騎士ドラグーンが長槍を俺たちに向けるが、それよりも早くヴィリアが敵のドラゴンの頭を踏み潰した。

　敵のドラゴンは脳のう震しん盪とうを起こしたのか、羽ばたきを止めピクリとも動くことなく墜つい落らくしていった。ドラゴンが木の葉の如ごとく暗い地面にすいこまれていくさまは、恐ろしすぎて言葉が出なかった。

　その落下した仲間を救出しようと、三番目についていた竜騎士ドラグーンが離脱し、残るは二番目と四番目についていた竜騎士ドラグーンだけとなった。

「あと二頭か!?」

　俺の目で見えるのは、背後に迫ってきている二頭だけだった。周囲は明るくなり始めているとはいえ、まだまだ暗いので自分の目を信じることはできなかった。

「手近にいるのはあれだけだ！」

「なら、とっとと落として帰ろうぜ！」

「分かっている！　お土産みやげも付けてな！」

　頼もしいヴィリアの言葉に、顔がにやけるのがわかった。

　こうして、竜騎士ドラグーン対竜騎士ドラグーンの戦いが再び始まった。













　結局、俺とヴィリアは一二騎の竜騎士ドラグーンと戦闘し、四騎を墜つい落らくさせ、六騎に怪け我がをさせて撤てつ退たいに追いやり、二騎──というか、二頭を連れて帰ってくるという大だい戦せん果かを収おさめた。

　共に飛んでいたフィーノも、一騎落とし、二騎を撤退させていた。

　敵という目先の脅きよう威いは去さったが、これから問題になってくるのは、フィーノに火か炎えん瓶びんによる敵陣への攻撃を見られてしまったことだ。




「テメェ！　自分が何したのか分かっとんのかぁ!!」

「ぐっ……!?」

　カムテー村に降り立った瞬間に、すぐに駆かけ寄よってきたフィーノに胸むな倉ぐらを摑つかまれた。

　身長差があり、さらに俺自身の体重が軽いので、胸倉を摑みあげられるとギリギリ地面につま先が付つく状態になってしまっている。さらに、襟えりが首に食い込み声が出なければ息もできなくなっていた。

「だんまりか、クソボケェ!!」

　首を絞しめられ声が出せないのを黙もく秘ひだと勘かん違ちがいしたフィーノは、顔を真まっ赤かにしながら怒鳴り散ちらした。

　怒りでわけが分からなくなっているフィーノを何とか落ち着かせようと、酸さん素そが足りない頭で考えた。しかし、その冷静な顔が気に食わなかったのか、フィーノは歯を鳴らして腕を振り上げた。

「ぐはっ!?」

　しかし、その腕が俺の顔面に振り下ろされることはなかった。

　それまで黙だまって見ていたヴィリアが、フィーノを摑みあげたのだ。

　唸うなり声を上げ、牙きばをむき出しにしながら、ゆっくりといたぶるように握あく力りよくを強めてゆく。

　身動きが取れず声どころか息もできないのか、フィーノは酸さん欠けつで顔を赤くさせ始め、苦しそうに口角から泡を吹き始めた。

「ヴィリア、止やめてくれ。大丈夫だから」

「────」

　フィーノを摑むのを止めてくれと言ったにもかかわらず、ヴィリアは止めるどころか、さらに握力を強めていった。

「頼むから離してくれ。お前と離れたくはないんだ」

　懇こん願がんすると、目だけで俺を見たヴィリアは舌打ちをすると、フィーノを投げ捨てた。

　そのまま地面に転がるように座ったフィーノは、咽むせながら新鮮な空気をかき集めるように呼吸した。

「あぁ、それでいいぞ、ロベールのドラゴン」

　ヴィリアに負けず劣おとらず低い声を出しながら、覚おぼ束つかない足を必死で動かし、竜騎場となっている所からこちらへ近づいてきたのは、リッツハーグだった。

　彼女は鞘さやに納められたままの剣を振り上げると、そのままフィーノの顔面に叩たたきつけた。

「がぁぁぁぁぁぁあ!!!!」

　顔面を強打されたフィーノは、悲痛な叫びを上げながら手で顔を覆おおい、地面を転がった。

「うぐっ──ぁっ!?」

　跪ひざまずき、顔を覆うフィーノの指の隙すき間まから、濁にごった色の血が大量に流れ始めた。

　鞘に収まっているとはいえ、金属の塊で顔面を殴なぐったのだから鼻が折れたのかもしれない。

「何をしたのか分かっているのか、は、お前の方だフィーノ！　何、理由も聞かずに殴ろうとしてんだ！」

　リッツハーグは軍用靴のつま先で、顔面の激痛に耐たえているフィーノの腹を蹴けり上あげた。

「お前が学生の頃に犯した間違いを、先生は理由を聞かずに殴り飛ばしたことがあったか！　カショール大将も、理由を聞かずに怒鳴ったことがあったか！　お前は、そんなに偉いのか！」

　サンドバッグを蹴り上げるような鈍にぶい音を出しながら、リッツハーグはフィーノを蹴り上げた。蹴り上げられるたびにフィーノの体が浮くので、かなり強く蹴られているのが分かる。

　寝不足と疲労からか、普段よりも性格がかなり苛か烈れつになっている。そろそろ、本格的に動かなくなっているフィーノが心配だ。

　フィーノが動かなくなったからか、肩で息をしながら蹴るのを止めたリッツハーグがこちらに向き直った。

「あの馬鹿が申し訳ありませんでした。殺してやりたいかもしれませんが、あんなのでも竜騎士ドラグーンとしては非常に優秀です。国境警備になくてはならない存在なので、これで許してはいただけないでしょうか？　もしお望みであれば、この怪我が治り次第、再度同じように殴り飛ばしておきますので」

　加減──と言っても良いのか、どれだけ殴れば人が死ぬのか理解しているのか、リッツハーグは動かないフィーノを全く気にすることなく、俺に頭を下げてきた。

「あっ、ありがとうございます……。ですが、フィーノ氏の言い分も分かるので、そこまでする気はありません」

　俺にフィーノを殺すような意思はなく、今後も何もする気はないと聞くと、リッツハーグはホッと安あん堵どの息を吐いた。

「何があったのかお聞きしても？」

　フィーノに自ら制せい裁さいを与えることで、俺からフィーノに制裁を加えない言げん質ちを取ったことで安心したからか、リッツハーグはいつもの口調に戻っていた。

　ここまでしたリッツハーグの言い分としては、幼おさな馴な染じみのフィーノはムカついたからといって安あん易いに人を殴るような性格ではないかららしい。だからこそ、俺の何がフィーノをここまで激怒させたのかが気になったようだ。

　だがそれ以上に、理由を聞かずに俺を殴ろうとしたフィーノが許せなくて、これほどの私刑リンチをやったそうだ。

　ちょっと過激すぎやしないか？

「物資投下後、敵宿営地に火炎瓶を投げ入れました」

「……火炎瓶とは、油を入れた壺つぼに火を点つけた布を入れて投げ込むあれですか？」

「はい。今回の物は、油ではなく酒精アルコールですが……。それを敵の宿営地に投げ込みました」

　瞬間、ほんの少しだけリッツハーグの顔が険けわしくなった。

　油を入れた火炎壺は、籠城戦の時に度たび々たび用もちいられる攻撃方法なので、リッツハーグも名前を聞いたことがあるだけではなく、実際に見たことがあるのかもしれない。

　だからこそ、それを使用した後の惨さん状じようを容易に想像できたのかもしれない。

「無抵抗な者を焼き殺した、ということか？」

　フィーノのときと同じように、口調が変わり始めた。フィーノと幼馴染みというだけあって、似た者同士なのかもしれない。

「皆、戦闘準備をしていた兵士です。あの場に無抵抗な者など一人もおらず、皆が皆、攻めてきた我々──敵を討うち倒たおそうとしていました」

　竜騎士ドラグーンは一騎打ちが華と言われている。泥どろ沼ぬま化かした戦場で再び流れを作るため、騎馬騎士の一騎打ち以外の──数が少ないからこそ、その国の国力ともいえる竜騎士ドラグーンは泥沼打開の言わば、安全装置のような存在だ。

　だからこそ、空の上からこちらへの攻撃手段がない輜し重ちよう隊たいや、テント内にいる兵士に対して攻撃するのを嫌うのだろう。

　だが、それがどうした。

　スパイに入られている可能性がある状況で、そんな悠ゆう長ちようなことを言っていられる場合じゃないだろう。物資を投げ入れても、その砦とりでを守る戦力がいなければ意味がない。

　味方は弱り、数が減っている。チャンスがあれば敵の数を減らさなければいけないだろう。

「──それは、誰だれからの命令だ？」

　リッツハーグの声が震えている。険しい顔をしていることには変わりないが、それでもちゃんと話は聞いてくれるようだ。

「出撃直前に。口外するなと騎馬騎士本部の方から、特務として命令されました」

　今度こそリッツハーグの顔が怒りに染まった。

　その怒りに染まった顔を見ながら、俺は内心ほくそ笑んだ。
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　カムテー村で休きゆう憩けいをとった後、急いで皇都へと帰き還かんした。そして、休む間もなく作戦に参加した竜騎士ドラグーンの責任者が、出撃前に軍議を行った部屋に呼び出された。

　ここに呼ばれた理由は、戦果報告と今後の方ほう針しんについてだ。後は、すでに竜騎士ドラグーン本部に報告されているであろう、俺がやった火炎瓶投げ込みについてくらいか？

　ここに来る前の点てん呼こで知ったのだが、未帰還者は未いまだに一三名おり、待機組の竜騎士ドラグーンを使って捜そう索さくしているそうだ。




「まずは、前代未聞ともいえる強行作戦を成功してくれて、ありがたく思う」

　カショール総大将から深い声で感謝の念を伝えられ、その場にいた竜騎士ドラグーンたちは静かに目礼をした。

「今作戦について、皇帝陛下からも合理的かつ早急な対応である、とお褒ほめの言葉をいただいた。その内容についてお話ししたところ、この作戦の立案者が育成学校の生徒と知った皇帝陛下は大変お喜びになられた。そして、その生徒に会ってみたいとも仰おつしやられた」

　よくやったぞロベール、とカショール総大将が俺を褒めると、周囲の竜騎士ドラグーンたちは驚きの声を上げた。声の調子から、その驚きは俺が皇帝陛下から褒められた、という部分ではなく、俺と会ってみたいといったことに対してだとすぐに分かった。

　よくある社交辞令の一種だろうけど、皇帝陛下が会ってみたいと言うだけでこれほどザワつくなら、かなりの戦意向上効果があるようだ。

「ありがとうございます。候補生の身なれど、敵に対し国こく威いを見せつけることができたと誇ほこりに思っております」

　少し優等生ぶりすぎたか、と思わなくもないが、これから話すことを考えれば、このくらいが丁ちよう度ど良いのかもしれない。

「さて、疲れているところ申し訳ないが、今後の方針について話し合っていきたいと思う。未帰還者はまだいるが、その者たちは他の者に探させているので今は置いておいてくれ」

　空気が静かに固くなるのを感じた。疲れているとはいえ、周囲に気を配れず落伍者をだしてしまったという思いがあるのだろう。

「物資は途中落らく伍ごの物を除のぞいても二八〇程度は投下できたと聞くが、間違いないな？」

「はい。最後方で仲間が投下するのを見ていましたが、それくらいの数を無事に投下できたと思います」

　カショール総大将の質問に答えたのは、投下部隊で一番後ろを飛んでいたバース隊長だった。

「分かった。これで、騎馬騎士たちが砦へ着くまでの食料や武器の心配はしなくても良さそうだな」

　と、そこで言葉を区切ったカショール総大将は静かに息を吐くと、俺を見た。

「この戦果報告の他に、重大な事実があったことを皆に伝えなければいけない」

　フィーノかリッツハーグかは分からないが、あの話が皆にも伝わっていたようで、周囲から俺に対する視線が強くなった。しかし、それで怯ひるむわけにはいかない。俺は何も間違ったことをしていない、という態度をし続けなければいけない。

「物資投下をした後は即時撤てつ退たいする、という命令が下っていたにもかかわらず、ロベール君は敵の宿営地を襲撃した。相そう違いないな？」

「はい。その通りです」

「その時のことを、出撃前から説明してもらえないか？」

「分かりました」

　カショール総大将に促され、出撃前に行われたことになっている作り話の説明を始めた。

　これについては、帰還後すぐにカショール総大将に報告をさせられた。今は、再確認すると共に、他の竜騎士ドラグーンへの説明を兼かねている。

　作り話の内容は、最終確認として竜騎士ドラグーン本部に来た輜重隊責任者から、出発時間が早まったこと、休憩する村が変更されたこと、特務として敵に大打撃を与えろ、と言われたことだ。

　堂々と分かりやすく簡かん潔けつに説明したのが良かったのか、竜騎士ドラグーンたちは一番幼く、そして軍事的立場の低い俺がスパイに狙ねらわれたのだろう、と気の毒な顔をする者が多くなった。

「こういうことだ。私は彼から話を聞き、すぐさま騎馬騎士本部へ連絡し、輜重隊責任者に出頭するように要よう請せいした」

　輜重隊責任者は、あの人の良さそうなおっさんだ。後できちんと違う人間だったと言うつもりだが、今この時だけは犠牲になってもらうしかない。

「残念なことに、輜重隊責任者は行方不明になっているらしい」

「ッ!?」

「捜索を続けているが、輜重隊の保管室からお金も盗み出されていたらしい……」

　残念そうに目を伏せるカショール総大将には申しわけないが、俺は驚きと共に変な笑いがこみあげてきてしまった。

　あの時会った人の良さそうな輜重隊責任者は、どうやら他国のスパイかそれに準じゆんずる人間だったようだ。

　もう、滅め茶ちや苦く茶ちやじゃねぇか……。
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　軍議が終わると共に、カショール総大将から呼び止められた。何でも、ユスベル帝国のロベリオン第二皇子が俺と会いたがっているそうだ。

　ロベリオン第二皇子は大変珍しい物好きと有名だそうで、今回の騎馬騎士本部のクーデターを収めた人物でもあるらしい。

　そういえば、帰って来てからドタバタしすぎて気付かなかったが、竜騎士ドラグーン本部に詰めている竜騎士ドラグーンは鎧よろいは着用しておらず、窓から見える景色もいつも通りとまでは行かないまでも、だいぶ落ち着きを取り戻していた。

　義ぎ憤ふんに駆かられる若き騎士たちだけではなく、自らの利益をしっかりと取ろうとする人間が入り乱れるあの状況を収めたのだから、能力は非常に高いのだろう。

　しかし、今回会うのは非公式な話らしく、迎むかえは来ないので自分の足で、ロベリオン第二皇子が住む皇城横の邸てい宅たくまで向かわなくてはいけないらしい。迎えくらい寄よ越こしてくれても良さそうだが、皇族には皇族のやり方があるのだろう、と諦あきらめた。




　皇城横にある、ロベリオン第二皇子の邸宅に着くと、話は通っているらしくすぐに執しつ事じが応接室に通してくれた。

　新しい物、珍しい物が好きだということは聞いていたが、調度品が風変わりなデザインの物であふれていた。

「何か気に入った物はあったかい？」

　俺が調度品を適てき当とうに見ていると、大学生くらいの年齢の男性が二人、扉の前に立っていた。

「目に鮮あざやかな物から、考えさせられる物まで多くあり、その一つ一つを手に取って眺ながめていたくなる作品が多くあることに驚きました」

　もちろん、枕まくら詞ことばに、サイケデリックで意味が分からない、といった言葉が付くけどな。

　美術品と呼べるものを見たのは、前世で高校生の時にデートで行った美術館くらいだ。そんな俺の感想に気分を良くしたのか、笑顔で俺の向かいの席に腰こしかけた。

　すると、すぐに執事が部屋に入って来て、無む駄だがない動きで紅茶を入れると再び出て行った。非公式な面会のためか、人払いをしたようだ。

　そして、ロベリオン第二皇子と一緒にやって来た青年を除のぞき、俺と第二皇子だけで自己紹介をしあった。

「大だい規き模ぼな作戦から帰還して、早々に呼び出してしまってすまなかったね。しかし、今後のためにも早く会っておきたかったんだ」

「もったいないお言葉です。私も、混乱の渦うずに巻き込まれていた騎馬騎士たちをまとめ上げたという、ロベリオン第二皇子様とお話しできることを光栄に思っています」

　これは本当だ。あのお祭り騒ぎを、国家元首である皇帝陛下ではなく、その息子のロベリオン第二皇子が収めたというのだから気にならないはずはない。どのような手を使ったのか聞いてみたかった。












「あぁ、あれには驚いたよ。トップ争いの政争はたまにあることだが、間者スパイの存在を感づかせ、高こう潔けつな青年幹部たちを焚たきつけるだけではなく、彼らに上層部が間者スパイを招まねき入いれているという情報をそれとなく流し、さらに成なり上あがりたいと考える慎重派な者たちも同時に焚きつける。後は、君たちも知っているあの有あり様さまだよ。今回の騒動は、義憤に駆られた青年幹部たちの先走りならある意味安心できたのだが、トップのほとんどの首がすげ変わったよ」

　聞けば聞くほど、今回の騒動は国の一大事なはずなのに、それを語るロベリオン第二皇子の口調は軽かった。

　かなりの人数が間者スパイを招き入れるようなことをしていたようで、騎馬騎士本部では相当な人事の刷さつ新しんが行われたようだ。

「色々と危ない香りを漂ただよわせていたので、こうならなくてもいつか私が手を下していただろう。このクーデターを画かく策さくしてくれた人物には感謝しているよ」

「クーデターを画策した、というと、青年幹部のことですか？」

「いや違う。ストライカー侯こう爵しやく家けと竜騎士ドラグーン育成学校だよ」

　騎馬騎士のヴァンデスに替え玉がバレてしまった、と手紙を送ったのだが、まさかこんな大事にしてまで助けてくれるとは思わなかった。さすがに、ストライカー侯爵といえども、替え玉が露ろ見けんしてもらっては困るようだ。

　しかし、クーデターを画策したのがストライカー侯爵家だけなら分かるが、そこになぜ学校も入ってくるのだろうか？

「先も言った通り、このクーデターは政争の延長にあると思っていた。もちろん、色々な思惑が絡からまり合って、今回に至いたっているというのは重々理解している。初めはストライカー侯爵家も学校も考えつかなかった。今でも何かの間違いではないかと思っていた。しかし、君を見て確信したよ」

　ロベリオン第二皇子がそこまで言うと、隣に座っている男性がバトンを渡されたように話し始めた。

「初めまして。私の名前はルーディー・プランク・ドゥ・マクシーマと申します」

「……初めまして。ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーと申します」

　俺の自己紹介を聞いたルーディーは小さく笑みを浮かべ、目を細めた。

「君がロベールだということはよく知っている。しかし、君はどこのロベールだ？」

「ッ!?」

　予測していなかったところから飛んできたパンチをモロに受け、一瞬でノックアウトされた気分になった。

　投下作戦の帰りは、ここまで寝ずに帰って来た。そんな寝不足になった頭を抱かかえて、ロベリオン第二皇子と会ったのが間違いだった。

　バレている、となぜ考えることができなかったのか。

「私は、ストライカー侯爵家の第一子であるロベールと面めん識しきがある。最後に会ったのが六年前──ロベールが七歳くらいの時だから容姿が変わっていてもおかしくない。しかし、君の容姿は私の記憶にあるロベールが成長したというには異ことなりすぎている」

　どうするか……、と冷静に考える。心臓は早はや鐘がねを打つように動き、頭は寝不足で上手く回っていないはずなのに、この状況に追い込まれた瞬間から冷静に思考できるようになった。

　髪の色は染めているとでも言えばいいが、顔の方はどうにもならない。ロベールの顔を最後に見た俺でも、似ているところなんて全くなかったと理解しているんだから。

　ヴィリアには、ここへ来ていることは伝えていない。そもそも、疲れから寝ている可能性もあるので、名前を呼んでも来てくれる可能性は低いかもしれない……。

　──いや、来る。絶対に、だ。だが、ヴィリアが来てくれたとしても、それまで俺が生き残っているかは別問題だ。

　静かに、かつ迅じん速そくに逃走方法を考えている俺に、ロベリオン第二皇子はこの場の雰囲気に似つかわしくない笑い声をあげた。

「いやいや、そう身み構がまえないでくれ。ルーディーからロベールの話を聞いて、君の雇い主はそうせざるを得えなかったというのは分かっている」

　張り詰めた空気を振り払うように、ロベリオン第二皇子は笑いながら言った。それに続いて、ルーディーも話し始める。

「私は、ストライカー侯爵家のロベールという奴を知っている。そして、その蛮ばん行こうも。竜騎士ドラグーン育成学校に入ると聞いた時はどうなるかと心配していたが、ストライカー侯爵家は素晴らしい人材を見つけたようだ」

　二人の声色には、今すぐ俺をどうこうしようといった雰囲気は感じられなかった。話の内容から、どちらも俺が偽者だと知っているが、入れ替わったのはストライカー侯爵家の指示だと思い込んでいるようだ。

「いつかは誰かから指摘されると思っていましたが、ロベリオン様からだとは夢にも思っていませんでした」

　今すぐどうこうなる訳ではないと分かったが、今は良くてもいつ天候が悪化するか分からない。平静を装いつつ、逃げる算段は常に考え続けたほうが良いだろう。

「正直、君の話を聞いてその姿を見たとき、ストライカー侯爵も思い切ったことをしたな、と思ったんだ。髪の色が珍しいし、ルーディーが言うには見た目も全まつたく違うらしいし」

　なぜ侯爵はこんな思い切ったことをしたのか、と聞いてきたが、その侯爵に一度も会ったことがないので、そんなことは知らない。しかし、ここで答えに窮きゆうするのは良くない……。

「私は、ストライカー侯爵様の息子である、ロベール様に会ったことはありません。ストライカー侯爵様から、『息子に成なり代かわり竜騎士ドラグーン育成学校へ行き、そこで好成績を収めた状態で卒業するように』と言われただけですので」

「しかし、そうであれば、なおさら容姿を近づけるようにするのでは？」

　ルーディーは、俺の矛盾した言葉に頭痛をこらえるように、指でこめかみを押さえながら聞いてきた。

「言い渡されたのは、今年の一月すぎです」

「あぁ、それは……」

「なるほど、だからか」

　二者二様と言えばいいのか、俺の返答に二人はそれぞれ違う印象を受けたようだ。

「君は、竜騎士ドラグーン育成学校へ入学する直前に事故に遭あったと聞いた。だが、それは急な替え玉に対応するためか？」

「はい。本来であれば入学に間に合わせる手はずでしたが、私は貴族ではないのでその知識を身に着けるのと同時に、ドラゴンにも慣なれる時間が必要でした。ですが、侯爵様であってもドラゴンを融ゆう通ずうするのは難なん儀ぎしたようで、最終的には学校から貰もらう形になってしまいました」

　いちおう、整合性がとれるように話を作っている。ルーディーも、それなら辻つじ褄つまが合うな、と信じてくれた。

「では、君の親──いや、ストライカー侯爵は容姿が似ていることよりも、頭の良さで君を選んだということか？」

「それは分かりませんが、侯爵様に私の新しいことに挑戦したい、という意思をくみ取っていただけたのだと思います」

　俺の答えに、ロベリオン第二皇子の口の端はしが少し吊つり上あがるのを見た。

　──新しい物好き同士、話を弾はずませようじゃないか──という内容を言葉の端に乗せたのだが、ロベリオン第二皇子はそれに気づいてくれたようだ。

「なる──」

「それは、君が準統治領で行っている政策と関係しているのか？」

　ロベリオン第二皇子の話にかぶせるように、ルーディーは口を開いた。

　話し始めると長くなりそうな内容なので、目的を果はたそうとロベリオン第二皇子の話を切ってまで、先に話し始めたようだ。もしくは、これ以上、新しい物好きを拗こじらせないように先手を打ったのかもしれない。

「そうですね。自分で言うのもなんなのですが、私は新しい物や考えが大好きです。なので、毎日色々なことに思いをはせ、それが可能かどうか頭の中で研究することが大好きです。しかし、それらを行うには様々な物を必要とします」

「優秀なロベールを演じる代わりに、君は侯爵にパトロンになってもらったということか？」

「そう受け取ってもらって構いません」

　俺とルーディーの会話を静かに聞いていたロベリオン第二皇子は、冷めてしまった紅茶を一気に飲み干して再び問うた。

「率そつ直ちよくに聞く。君はその知識をどこから学んだ？　新しい農法や産業を君が見つけたとは私は思わない。そうでなければ、盗用される可能性がある学校での報告会で、同じく準統治領へ行ったクラスメイトとはいえ話すことはないはずだ」

　自分の価値を下げないため、その仕事ができるのは自分だけの方が良い。それは、技術を持つ人間のほとんどが抱いているであろう考えだ。

　そういった考えは、この世界ではとても顕けん著ちよだ。自己の価値を高めるためなのだから仕方がないことだが、この世界の住人であるロベリオン第二皇子にとって、情報を開示した俺は不ぶ気き味みに見えるんだろう。

「確かに。開示した情報は全部が全部、私が考えたものではありません。ですが、学校で発表した内容は、どれも真ま似ねされても問題ないと判断したためです」

　準統治領が街づくり系ゲームみたいで面白く、その成果を発表したかったから、とは口が裂さけても言えない。それに、黙って真似するどころか、めちゃくちゃ聞きに来る奴もいるし。ブロッサム先生とか。

　それに、真似をする人が多くなれば食糧事情も改善され、飢うえて死ぬ人も少なくなるからだ。ひもじいのは本当に辛つらい。暑さ寒さに負けて、満足に体が動かせなくなるんだ。

「でっ、では、君に知識を施ほどこしたのは賢者ということか？」

　驚きよう愕がくに目を揺ゆらしながら、ロベリオン第二皇子は声を震ふるわせながら聞いてきた。

「賢者……かどうかわかりませんが、知識の師事を受けた人はいます」

「それは誰だ？　これほどの知識を君に与えられるのであれば、よほど高名な賢者に違いない」

　すぐに探す準備を、とルーディーに耳打ちするロベリオン第二皇子に、俺はなるべく申し訳なさそうに見えるように目を伏ふせた。

「彼は、自らのことを、賢者ヒポポタマスと名乗っていました」

　今のところ、この世界でカバと呼ばれる存在を見たことも聞いたことも無かったが、用心をしてその部分は英語にした。

　当たり前の話だが、そんな賢者の名前に心当たりがない二人は、賢者だけではなく学者の名も思い出しながら探し始めた。

「きっ、君の師は、二つ名や有名な言葉を持っていなかったか？」

「二つ名や言葉ですか……？」

　カバの二つ名は何だっただろうか……。妖よう精せいくらいしか思い出せないなぁ。

「ヒポがよく言っていた言葉ですが、『もし私を探す奴がいるとするならば、私はそいつの前で逆立ちをしてやろう』と常つね々づね言っておりました」

　さすがにこれは馬鹿にしすぎたかな、と思わないでもない。カバだけに。

　言葉の意味が分からない二人は、俺が言った賢者の言葉から近しい人物を再び探し始めた。

　しかし、近い人物も思い浮かばなかったようで、とうとう俺に直接聞いてきた。

「その賢者は、今どこにいるか分かるか？　できたらで良いのだが、この国へ呼びたい」

「あ～……、それは無理ですね。もう死んじゃいましたから」

　だからこそ私が里に下りてきたわけで、と伝えると、二人はバツの悪そうな顔をした。

「すまない。その歳で知識の泉である賢者から離れるというのだから、それは自らの意思だけではないだろうと気づくべきだった。許してほしい」

「私も少しはしゃぎすぎてしまった。許してほしい」

　俺の知識の元である架か空くうの賢者ヒポポタマスを呼び寄せて、この国の食しよつ客かくとして迎え入れようと急せいたことを恥はじたようだ。

　二人そろって頭を下げたのは良いが、ルーディーはともかく、第二であってもこの国の皇子が出自の分からない賢者の弟子に頭を下げるのは大丈夫なのだろうか？

「いえ、別に気にしていません。人はいずれ死にます。死に対して人ができることは、後悔がないように生きるかどうか、です」

「そう言ってもらえると助かる」

　俺が気にした風もなかったからか、包んでいた重い空気がすぐに霧む散さんした。

「先ほどの話の延長になってしまって申し訳ないが、君は賢者ヒポポタマス様からどのような知識を受け取った？」

「質問が漠ばく然ぜんとしすぎていて、どうお答えしてよいのか……」

「そうか。では、これまで学校で発表した知識は、賢者ヒポポタマス様から受け取った知識を袋いっぱいの麦としてどのくらいだ？」

　知識量のパーセンテージの話か。これも漠然としすぎているけど、まぁ適当で良いだろう。

「一摑みもないんじゃないでしょうか？」

　必要に迫られて、ふとした拍子に思い出すこともあるだろうが、ほとんどはうろ覚えの知識だ。

「あれで一摑みだと!?　凄すさまじいな……」

　二人揃そろって驚いているところ申し訳ないが、本当に役にもたたん知識も含めての一摑みだ。

　しかし、ロベリオン第二皇子は俺の答えに満足したのか、大仰に頷うなずくと面白いことを言ってきた。

「今、私は新しい軍隊を作ろうとしている」

　突然始まった機密情報の開示に、どう対応したらいいのか迷った。

「今回、騎馬騎士本部で起きた間者の引き入れは、力を付けつつある竜騎士ドラグーン本部を出し抜こうとした人間が欲に負けて犯した事件だ。帝国を護まもるという目的は同じなはずなのに、二つの組織は呆あきれるほど仲が悪い」

　仲が悪いのはトップで、末まつ端たんは──戦場で共に戦っている兵士たちは仲が悪いという話は聞かない。上のメンツに渋しぶ々しぶ従したがっているようなもんだ。

「そこで私は新しい軍隊──騎馬騎士と竜騎士ドラグーンを包ほう括かつした第三軍天駆ける矢ロツコ・ソプラノを組織することにした。竜騎士ドラグーンは今まで騎馬騎士が運営する輜重隊が居なければ活動できなかった。しかし、今回君が提案した投下作戦のお陰で、非常時には空から物資を投下するという新しい運用方法を確立することができた。これには、騎馬騎士たちも舌を巻いていた」

　騎馬騎士の輜重隊がいなければ、ドラゴンの運用はできない。騎馬騎士が竜騎士ドラグーンを馬鹿にする理由の一つだったが、そのアイデンティティを潰してしまい、文句の一つでも出てくるかと思ったが、実際はそうでもないらしい。

　それどころか、追い込まれる一方となる籠城戦において、リスクを伴ともなうが物資を送り届ける方法ができたというのは心強いようだ。

「このような作戦を思いつくだけではなく、さらには仲間の竜騎士と共に戦地へ赴おもむき作戦を成功させる度量。知識の泉たる賢者に師事しただけでは得られぬ蛮ばん勇ゆうではない、本物の勇気を持つ者、ロベール」

　そんなにも褒ほめて大丈夫なのか、と怖くもあるが、やはり褒められるのは嬉しい。

　それと同時に、今──俺の未来のために一番欲しい言葉が出そうだった。

「そんな君を──」

　ゆっくりと紡つむがれるロベリオン第二皇子の言葉に、焦あせりで手が震ふるえる。

　呼吸を整え、平常心を心がける。

「──私が組織する第三軍天駆ける矢ロツコ・ソプラノに、幹部として迎え入れたいと思う」

　よし来た！　来たぞ！

　竜騎士ドラグーンとして名を上げることができれば、と思っていたが、新設とはいえ皇子の肝きもいり部隊の幹部に採り上げられるのだから、これで簡単にはストライカー侯爵も手を出せないはずだ。

「よっ……良いのですか……!?」

　望んだ以上の最良な結果に、声も手も震える。腹の奥から、笑いが溢あふれ出でそうだ。

　その震えを、ロベリオン第二皇子は感動から来る震えと勘違いしたようで、真剣な顔で俺の手を握って来た。

「その知識、我が軍で存分に振るってくれ」

「分かりました。砦を取り戻すために尽力します」




　こうして俺は、竜騎士ドラグーン候補生としては他に類るいをみない地位を手に入れた。この地位を使って伝つ手てを広げていこうと思うが、まずは砦を取り戻すと言ってしまった手前、そちらを何とかしなければいけなくなった。

　しかし、これを成功させた暁あかつきには、俺の地位は確立し、やりたいことがやりたいように出来るようになる。

　これは、絶対に失敗できない。













　俺が、ロベリオン第二皇子が新しん設せつした、天駆ける矢ロツコ・ソプラノと言う部隊の幹かん部ぶとして取り上げられてから一週間がすぎた。

　この一週間で状況は目まぐるしく動いている。

　まずは、騎馬騎士本部だ。こちらは上層部の人間が一新され、ほぼ新しい組織として動き始めた。その動きはまだ歪いびつではあったが、青年幹部たちがやる気のある人間で溢あふれているので、元通りになるのもそう時間はかからないと思われる。

　次に、俺が所属する天駆ける矢ロツコ・ソプラノ。ロベリオン第二皇子が組織したとはいえ、新設なのでそれほど人数がいない。しかし、ロベリオン第二皇子によって選ばれた騎馬騎士と竜騎士ドラグーンなので、誰も彼もがやる気に満ち溢れている。お陰かげで、普通にしている俺が浮いている気がする。

　そして、俺の現在の人生で一番の難なん関かんとも言えるストライカー侯こう爵しやく家けだ。ロベリオン第二皇子との会談後、侯爵家の遣つかいという男性が学校の寮りようまでやって来た。

　入いれ替かわっている件はすでに知っているようで、ロベールの部屋から出てきた俺を見ても驚くことなく、それどころか簡単に『殺す』ようなことを言って脅おどしてきた。

　しかし、ロベリオン第二皇子の時にした説明とは違い、ロベールから直接入れ替わりを命令されたこと、ロベリオン第二皇子の新設組織の幹部として呼ばれたこと、皇帝陛下に会うことになった──これは大げさに言っただけ──という話をすると、彼だけでは処理できない内容になったようで、監視を置いてストライカー侯爵家へ意見のお伺うかがいに帰ってしまった。

　監視している侯爵家の人間は、常に俺につかず離れずの距離を保たもっていたが、砦の救出作戦が始まると共にドラゴンに乗れない監視者は無意味な存在となってしまった。

　そして、俺が今どこにいるかと言うと……。




「ロベール様、お茶が入りました」

「ありがとう」

　インベート準じゆん男だん爵しやく領りように設営した最後方基地にある天幕の一つで、俺はミナが淹いれてくれたお茶を啜すすった。軍用天幕と同じで華はなやかさの欠片かけらもない、実用一いつ辺ぺん倒とうな陶とう器き製せいのカップに入れられたお茶は、普段とは違う漢かん方ぽう系けいの臭くさみを感じるお茶だった。

　見た目も紅というより黒っぽく、健康志向のお茶な感じがする。

「あまりお口に合いませんでしたか？」

　俺がカップの中に入っているお茶を見ていると、味が気に入らないので口が進まないと判断したミナが、本日の曇どん天てんの空のように顔を申し訳なさそうに曇くもらせた。

　ミナは、あの日から寮内謹きん慎しんを言い渡してあり、外出は一切禁止にした。しかし今回、砦とりでに詰める兵士の救出作戦始動により、一人でも戦力が欲しかった俺は、ミナに兵士として活躍してもらうために、アバスに紹介してもらった訓練場に放ほうり込んだ。

　作戦始動まで時間がなく、四日間というごく短期間の訓練しかできなかったが、ミナは学生時代に培つちかった全すべてを思い出し、再び物にするように必死に訓練をしていた。

　最悪なミスを犯してしまった、と自らを責せめているミナは、与えられた今回の任務が最後のチャンスだと思ったんだろう。まだ不安な部分は多く残っているが、俺が考えた作戦を遂すい行こうするには問題ない技量だと判断した。

「いや、初めて飲むお茶だから、味に驚いただけだ」

　味が悪いわけではないことを伝えると、ミナは嬉うれしそうにはにかんだ。

　聞けば、ここへ来る前に行った買い出しで、雑貨屋に寄ったときに買ったお茶だそうだ。そこの店主が言うには、風か邪ぜをひきにくくし、体を温あたためる効果があるそうだ。

「アバスも飲むか？」

　俺の対面、地図を広げた簡易テーブルの向こう側に座るアバスに声をかけた。

「いや、いい。お茶はトイレを近くさせるし、そもそも俺は白さ湯ゆの方が好みだ」

　なんだか武ぶ士しっぽい──いや、武士っぽいというよりお爺じいちゃんっぽい返答が返ってきた。トイレが近くなるのは同感だが、飲み物には味があった方が良いと思う。

「しかし、明日明後日には攻め込むというのに、余あまり気き負おっている奴はいないんだな」

　外からは、俺の呼びかけに応こたえてくれた、候補生を含む竜騎士ドラグーンたちが騎馬騎士たちと共に笑い語り合っていた。

　耳に届く彼らの声は、今から戦争をしに行く、といった悲壮感が感じられず、普段通りの声色だった。

「緊張でガチガチになっているよりもマシだろう。それに、候補生といっても五年生や四年生の上級生だ。実戦にも駆り出されているし、卒業すれば晴はれて戦場へ旅立つことになる。俺たちよりも場数を踏んでいる分、力の抜きどころを心得ているんだろう」

　俺の感想に、アバスは彼らの態度が、さも当然といった感じで答えた。さすが、実家が騎馬騎士の一族で、幼い頃から戦場に立っているだけある言葉だった。

　ちなみに、竜騎士ドラグーン育成学校の一年生でここ──というか、戦争に参加するのは俺とアバスだけだ。なぜ一年生のアバスがいるのかというと、マシューでの出来事があったからだ。

　あの日守られた恩を、今返すと言われた時は焦あせった。初めは危ないから連れていくのは止よそうと思ったのだが、騎馬騎士本部のスパイの件があったので、身近にいる人間くらいは気心知れた仲間で固めたいと思った結果だ。

　今回の作戦は投下作戦とは違いかなり無茶をするので、情報の横流しをされたくない。

　なので、作戦は発動直前まで機き密みつとなっている。

　そういった意味でも、身内で周りを固めたいのだ。

　だが、これも杞き憂ゆうに終わりそうな印象がある。その理由は、先行して皇都を出発した騎馬騎士の部隊が、何の障害もなく砦の方へ進んでいるからだ。

　あの日、騎馬騎士本部で起きたクーデターによって膿うみの大部分は流れ出たのかもしれない。




「ロベール様、大変です！」

　膿は流れ出たから安心、と自身に言い聞かせていたら、ドラゴンの羽ばたき音がすると同時に、一人の竜騎士ドラグーンが転がるように俺の天幕へ駈かけ込こんで来た。

「どうした!?」

　ただならぬその様子に驚き、立ち上がった。ミナとアバスは手近に置いてあった剣を手に取り、不測の事態にいつでも対応できるようにしていた。

「蛮ばん族ぞくです！　蛮族が出ました!!」

「どこで!?」

「ここより、北へ二時間ほど飛んだところです！　蛮族と思われる集団が、山の中へ入っていくのを見ました！」

　砦へたどり着く理由となってしまった調査対象の蛮族が、ここへ来て再度現れたようだ。追いかければ見つからず、追わなければ出てくる面めん倒どう臭くさい相手だ。

　天幕へ駈け込んで来た竜騎士ドラグーンを落ち着かせ、俺はミナとアバスを引き連れて外へ出る。目の前には、先ほどの柔やわらかな雰ふん囲い気きなど全まつたくない、戦いくさ人びと然ぜんとした竜騎士ドラグーンたちが待っていた。

「戦闘は行われたか？」

　駆け込んで来た竜騎士ドラグーンは、単騎ではなくチームで警けい邏らしていた。目の前に立っている竜騎士ドラグーンの中に居るのだろう、と当たりをつけて適当に聞いた。

「いえ、警邏していた時に見つけただけです」

　たくさん集まっている竜騎士ドラグーンの中の一人が答えた。彼も同じく蛮族を見たようだ。

「こちらには来ていないんだな」

「はい。遠目で単眼鏡を使い確認したので、相手は我々に気付いていませんでした」

　良かった。蛮族がどれほど好戦的か分からないが、今ことを構かまえるわけにはいかない。

「彼らには用があるんだ。いい機会だから、この際会いに行くか」

　蛮族を見つけたという竜騎士ドラグーンのチームから案内役として一名選び、俺の班に組み込んだ。

「フォポールは、ここに残って他の竜騎士ドラグーンに指示を。まだ作戦開始まで時間があるから問題は無いと思うけど、何かあったら連絡を頼む」

「分かりました。決して無理をしないでください」

　フォポールはフィーノに言われて、インベート準男爵領を拠点として砦の様子を監視していたが、今回の作戦で彼は俺の部隊に組み込まれることとなった。

　この数日間でインベート準男爵とも仲が良くなったらしく、何かあった時には救きゆう援えんを出してもらえるように留守番をお願いした。




　蛮族を見たという竜騎士ドラグーンを先頭に飛ぶ。その後ろには、俺は元よりアバスや、蛮族調査から共に行動をするようになったアシュリーをはじめとして六騎の竜騎士ドラグーンがついている。

　見覚えのある景色が目の前に広がり始めたところで竜騎士ドラグーンが叫んだ。

「左方向に翼竜乗りワイバーンライダー!!」

　その声につられてすぐさま見るが、竜騎士ドラグーンが指さす方向には何も見当たらなかった。

「何もいないぞ！　本当にいたのか!?」

「はい！　あのシルエットを竜騎士ドラグーンと見間違えることはありません！」

　砦を攻めている敵はドラゴンを使っている。この辺りでワイバーンを駆っているというなら蛮族の可能性が高いが、なかなか尻尾しつぽを摑つかませない存在なので本当なのか判断が難しい。

　考えていても仕方がないので、翼竜乗りワイバーンライダーを見たという場所の上空まで案内してもらう。

　そこは、うっそうと木々が生おい茂しげり、ドラゴンが降りられそうな所が見当たらない山だった。細身で体が軽いワイバーンであれば問題なく降りられそうではあったが、それでもかなりの腕前がないと辛い場所だ。

「俺とアバスで蛮族に会いに行く！　他は距離をあけて空中で待機しておいてくれ！」

　ドラゴンで降りたら飛び上がるのが大変そうな場所のため、降りるのは俺だけの方が良かったが、さすがに一人だと他の皆が煩うるさいと思ったのでアバスだけを連れていくことにした。

　他の理由としては、何かやる時はアバスであればこちらの味方をしてくれると思ったからだ。

「危険すぎます！　フレサンジュはまだ候補生です！　それに、そのような土産みやげを持っていくこと自体、私は反対です！」

　竜騎士ドラグーンの一人が言うと、一緒に来ている他の竜騎士ドラグーンも蛮族の危険性や、俺が持ってきた土産について反対する意見が出てきた。

　その土産というのは、これから砦を囲む敵と対たい峙じするときに、背後から蛮族が襲おそってこないように、騒がしくなるが手を出さないでくれ、とお願いするためのご機き嫌げん伺うかがいの品だ。

　蛮族の価値観が分からないのが問題だが、見た目からして高級だと分かる宝石や貴金属類だけではなく、塩えん蔵ぞうのベーコンや酒など生きていく上で必要な食料品も持ってきている。

「作戦を邪魔する場合は、皆殺しにすればいいだけです！　我ら天駆ける矢ロツコ・ソプラノの名を高めるいい機会です！」

　本気でそんなことを思っているのか、恐ろしいほど勇いさましい言葉を投げかけてくる隊員もいる。それが鼓舞させるための言葉であればいいのだが、仲間が勇ましいことを言っているので、こちらはさらに過激な言葉を言ってやろうという、若者特有の見栄が出で過すぎてしまっている。

「今回の作戦に参加する竜騎士ドラグーンは、全員がロベリオン第二皇子の創設した新設軍、天駆ける矢ロツコ・ソプラノの幹部や上級騎士になる──なれる可能性がある者だけ集めたつもりだ！　後先考えることをしない言葉しか出ない奴は、天駆ける矢ロツコ・ソプラノに必要ない！」

　ヒートアップし、手に負えなくなる前に冷や水を浴びせた。

　ストライカー侯爵という爵位に加えて、ロベリオン第二皇子から直接幹部になるように打だ診しんがあった俺の言葉には、彼らの騒ぎを止めるだけの効力があった。

　それに、特に彼らを自制させる力があったのが、天駆ける矢ロツコ・ソプラノの幹部や上級騎士になれる可能性がある、という言葉だろう。実際はそんな話は全く出ていないが、噓うそも方ほう便べんだ。

「ここには戦闘に来たんじゃない！　危なくなったら、すぐに助けを呼ぶつもりだから頼めるか？」

　冷静さを取り戻した皆は俺のお願いに、威い勢せいよく返事をした。




　山中へはヴィリアに先に降りてもらった。体の大きなヴィリアが降りるために、なるべく開けた場所を選んだつもりだったが、それでも小さかったようで木々の破は砕さい音おんを立てながら地面に降り立った。

　煩くはあるが、この音のお陰で蛮族たちむこうから来てくれると思う。

　それにしても、この森は木々の生い茂り感が半はん端ぱない。少し離れるだけで目の前を歩く人の背中すら見失いそうだ。そんな感想を抱いていると、ヴィリアよりも多少小さな破砕音をあげながら、アバスとそのドラゴンが降りてきた。

「蛮族がどこから来るか分からない。俺も気を付けるが、ロベールも気を張っていてくれ」

　共にドラゴンから地面に降りると、アバスは左手を腰に帯びた剣にそえながら言った。

　そんなことを言われても簡単に張れるものではない。現に、ドラゴンの呼吸音以外は音らしい音がなく、耳鳴りがするんじゃないかと思えるほどの静せい寂じやくだ。

　蛮族が来るまでの間、どのように交渉しようか思案していると、隣に立っていたヴィリアが俺を優しく抱き込み呟つぶやいてきた。

「数人近づいてくるぞ」

「分かった──アバス」

　ヴィリアが、蛮族と思われる気配が近づいてきていることを教えてくれたので、アバスを呼んだ。

「どうした？」

「ヴィリアが、何か近づいてきていると言っている」

「そうか」

　ヴィリアが言っている、と言っても、アバスは特に気にした風もなかった。たぶん、他の竜騎士ドラグーンと同じように比ひ喩ゆとして使っている、と思ったのだろう。

　それどころか、自らのドラゴンに、お前も頑張らないとな、と優しく声をかけながら撫なでた。

　近づいてくる、とはいうものの、それがどの方向からか分からない。アバスも周囲に気を配りながら耳を澄すませている。

　ヴィリア自身も分からないのか、時々怪あやしいと思われる方に耳を向けるが、言葉を発することはなかった。

　そんな状態で数分経たった。事態がようやく動き始めた。周りで「ヒューイ、ヒューイ」と、鳥のような鳴き声が響き始める。

「鳥の……鳴き声か？」

　引っかかるものがあるのか、アバスは首を傾かしげた。それに呼応するように、ヴィリアは俺を再び抱き、耳打ちする。

「蛮族とやらは凄すごいな。すでに囲まれている。この鳴き声を発しているのは人間だ」

「マジかよ……」

　草木の擦こすれる音すら発せずに近づいてきたというのか。耳の良いヴィリアさえ欺あざむく手て練だれだ。

「今のところ敵意はないように思えるが……。さて、どうなるかな」

　頭上に広がる枝や背の高い草を巻き込みながら、ヴィリアは翼を広げて俺に屋根を作った。

　元から薄暗い山の中で屋根ができたので、その暗さは倍以上だ。安全のためとはいえ、視野が狭せばまるのは怖い。

「アバス、絶対に動くなよ？」

「どうした？　何かいるのか？」

　俺を護まもるように翼を広げたヴィリアと俺の言葉に、アバスは周囲をよりいっそう強く警戒する。

「囲まれているらしい」

「そうか」

　えらくあっさりとした感想に少々呆あつ気けに取られてしまったが、チラリと横目で見るアバスの表情には、諦あきらめという感情は出ていなかった。

　むしろ、どうやって切り抜けてやろうかという考えが滲にじみ出でている。

　とても頼もしい友人だ。俺も見習い、そろそろ行動するとしよう。

「俺の名前は、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカー！　ここへは話し合いに来た！　姿を見せてはくれないか！」

　アバスが早まるとは思わないが、主オレの感情にあてられてドラゴンが動いてしまう可能性があるので、その前に蛮族へ呼びかけた。

　同時に、鳥の鳴き声が止やんだ。相手は俺たちが気付いているとは思っていなかったようだ。

　鳴き声が止んでから数十秒か、それとも数分なのか分からない時間が流れる。次第に、ヴィリアがイライラし始めた。ヴィリアであれば、俺を守りながら周囲の木々ごと蛮族を薙なぎ払はらうことも可能だろうが、その場合、隣にいるアバスが大変なことになる。

　ヴィリアを落ち着けようと体に触れると同時に、目の前の藪やぶから草の塊かたまりが立ち上がった。目の前に出てきたのは前世でいうところの偽装服ギリースーツを着ている人間だった。

　隣のアバスも、その姿に驚いている。しかし、その驚きも分かる。

　偽装服に顔にはドーランの代わりと思われる泥どろが塗ぬられており、武器が弓矢であるのを除のぞけば、前世でも十分に通用するいでたちだった。こんな狩りをするために合理的な格好は、帝国では見たことない。

「蛮族が、我々に何の用だ？」

　蛮族が放った一言に引ひっ掛かかりを覚えたが、早めに話を終えるために聞こえないふりをした。

「皆様と友好を結んでおきたいと思いまして、贈り物を持ってきました」

　ヴィリアに取り付けてあった荷物を、アバスと共に下おろす。蛮族たちはその中に興味があるのか、少しずつではあるが木々の間から姿を見せていた。

　その様子に危機感を覚えたのか、一番初めに声をかけてきた蛮族が大声を張り上げた。

「蛮族と慣れ合うつもりはない!!」

「……これから冬になると、次第に食料が減へってくるでしょう。保存食として、塩増し増しのベーコンやその他の保存食と小麦。他には、着飾ることも換かん金きんすることもできるアクセサリーなどを持ってきました」

　怒声を無視して、俺は持って来た贈り物の説明を始めた。

　山に住んだことがないので塩事情が分からなかったが、この蛮族たちが岩がん塩えん鉱こうを持っていなかった場合のために、塩を多めに塗したベーコンを持って来てみた。

　あとは、小型ではあるが、酒の入った樽たるのコンボで完かん璧ぺきだろう。

　現に、彼の後ろに立っている仲間たちは、少しずつこちらに近づいてきている。

「ねぇねぇ！　仲良くなるだけで、これ全部貰もらえんの!?」

　頭上から能天気な声が降ふり注そそいだ。ヴィリアの翼の陰から少しだけ顔を出してそちらを見ると、そこには大ぶりな木の枝に蛮族が逆さまにぶら下がっていた。

「ねぇってば！　それって、仲良くすればくれるの!?」

　俺が驚いているのを無視していると思ったのか、その蛮族の女は甲かん高だかい声で聞いてきた。

「えぇ！　我々と仲良くしていただけるのであれば、これらは全て差し上げます！　我々は、貴方あなたたちと継続的な友好を願っています！」

　相手とことを構えている間は、こちらに手を出さないようにしてもらえればそれでいい。

「マジで!?　やったぁ──!!」

　かなりの高さにある枝から蛮族の女は降りてくると、猿以上の身軽さでこちらへやって来た。

「うっお、すっげぇぇえ！　これ、蛮族の貴族とかいう奴らが身に着けてるヤツじゃん！　カッケー！　山や羊ぎ何頭分なんだろー！」

「おい、ミーシャ！　迂う闊かつに近づくんじゃない！」

　今まで話していた蛮族がお土産を漁あさる蛮族の名を呼んだ。

「ミーシャって、川で水浴びをしていた奴か？」

「えっ!?」

　顔に塗られたドーランのせいで顔が見にくいが、このアホ丸出しの喋り方はあの日会ったワイバーンに乗っていた女の子に間違いなかった。

「──あっ!?　あんた、あの時、河原で覗のぞいていたロ…………覗いていた奴じゃん！」

　途中で俺の名前を思い出すことを諦めたミーシャは、誤解のされやすい言葉を吐きながら俺のことを思い出した。

「何であんたが蛮族の鎧を着てんだよ！　ってか、あんた蛮族だったのかよ！」

「いや、それはこっちの台詞セリフだ。こっちからしてみればお前らが──」

　と、そこまで口にしてふと気づいた。今ここで見下すつもりはなくても相手を蛮族と称しようしてしまっては、心証を悪くしかねない。ここは言い返さないでおくか。

「俺が蛮族のはずがないだろ？　もし蛮族だったら、こんなお土産を持ってくるはずないじゃないか」

　箱から一番豪ごう奢しやな首飾りを持ち上げながらミーシャに言う。すると、ミーシャは半口を開けたまま虚こ空くうを見つめながら頷うなずいた。

「そっか！　それもそうだな！」

　間抜けな顔を晒さらしながら全力で言った。

「あぁ、その通りだ」

　今の会話で、蛮族探しの時にしたミーシャとの会話の齟そ齬ごの理由が分かった。俺たちは、ミーシャたちを蛮族と呼んで探していたが、ミーシャはユスベル帝国のことを蛮族と呼んでいたのだ。

　だから、俺がミーシャたちのことを探して西へ来ても、蛮族と聞いたミーシャはユスベル帝国のことを思い出して東と言ったのだ。

　蛮族と罵ののしり合ってはいるが、直接何かされたといった話を皇都で聞いたことはなかったし、学校の授業でも聞かなかった。かなり昔に戦争かなんかしてその時のお互いの蛮行だけが現在に伝わっているのかもしれない。

　ならば、背中を撃うたれないようにするだけではなく、今後、俺だけでもいいので友好関係を築き、何か協定を結んでいきたい。

「なぁなぁ、この首輪も良いの？」

　先ほど俺が持っていた一番豪奢なネックレスを手に持ち、ミーシャが聞いてきた。

「あぁ、良いぞ。これはお土産で、あげるために持ってきたヤツだからな」

「ヤッター！」

　俺から許可が下りると、ミーシャは喜びながらネックレスを巻き始めた。だが、留とめ金がねという仕し組くみを知らずに、首の後ろで結んでいるのだろう。チェーンが擦れ合う音が聞こえる。

「なぁなぁ、似合う!?」

「う～ん……ちょっと見えないかなぁ～……」












　ミーシャの首に巻かれたネックレスは、ギリースーツの中に潜もぐり込こんでしまっている。似合うかと言われても、そのネックレスが見えないので何とも言えなかった。

　しかし、ミーシャは気にした様子もなく、ネックレス以外にも次々とお土産の物色を始めた。

　一人一点までとは言っていなかったので、どんどんとお土産を漁るミーシャにあてられてか、仲間の蛮族たちも近づいてきている。ここらで最後の発はつ破ぱをかけるとするか。

「皆さん、どうぞ見て行ってください。自身を着飾るためだけではなく、プレゼントとしても最適ですよ。奥様への愛情の現れとして、好きな人への告白のプレゼントとしても使えるものがたくさんあります！」

　目もく論ろ見みは成功したようで、すぐに駆け寄って来てミーシャと同じようにお土産を漁り出した。

「アバス！　ここはもう大丈夫だ。一いつ旦たん、空うえにあがって、待っている皆に言ってくれ」

「分かった。伝えたら、俺はすぐにここへ戻ってくればいいな？」

「あぁ、頼む」

　土産に気を取られているため、彼らが俺へ直接何かする可能性は少ないと判断したアバスは、俺の命令を素直に受けた。

　蛮族たちはドラゴンへ乗るアバスに少し視線を向けたが、脅きよう威い度どが低いと判断したのか、すぐにお土産選びを再開した。
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　空で待機している仲間に連絡をしに行ったアバスが戻ってくるのを待ち、俺たちは蛮族の住処すみかへと案内してもらった。

　蛮族の家はテントといった移動し易やすいものだと思っていたが、ほぼ全てがきちんと木で組まれた家だった。木の上にあったり、高床式のように床が高くなっているのは雨が多いからだけではなく、屋内に侵入してくる虫を少なくするためでもあるらしい。

　だというのにもかかわらず、足がムズムズするなと思いそちらを見ると、大きなムカデが足を這はっていた。驚き声を上げてしまったことで、ヴィリアが即そくキレてしまい、なだめるのが大変だった。

　そんな問題が多い族長の家で、俺とアバスは歓迎の酒を振る舞ってもらっている。




「ゲフッ……」

　もう一杯、など口が裂さけても言えない、独特の発はつ酵こう臭しゆうがある山羊の乳の香りが口いっぱいに広がる。しかも、この中には山羊の血も入れてあるので臭さが二乗になっている。前世で飲んだ山羊の乳にゆう酒しゆは臭みが全然なかったので油断していた。

　隣に座っているアバスなんて、ひと舐なめしただけでグロッキー状態だ。酒に弱いわけじゃないので、臭みの問題だろう。

「よぉ、ロベール。飲んでるか？」

　能天気な声をかけてきたのは、会話のきっかけを作ってくれたミーシャだ。年齢は俺より一つ上の一四歳らしいが、その根こん拠きよはあやふやだ。

　今はギリースーツを脱ぬぎ、顔に塗られたドーランも落としているので、あの日、河原かわらで会った時と同じ格好をしている。

「お代わり飲むか？　友ゆう誼ぎを結びに来たんだから、あたしたちはどんどん酒を飲ませることができるぞ！」

「おっ、おう……。あまり飲んだことが無い酒だから、今回は様子見でいいや」

「そうか？　蛮族のくせに遠慮がちだな！」

　彼らが飲む酒は乳酒のみらしい。さっきミーシャが言った「酒をどんどん飲ませる」というのは。数少ない乳酒をたくさん飲ませるくらい歓迎している、ということだ。

　あと、血が入っているのは、大切な家畜を俺らの歓迎のために潰つぶしているからだそうだ。これはかなり歓迎してくれていると見て間違いないだろう。

「蛮族の客人よ。山羊の血入り乳酒は気に入ってもらえたか？」

　ミーシャに続いて部屋に入って来たのは、四〇代後半くらいの男性だ。ただし、ストレスが多いだろう山の中ですごしているので、実際はもう少し若いのかもしれない。

「えぇ。癖くせがありますが、初めて飲む味で楽しませてもらっています」

「それは良かった。昔、蛮族の貴族という奴に飲ませたところ『こんな腐くさったものが飲めるか』といってコップを投げつけてきたのでな」

「へっ、へぇ～……」

　貴族が飲んでいるワインも、いってしまえば腐っているんだけどな。まぁ、人にとって利り益えきがあるものを発はつ酵こう。無ないものを腐ふ敗はいと言うんだから、文化によりけりだけどさ。

　その貴族は、遭そう難なんしてここへたどり着いたそうだが、そんなやり取りがあったので、蛮族の手で再び奥地へ遭難させられたらしい。

　助けてもらった恩人に対してその対応。貴族に対して何のフォローもできませんわ。

「申し遅れたが、俺は深き森の監視者であり草原の支配者であるダルエナの子であり、この大鹿ゴナーシヤ族の族長のラガックだ。こいつについてはもう知っていると思うから紹介を省はぶかせてもらうが、客人二人の世話をするように言いつけてある」

　長い紹介をしてもらった。ミーシャも深き森の云々と言っていたが、自己紹介の時は毎回言うのだろうか？

「ゴナーシャとは、ダルエナの駆かる大おお鹿じかのことだ。我々は昔から森を見つめる部族として生を受け、そして今まですごしてきた。その間、何度もお前たち蛮族と戦ってきたが、そちらから友誼を結びに来たのは大変喜ばしいことだ」

「それについては、私としても歓迎すべき事柄です。皆様が話の分かる人間で本当に良かった。改めて自己紹介をさせていただきます。私の名前は、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカー。ユスベル帝国竜騎士ドラグーン育成学校に所属する貴族です」

　胸に手を当てて恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。床に座っているので、お辞儀とはいっても腰から上だけを曲げる簡単なものだが。

「そして、こちらが同じ学び舎やですごしているアバスです。剣技は我々の中でも群ぐんを抜いており、現役の騎士にも引けをとらぬ達人です」

　俺の紹介に、特に何もいうことなくアバスはお辞儀をした。やや話を盛もった紹介だったが、部族長のラガックに興味を持たせることができたので良しとするか。

「なるほど。私は学校というものをよく知らないが、子供を集めて知恵を与える場所だということは知っている。二人とも真ま面じ目めな大人から真面目な生き方を教えてもらっているようだな」

「学校とは、大人になるために必要な知識を教わるところですからね。ただ、世の中の理ことわりを曲げることはできず、良い奴もいれば悪い奴もいます」

「大人になるのに、何で誰かから教わらないといけないんだ？　生きるために必要なことは、森が全部教えてくれるだろ？」

　ミーシャが心底不ふ思し議ぎそうに聞いてきた。自然と共に生きる部族ならではの考え方だろう。

「一〇年かかって覚えるのが一年ですめば、残りの九年は別のことに使えるだろ？　人間の寿命は短い。ならば、早く一人前になるに越こしたことはない」

「う～……。お前の住んでいるところは、息苦しそうだな」

「息苦しいかもしれないけど、その代わり楽しいことがたくさんある。店がたくさんあるし、面白い見み世せ物ものもある。稼かせいだ金で、仲間とどんちゃん騒ぎをしても楽しい」

　息苦しいと感じる人間はいるかもしれないが、俺はそうは思わない。前世に比べたらだいぶゆったりとした空気が流れているからだ。

　すると、何が面白かったのか、俺とミーシャの会話を黙って聞いていたラガックが突然笑いだした。

「ハッハッハッ！　なるほど。では、お前は知識を与えられたから、その歳としで我々と友誼を結びに来たということか？」

　見けん当とう違ちがいのことで笑うラガックに、小さな笑いが出てしまった。その程度のことしか想像つかないのか、と。

「その程度の打算で仲良くなるのであれば、適当な土産を部下に持たせて貴方たちに渡し、とっとと帰らせていますよ」

　飲んでいたコップに、新たに乳酒を注ついだものをラガックに渡した。

「こう見えて私は部隊を──兵士を大量に抱える隊長をしています。私がいなくなれば、頭を失った部隊は立ちいかなくなります。そんな私が、今まで交流がなかったここへ訪れ、このように貴方と会話をしている。族長である貴方なら、これがどれほどのことか分かりますよね？」

　ラガックは、俺の言葉を嚙かみ砕くだくかのように、目を瞑つむって黙考した。そして、すぐに怪しすぎるくらいの満面の笑顔となり、俺が渡した乳酒を一気に飲み干した。

「そうだな。確かに、頭がこのように危険を冒おかしてまで来たんだ、我々はそれに応えねばならん。それと共に、お前が何を思ってここへ来たのかも聞かねばならん」

「私の願いは、今回の我々の戦争には手を出さないでほしいというだけです。我々と他国の戦争は、ここにいる皆さんには関係のない話です。騒がしくなってしまいますが、出張って来てもらっては困るので」

「それだけか？」

「ここへ来た当初の目的としては、これだけです」

　背中を討うたないでくれ、とそれだけを言うために土産を持って、わざわざ自分のところまで来たのか、と言いたげな表情から一転し、含ふくみのある俺の言葉を聞くと睨にらみをきかせた凄すごみのある顔となった。

「場合によっては、持ってきた土産を持って帰ってもらうことになるなぁ……」

「皆様に喜んでもらっているようですが、何かお気に召めさない物でもありましたか？」

　おかしなことを言ってきた場合は、持ってきたお土産ごと放ほうり出す。そんなことを回りくどく言うラガックに、何を言っているのか分かっていない体ていで返した。

　持ってきた宝石類は、万が一のために持ってきた逃走資金の一部だが、返してもらわなくても俺はそれほど困ることはない。

「フン。お前たちに返すために、他の奴らに渡った物を集めさせるなど造作もない。お前たちはそれで我々が分裂するとでも思っているのか？　ならば、お前らは我々を舐めすぎだ。その程度で、我々が散ちり散ぢりになると思うなよ？」

「何を勘違いなさっているのか分かりませんが、お渡しした土産を『返せ』などと言うはずがありません。あれは、皆さまへのご挨拶と共に先ほどのお願いの対たい価かとなります」

　こいつは何を要求するのか、と訝いぶかしむラガックに、俺は気難しい相手用の営業スマイルを前面に押し出した。

　こういった手合いは、自分の仲間を護ることを第一に考えている。そんな相手に対して、俺のような裏の考えがある口調で言っては、怪しまれて断られるのが関の山だ。

　それに、もし散り散りにするのが目的であれば、ここで重要になるのは話についていけずに間抜け面を晒さらしているミーシャだろう。彼女をこちらへ引き入れ、外の世界がどれほど面白いか教え込めば、そこから徐々に部族の全員に感染していくだろう。

「そこで相談なのですが──」

　砦の救助作戦とは違う、別の俺が受け持つことになっている作戦を進めるのに、大鹿ゴナーシヤの身体能力が欲しい。

　彼らにも損は無い──特にミーシャが興味を持ってもらえるように話を始めた。




　ラガックとの会談の後に、大鹿ゴナーシヤの面々から歓迎会を開いてもらい、野や趣しゆあふれる料理の数々を食べた。

　外とあまり交流がないのか調味料といった物がなく、供されたほとんどの料理が塩味で、残りの少しが骨からとったダシや香草の香りがついている物だった。

　外に興味を持ってもらうために、調味料の一つや二つ持って来ればよかった。これは今後の土産リストに付け加えておこうと思う。
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「よーし。大体集まったな」

「ハッ！　天駆ける矢ロツコ・ソプラノロベール隊所属竜騎士ドラグーン全二六人中警備六名を除のぞく二〇人、及および騎馬騎士兵三〇人、ロベール様の命により集まりました」

　背筋を伸ばし、敬礼しながら元気よく報告してくれたのは、ロベリオン第二皇子が振り分けてくれた竜騎士ドラグーンの一人だ。

　天駆ける矢ロツコ・ソプラノは、竜騎士ドラグーンと騎馬騎士が部隊として行動することを目的とされている。

　ラジュオール子爵邸襲撃の話をロベリオン第二皇子にすると、天駆ける矢ロツコ・ソプラノのコンセプトと合がつ致ちしているので、喜んで兵士を貸し出してくれた。

　ただし、攻撃目標は相手の領地ではなく、その中ちゆう枢すうであるラジュオール子し爵しやく邸ていだ。そこへ少人数で襲撃するという危険な内容に、ロベリオン第二皇子とルーディーは俺の頭がおかしくなったのか、と思ったようだが、俺の目的を達するためには、これくらいインパクトがあることをやらないといけない。

　それに、死ぬ気などさらさらない。成功させるために、仲間を増やしているのだから。

「ありがとう。──では、集まってもらって早々で申し訳ないが、新しく我が隊に組み込まれることとなった隊員の紹介をさせてもらう」

　そう言い、後ろに控ひかえさせていたミーシャたち、大鹿ゴナーシヤから連れてきた三人を紹介する。

「右から、ミーシャ、ララークル、モナークだ。彼らは森の民として狭せまい場所でも素早く動くことができる。今回の任務にも必ずいい結果を出してくれると思っている」

　ミーシャたちには、お辞儀や敬けい礼れいの習慣がないのか、それとも蛮族と思っている俺たちに対してそのようなことをする気がないのか、全員が胸を張って俺からの紹介を受けるだけだった。

　その態度に、竜騎士ドラグーンたちの彼らを見る視線が一層強くなった。

「隊長。一つ質問をよろしいでしょうか？」

「許可する」

「ありがとうございます。率そつ直ちよくに聞きますが、蛮族が──」

「ちょっと待て」

　話を一時止め、ここに居る全員の耳に届くように大きく息を吸い込んだ。

「──いいか皆！　今後、彼らを蛮族と呼称することを禁止する。彼らは今日から我々の仲間だ。仲間には敬意を払うように！　そして、大鹿ゴナーシヤの皆も同じことだ。良いな？」

　俺の部隊はすぐに頷いたが、大鹿ゴナーシヤのメンツに確認を取ると、男二人は不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で鼻をならすだけだった。

　それを見た天駆ける矢ロツコ・ソプラノの学生数名が怒鳴ろうとしたが、他の仲間に宥なだめられることで大騒ぎになることはなかった。

「んじゃ、続きを」

「はっ、はい。率直に聞きますが、彼らがなぜ我々の部隊に編入されるのでしょうか？」

「先も言ったように、彼らは狭い場所での戦闘に慣れている。ここにいる選び抜かれた皆が弱いといっているわけではく、今回の作戦は砦防衛戦の要かなめであり、絶対に成功させなければならないからだ。作戦を成功させるため、絶対を超こえる成功確率で挑いどまなければいけない。そのための人員補ほ充じゆうだ」

「では、彼らは傭よう兵へいの区分になるのでしょうか？」

「そうだ。だからといって蔑ないがしろにしていいというわけではないからな」

　大鹿ゴナーシヤの部族長であるラガックにしたお願いとは、何名か傭兵として貸してもらうことだった。

　竜騎士ドラグーンは元々白兵戦が苦手だ。そこで、騎馬騎士や歩兵から室内戦ができる人間を貸してもらったのだが、それでも専門に訓練していたわけではないので心配だった。

　そこで、新しく来てくれたミーシャたちだ。彼女たちは山に住む者として、木々が生い茂る狭い山中で戦うことを得意としている。勝手は違うが、屋内でも問題なく戦えると言っていたので、希望者だけ傭兵として来てもらった。すると予想通り、好奇心が強いミーシャが一番初めに手を挙げている。

　なぜ大鹿ゴナーシヤの面々を傭兵として連れてきたのか、という説明をすると、竜騎士ドラグーンの皆は理解を示した。しかし、騎馬騎士たちは反感があるようだ。白兵戦が苦手な竜騎士ドラグーンの代わりに、子爵邸を襲撃する大役を任まかされたのにもかかわらず、突然蛮族と肩を並べて戦わなければいけなくなったのだ。色々と思うことがあるのだろう。

「天駆ける矢ロツコ・ソプラノの中でも、我々が若い騎士や兵士で構成される理由が分かる者がいるか？」

　突然の俺の問いに、誰もが顔を見合わせた。

　現在、ユスベル帝国で特殊戦を担う兵士のボリュームゾーンは、二〇代半ばから三〇代前半だ。体力が落ち始める年齢だが、その代わり技術と経験がある。

　実際の戦闘では、若い兵士にある突破力というのはないが、通常の戦闘の他に伏ふく兵へいや誘さそい出しといった搦からめ手ができる兵士が多い。

　今回のように敵将の邸宅を襲撃するのであれば、与えられた任務を遂すい行こうするだけでなく個々が自ら考え行動できる、その年齢層が使われるのが普通だ。しかし、今ここに居るのは学生といえる──実際に一部は候補生──年齢から二〇代前半といったかなり若い兵士が多い。

「今後、我々が行う作戦は特殊性、秘ひ匿とく性共に高いものとなる可能性がある。多くの戦術を知っている方が将として、兵士として安心だろうが、それだけでは命令を正しく遂行することはできない。私が目指すのは皇帝陛下から下される命令を、帝国が有する総戦力以上の結果を、我々だけで出すことができる兵士となることだ！」

　拳を強く握りしめ、一人一人の目をしっかりと見つめながら聞かせる。

「そのため、若い──今まさにここにいる全員と同じ年齢から、清せい濁だく併あわせ呑のむ深き度量をもって作戦に柔軟に対応しなければならない！　我々の存在は時として疎うとまれることがあるかもしれない！　どれだけ国に貢献しようと、秘匿性の高さから表ざたになることなく、我々が支援した部隊が表彰されるかもしれない！　その度たびに、悔くやしい思いをするかもしれない！」

　悔しさを前面に出すために、声を震わせる。竜騎士ドラグーン、騎馬騎士兵共にそういった思いをしたことがあるのか、数名悔しそうに頷いている。

「しかし、これだけは覚えておいてほしい。最後に帝国を窮きゆう地ちから救い出すことが出来るのは、この部隊の存在意義を理解し、一人ひとりが部隊のために貢献できるようになった、未来の、今ここにいる君たち全員だということを!!!!」

　熱く、叫ぶように語った後に、一拍分の呼吸の間を置き全員の反応を見る。

　多くが俺の演説に飲まれて顔を紅こう潮ちようさせている。自分たちが今どこにいるのか。これから、どれほどのことを成なし遂とげようとしているのか、が理解できたようだ。

　しかし、残る一部は、話が大きくなりすぎて理解が追いついていなかった。

　もっと分かりやすく嚙かみ砕くだいて言わなければいけない。

「我々だけが、この戦争を早期終結させることができる。我々が失敗すれば、死ななくてもよかった者たちが死ぬ。無駄に、だ」

　もちろん、俺たちが失敗しても戦争は継続される。勝つか負けるかは分からないが、いつも通りの戦争が始まり、そして終わるだろう。

　残る結果は、馬鹿が馬鹿な作戦を始めて無駄に兵士を死なせた、という事実だけだ。

「我々のことは、皇帝陛下も注目されている。そうでなければ、これほどの大役を任せてもらえるわけがない。この作戦が成功した暁あかつきには、皇帝陛下より言葉もいただけるだろう」

　今度こそ、全員の口から驚きの声が上がった。

　やはり、皇帝陛下パワーは凄いな。

「我々の名を、帝国の歴史に刻きざむぞ！　良いな!!」

　それほど多くない人数にもかかわらず、地響きをさせるような返事をされた。

　解散の号を出すと、兵士たちは元気よく散ちっていった。士気はウナギ上りで、先ほどまでの殺気だった雰囲気が霧む散さんし、残るのは兵士たちが発していた熱だけとなった。

　お陰で大鹿ゴナーシヤのことは、何とか有う耶や無む耶やにできた。当分の間は、彼らの態度が悪くとも我慢してくれるだろう。

「待たせて悪かったな。今回の作戦について君たちの役割分断と、支払われる賃金についてしっかりと話し合おう」

　帝国人ではなくとも、これから俺たちは共に行動するのだから、いちいちこんな風に喧けん嘩かしてもらっては困る。賃金の話し合いと共に今後問題を起こさないように、彼らともきちっと話し合いをしなくてはいけない。





　　　　　□






　砦の救援のために皇都を出発した部隊、その数二千余名が砦前の草原に到着したという報ほうが届いたのは、昨日の夕方のことだ。

　敵──ラジュオール子爵の兵士は砦の東まえではなく、北の方へ陣を移しており砦と帝国軍に挟まれないようにしているそうだ。

　俺が兵士を焼いたからか、それとも増援が来るということを知ってか分からないが、ラジュオール子爵軍の他にオルター男爵家から借りてきたと思われる兵士も混在していた。

　電話などないこの世界では、情報のやり取りは面倒臭く遅い。なので、ある程度予定を立てて動き出さないといけない。

　つまり、皇都から来た救援部隊が砦前の平原に到着した瞬間から、俺たちの作戦は始まる。

　それまでの俺たちは訓練に次つぐ訓練の日々に明け暮れていた。とはいうものの、辺境の資材が少ないインベート準男爵家では、室内戦を想定したスケルトンハウスを作ることができず、ドラゴンにおいても作戦開始まで日数がないため、激しい訓練ができないでいた。

　そのため、簡単な骨組みにパラシュートの残りの布を暖の簾れんのようにかけ、簡かん易いのスケルトンハウス擬もどきとして室内戦を想定した訓練をしている。ドラゴンに至いたっては、イメージトレーニングのみだ。

　模擬戦の方法は簡単だ。ラジュオール子爵邸の見取り図を見ながら、突入方法をまとめているだけ。

　この子爵邸見取り図は、ラジュオール子爵の屋敷に出入りする商人に聞きながら描いたものだ。所属している商会は隣国のハイヘルネン王国にあるが、たまたまユスベル帝国へ来ているところを捕ほ縛ばくし、聞きだした。

　この商人は過去に、ラジュオール子爵の屋敷に行ったことがある、と自慢していたのをマフェスト商会の商人が覚えていたからできた情報収集だ。

　この情報がなかったとしても、貴族の屋敷でそこの当主がどこにいるのかはだいたい決まっているそうだが、確証もなしに部隊の人間を送り込むわけにはいかなかった。

　突入方法については、第一に四組のバディを組んだ竜騎士ドラグーンの一騎目が、油あぶら壺つぼをラジュオール子爵邸を囲うように投下する。それを炎が吐けるドラゴンを所有する竜騎士ドラグーンが、火を点つけながら追いかけていく。

　次に突入部隊だ。俺、ミナ、アバスを含む騎馬騎士を主力とした部隊だ。

　こちらは、各ドラゴンに三人ほど分乗し、割り当てられた階層へ突入し、目標の捜索と捕縛をする手はずとなっている。

　突入方法がドラゴンに窓や壁を壊させて突入するという荒々しい方法なので、突入に時間がかからないように、また狭い廊下で団だん子ごにならないように人数は一八人と貴族の屋敷を襲うには心こころ許もとない人数となっている。

　最後は回収部隊だ。こちらは、突入部隊を乗せてきた竜騎士ドラグーンが担当する。予定では、ラジュオール子爵を盾にするつもりなので攻撃される心配はないと思うが、そのことが伝わっていなかった場合は殺される確率が高い。危険な仕事であるには変わりない。

　全員が作戦内容を理解していることを確認して、本日の訓練は終了となった。

「場は整った。では、今夕作戦を開始する」

　威い勢せいの良い返事の後、各々が作戦開始まで休息をとることとなった。













　上空二〇〇〇メートル付近。




　夕方、日が沈しずみ始めたころに招集をかけ、軽く食事をとらせた。今晩は寒い夜空を飛ぶので、全員には酔よわない程度に酒を飲ませたのだが、これから行う作戦の緊張からか顔を赤くするどころか誰だれ一人として、軽口ひとつ言わない状態となっていた。

　体を固くさせないように、簡かん易いカイロと蒸じよう留りゆう酒しゆを数口分持たせてある。

　初めは、何やかんやと強気に会話をしていた強きよう襲しゆう部隊の面々だったが、時間がすぎると共に静かになり始め、ハイヘルネン王国に入り一番初めの町──ラジュオール子し爵しやく領りようの灯あかりが見えてきたところで完全に沈ちん黙もくしてしまった。

　まだ領の端はしなので、町の中心まで十数分あるというのに、お通つ夜やみたいな静けさだ。

　その静けさに拍車をかけるように、冷えた空気が俺たちを包み込んでいる。

　今回は大人数がヴィリアの背中に乗るので、いつもの鞍くらは取り外してあり、厚手の敷しき物ものの上に座っている。なので、ヴィリアの体温が伝わりやすく、いつも以上に暖あたたかいはずなのに今はそれほどでもない。なぜだろうか。

「ミナ、カンテラの灯りは問題ないな？」

「はいっ！　問題ありません！」

　俺の後ろに座り、カンテラが取り付けられた棒を持つミナが答えた。

　このカンテラは、先の投下作戦の際に落らく伍ごした竜騎士ドラグーンを教訓にして付けたもので、光を拡散させるのではなく、内部に銀ぎん箔ぱくを貼はったうえで一定方向のみに光を出すように改造したものだ。

　お陰かげで遠くからも視認しやすくなり、暗い夜空でも背後を飛ぶ竜騎士ドラグーンはヴィリアの姿を見失っても、この光を追って来ればよくなるのだ。

　さらに、このカンテラには他にも改造が施ほどこされており、手持ち部分のレバーを握にぎると銅どう板ばんが閉じられ手動だが点てん滅めつできるようになっている。

「よし、では後方へ発光信号を送れ！」

「了解しました！」

　すでに、ラジュオール子爵邸視認圏内に入っている。この町で一番大きく、一番多く篝かがり火びが焚たかれている家だ。

　ミナはカンテラの持ち手を何度か握り、後ろを飛んでいる竜騎士ドラグーンたちに合図を送った。

　光信号を確認した爆撃隊は、移動用の陣形から強襲用の陣形に形を変えた。その爆撃隊は、速度を上げると一気に俺たちと距離を離し、次第に見えなくなった。

「後方に何騎いるか見えるか!?」

「一二騎確認！　落伍ありません！」

　ここまでは順調だ。

　高度を落としつつラジュオール子爵邸に照しよう準じゆんを合わせると、それに合わせたかのように屋敷の周囲に火の手が上がった。

　綺き麗れいにラジュオール子爵邸を囲むように上がった火の手によって、屋敷がよりハッキリと見えるようになった。

「今から突撃する！　突入前は、ドラゴンが動くから無む駄だ口ぐちを叩たたいて舌を嚙かむなよ！　それと、突入時にすっ転んで無駄死にするな！」

　ヴィリアに乗っている仲間だけではなく、他のドラゴンに跨またがる兵士たちからも威い勢せいのいい返事が届いた。

　その鬨ときの声に合わせて、下降の速度が上がった。かなりキツイ角度での侵入に、内臓が裏返るような状態になった。

　これからどう動くか自らが決めるヴィリアは良いが、俺や後ろに乗る兵士たちは叫びをこらえるような小さな呻うめきをあげる。ミナも悲鳴を押さえているのか、小さな悲鳴をもらしながら、俺の腰こしに回した腕の力を強くしている。

「ロベール様は、必ず守ります」

「は──んべ!?」

　耳元で囁ささやかれたミナの言葉に聞き返そうと口を開いたが、地面に追突する寸すん前ぜんでヴィリアが体を起こしたことによって、舌を嚙かんでしまった。無む駄だにダメージを受けた俺を気にすることなく、ヴィリアは強制的に水平飛行に移行。そのまま、ラジュオール子爵邸の南側二階部分へ衝しよう突とつした。

　ラジュオール子爵邸は話に聞いていた通り、一階は石いし積づみだったが二階は漆しつ喰くい塗ぬりで、ヴィリアが窓から顔を突っ込んで左右に振るだけで、ガラスどころか壁も簡単に崩くずれた。

「行け、行け、行け、行け、行けぇぇぇぇぇぇぇぇえ!!!!!!!!」

　目の前で起きる大破壊。飛んでくる破は片へんをものともせずに、号令と共に剣を引き抜ぬき掲かかげ、ラジュオール子爵邸に突入する。それと同時に、ミナも飛び込んできて俺の前に立った。

　近くから、同じく屋敷を破壊する音と共に、兵士だけではなく使用人たちの悲鳴とも怒号ともつかない声が上がっていた。

　廊下は灯りが無く暗い。基本的には、見回りの使用人たちが持つランプと同じ、小さな灯りを光源とする普通の廊下だ。

　これは重ちよう畳じよう。

　間髪容いれずに駆かけだす。目標の部屋は分かっている。外からも、あそこしかないだろう、という部屋が見えていた。

「きゃ──」

　大きな破壊音に驚き廊下へ出てきた女性の首を、俺の前を走るミナが切り落とした。鮮あざやかな手並みだが、切る力が強すぎたためか、女性の頭が俺たちが進む方へ飛んで行ってしまうほどだった。

　目的とする部屋まで二〇メートルほど。その長い廊下を全力で駆け抜ける。

「うおっ!?」

　窓の外が一瞬だけ真っ赤に染そまった。それと同時に、熱い熱い、といった叫び声が聞こえてくるので、屋敷内へ進入しようとしたラジュオール子爵の兵士が、俺の仲間によって焼かれたのだろうと見当がついた。

「早く行きましょう！」

　紅ぐ蓮れんの光に足をもつれさせてしまったので、駆ける速度が遅くなってしまった。今俺に声をかけたのは、部屋から誰も出てこられないようにするために、ドアノブにＵ字のフックをかけて走っている殿しんがりの兵士だ。

　内開きのドアにしか通用しない道具だが、騎馬騎士が考案した物を採用した。時間がかかり危険を伴ともなう作業だったが、この兵士は俺の予想を遙はるかに上回る速度で作業を終えているようだ。

「ロベール様！」

「俺に構うな！」

　やれ、と手で合図すると、ラジュオール子爵がいると思われる寝室へ通じるドアに張り付いていたミナや兵士たちが頷うなずき、ドアを蹴け破やぶった。

　勢いよく開けられたドアに外がい套とうだけを投げ込み、一瞬の間も持たせず中へ突入していく。

「殺すな！　殴るだけにしろ！」

　数瞬遅れて、俺もラジュオール子爵の部屋へと突入した。

「なっ、何なの貴方あなたたちは!?」

　女性の悲鳴が、豪ごう奢しやな天てん蓋がい付つきのベッドから聞こえた。

　その周囲を、先に突入した仲間たちが困惑した顔で囲んでいる。

「ラジュオール子爵は!?」

「いっ、いません！」

　兵士の表情は、少しだけ焦あせっていた。俺たちは、ラジュオール子爵を捕縛し、それを盾たてとすることで安全にこの屋敷から逃げ出す手はずになっていたからだ。

　ここにラジュオール子爵がいなかったのは、完全に誤算だった。

「子爵は何ど処こだ！」

「いっ、一階に！　高速便が届いて、さっき！」

　怒鳴るように子爵夫人と思われる女性に聞くと、夫人は恐怖に歯の根が合わない口を必死に動かして答えた。

「クソッ！」

　悪態をついて、子爵邸の見取り図を思い出す。受け取った手紙は何処で読む？

　予想としては二階階段近くの大部屋か、すぐに返信を書くのであれば一階の端はし、竜騎場の近くの部屋だろう。

「奥様、ご無事ですか！」

　夫人の安否を心配する声と共に、鎧よろいを付けた兵士の足音がこちらへ近づいてきている。

「助けてッ！」

　敵俺たちがいるのも構わず、夫人は大声で助けを求めた。まさかこの状態で大声を上げるとは思っていなかったので、廊下を駆けてくる兵士に助けを求められてしまった。

　その助けを求める声に、敵兵士たちが走る音も加速する。

「ドアを閉めろ！」

　隊員がドアを閉め、手近にあるテーブルや椅子をドアの前に積つんでいく。

「ロベール様、指示を！」

　ドアを破ろうと、兵士たちが蹴り上げている音が響く。どれほど強い力で蹴っているのか、天井から剝はく離りしたペンキが頭上に落ちてくる。

「一階の応接室へ行くぞ！」

　この屋敷の見取り図を聞き出した商人が言うには、ラジュオール子爵は奥さんや子供のことを溺でき愛あいしているそうだ。そんな人間が奥さんの心配しないはずがない。

　もっとも、子爵が冷静沈着、利害だけで奥さんや子供を平気で切り捨てるような人間であれば、二階の大部屋にいたとしても静かに逃げ出す準備をしているだろう。

「子爵夫人を連れてこい！」

「ハッ！」

　ミナが夫人の腕を摑つかみ起こす。夫人は半狂乱状態で暴れて逃げようともがくが、鍛えていない人間が鍛えている人間を振りほどけるはずもない。

「我々が道を切り開くので、ロベール様は道が開いた瞬間を──」

「その必要はない。──ヴィリア！」

　ヴィリアの名を呼ぶと、部屋の壁が剝はがれるように崩れ落ち、外が見えた。そこには、不敵な笑みを浮かべるヴィリアがいた。

「下へ降りたい。皆が足場にすることを許してほしい」

　少しだけ不満を漏もらすような唸うなり声を上げると、ヴィリアは自分の体を使って一階へ降りる階段を作ってくれた。

「急ぐぞ！」

　俺がヴィリアの体を使って一階へ降りると、兵士たちも俺が足を着いた場所を辿たどり、同じように降りてきた。

「ミナ、ヴィリアに夫人を渡せ。ヴィリアは、夫人を殺さないように摑んでいてくれ。人質だ」

　夫人を抱えて降りようとするミナに命令すると、ミナは悲鳴を上げる夫人に構うことなく、ヴィリアへ渡した。

　そして、夫人を摑んだせいで階段の一部が無くなってしまったにもかかわらず、ミナは気にすることもなく軽いステップで降りてきた。

「次の目標は、東にある竜騎場近くの応接室だ！　急ぐぞ！」

　兵士たちと共に、ヴィリアも返事する。今のは、兵士というよりヴィリアに対して次の目的地を伝えるためだ。

　俺の意図を理解したヴィリアは夫人を摑んだまま駆け出し、行く手を阻む子爵の兵を軽々と蹴散らした。

「敵が出てきたぞ！　狙ねらえ！」

「ギャッ!?」

　未いまだ燃え盛さかる炎の向こう側で、俺たちの姿を確認した敵兵士がこちらへ向けて矢を射ってきた。数は多くなかったが、運が悪いことに俺の隣を走っていた隊員の足に矢が刺ささり、転倒してしまった。

「クソッ！」

「かまわず、先に行ってください！　囲まれます！」

　助けに行こうと立ち止まると、隊員は痛みをこらえながら俺へ向かい叫んだ。動けない人間は足手まといにしかならず、助けた人間をも危険に晒さらしてしまう可能性がある。速度が命のこの作戦で、これ以上時間は食えない。

「────スマン！」

　謝ってもどうにもならないことだが、この隊員の決意を無駄にしないためにも駆け出す。

「うわぁっ!?」

　再び頭上が赤く染まり、熱波が俺たちを襲う。突然広がった赤に、今度は俺ではなく先を走る隊員が声を上げた。

「止まれば死ぬ！　走れ、走れッッ！」

　そんなことを言わなくとも、この場にいる全員は息が切れても走っている。ヴィリアが開いてくれた道を、飛来する矢をギリギリのところで避よけながら走っている。

「ヴィリア！　アバスたちがどうなっているか分かるか!?」

　今から向かっているのは、アバスたち別部隊が子爵の子供たちを探しに向かった方角だ。崩れた壁はアバスたちが突入した跡だが、その辺りに兵士は見当たらない。静かすぎる。

　ヴィリアもそれは分からないのか、少し鳴くだけだった。

「うおぉぉぉぉお！」

「オラァ！」

　東の応接室へ向かっている俺たちの横っ腹を突つくように、壊れた壁の陰に隠れていた子爵の兵が突撃してくるが、ミナと仲間の隊員がそれをいなし切り殺していく。

　早く、早く、早く、早く!!

　喉のど奥おくから笛を吹くような音が出始めた時、子爵邸の端までやってくることが出来た。ここら辺は、最初の攻撃も、その後の攻撃にも晒さらされることがなかったようで、とても綺麗だ。

　俺が頼むまでもなく、ヴィリアは片手で壁を崩して突入用の穴をあけてくれた。

「行くぞ！」

　中へ入るが、室内は暗く人の気配はなかった。

「ここも違うのか!?」

　仲間の隊員が悲鳴を上げるように言う。ここが違えば、作戦は失敗だ。これ以上時間をかけては──いや、すでにタイムオーバーかもしれない。

　しかし、鼻を突くオイルランプを消した時の臭いを感じると、ここに先ほどまで人がいたのだ、ということが分かった。

「子爵は近くにいる！」

　叫んだのと同時に、この部屋へ通じるドアが開かれた。

「ロベール！」

　ドアを開き入って来たのは、泣き叫ぶ子供の首根っこを摑つかんで引きずっているアバスと、それを護まもるように走る隊員だった。

　ドアが開いた瞬間、室内に走った緊張は一瞬で霧散したが、アバスたちの背後から聞こえる敵兵士が近づく足音に再び緊張が走る。しかし、その足音が変だった。揃そろっていない上に、えらく悠長な歩ほの進め方だ。

「ミーシャたちは？」

「じき来る」

　アバスの言う通り、ミーシャたちはすぐに来た。しかし、その姿は惨さん憺たんたるものだった。モナークが血だらけで動かなくなったララークルを背せ負おっている。そして、その次には、顔面を潰つぶされ、血だらけの──血の泡を吹いていることから、辛かろうじて生きていると分かる敵兵士を引きずっているミーシャが現れた。

「何、無駄なことやってんだ！」

　兵士を盾にしたところで、敵は攻撃の手を緩ゆるめない。今敵が攻撃してこないのは、アバスたちが子爵の子供を人質に取っているからだ。

「こいつが、ララークルを殺した。こいつの心臓をダルエナ様に捧ささげる」

「助ける気がないなら、痛みを長引かせるな！」

　引きずられている敵兵の潰された顔を見れば、絶対に助からないことは誰でも理解できる。そんな状態にもかかわらず生かした状態で引きずっているもんだから、この敵兵の仲間は今すぐにでも飛びかかってきそうなほど狂気じみた顔になっている。

「貴様らは、すでに囲まれている！　子爵様の子供たちを返すのであれば、捕虜として遇ぐうしよう！」

　白髪交まじりの隊長格の兵士が大声で言う。確かに、すでに囲まれている。

　俺と共にやって来た兵士たちも、アバスを筆頭に別動隊の兵士たちも不安半分、死ぬ気で切り抜けてやろうという気が半分といった顔をしている。

　この応接室の外には、ヴィリアが控ひかえている。撤てつ退たいをするにも、全員を乗せることはできない。

　──どうするか……。

　時間で言えば数秒も経たっていないだろうが、悩んでいる分、兵士たちの焦しよう燥そうが伝わってくる。

　次の行動を口にしようとした瞬間、少し離れたところでガラスが割れる大きな音がした。

「子爵様、お早くお逃げください!!!!!!」

　静かになり始めた戦場に響き渡る、目標を逃がそうとする者の声。それを聞いた俺の隊員たちは、その声が聞こえた方の窓ガラスへ向かい走った。

「動くな!!!!」

「止まれぇぇぇぇぇぇえええ!!!!!!」

　ほぼ同時に俺とミーシャが叫んだ。俺の声に反応して止まった隊員は無事だったが、勢い余あまって窓まで近づいてしまった隊員は、外の窓の下で控えていた敵の槍やり兵へいに突かれて死んだ。

　今のは囮おとりだ。逃げるにしても、あれほど大きな声を出す必要がない。

　生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわで、焦り過ぎて何も考えずに動いてしまった隊員たち。

　最も早はや、ダメかもしれない。

「子爵様!?」

　──が、数を減らされた俺たちよりも、ずっと焦った声が聞こえた。それは、俺たちに降伏勧かん告こくをしてきた白髪交じりの敵兵士だった。

　何がどうなっているのか、とその敵兵が叫び見る方を見ると、そこには数人の兵士に肩を貸してもらい立ち上がろうとしている、豪奢な服を着た男性がいた。

「いよっし！」

　先ほどの、心臓を捧げる云うん々ぬん言っていた時とは全く違う雰ふん囲い気き──ちょっと良いことが起きたようにミーシャが小さく跳んでいる。

「なぁなぁ、見たかアレ！　あいつを捕まえたら、お金がたくさん貰もらえるんだよな！」

「あっ、あれが子爵か……？」

　服装からして、あそこでのたうち回っているのが子爵だろう。

　たぶん、さっきの止まれと言う言葉は、仲間の兵士ではなく逃げ出す子爵に向けたものだったのだろう。

「お前、何をしたんだ？」

「あぁ？　コテ草の根をすり潰して作った毒をナイフに塗って、それをあのおっさんの尻ケツにぶっ刺した」

「毒!?　死ぬのか？」

　毒を塗ったナイフを刺した、と聞いた子爵の兵士たちはざわめいた。毒は早いか遅いかの違いがあるが、確実に死ぬものが多いからだ。

「毒消しがあるから、これを使えば死なないぞ？　だって、ロベールが殺すなって言ったしな！」

　血まみれで死体が転がるこの現場で、似つかわしくない笑顔で答えるミーシャ。しかし、その言葉に俺だけではなく、敵兵たちも安あん堵どの息を吐いた。

　夫人と子供は人質にとられ、子爵もミーシャが持つ毒消しがなければ死を待つだけとなった。

「この戦いは俺たちの勝ちだ。子爵やその家族を死なせたくなければ、お前たちの武器を下ろせ」

　ここまで聞こえてきそうなほど歯を強く嚙みしめ、敵兵は俺たちを睨にらみつける。だが、勝利の条件は全すべてこちらへ傾いているこの状況で、好転させる要素を見つけられないため、動けないでいた。

「長引けば長引くほど、子爵は後遺症で苦しむことになるぞ？」

　どんな毒でも、致ち死し量りようは体重によって変わる。なので、致死量に足りなかった奴がたまに生き残ることがある。しかし、後遺症はどうなるか分からない。

　それを知っている敵兵士長は、仲間に武器を下ろす命令を下した。

「では、子爵をこちらへ連れてきてください」

　そういうと、敵兵士長は部下の一人を子爵のところまで走らせた。




　俺の所まで連れてこられたラジュオール子爵は、怨えん嗟さに満みちた瞳ひとみで俺のことを見ている。

「ご加減はいかがですか？」

　ミーシャが持っていた毒消しを執事に渡すと、執事はその毒消しを丁てい寧ねいに子爵の尻にできたナイフの刺し傷に擦すり込こんだ。

　凄すさまじい痛みがあるのか、悲鳴は出さないまでもうめき声と脂あぶら汗あせを噴ふん出しゆつさせている。

「きっ、貴様は誰だ？」

　痛みに震える口を何とか動かして、こちらの素す性じようを誰すい何かしてきた。

「ユスベル帝国竜騎士ドラグーン育成部隊一年。現在は天駆ける矢ロツコ・ソプラノに所属している竜騎士ドラグーン候補生ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーです」

「すっ、ストライカーだと……!?」

　子爵はロベールの家名を聞いて驚いている。ストライカー侯こう爵しやくの名前は帝国だけではなく、ハイヘルネン王国にまで届いているようだ。

「砦を襲おそっている貴方の所の兵士を引かせてください。私は、そのために来たのですから」

「…………」

　逃げ切れるはずもないこの状況下でも逃げ道を探しているのか、ラジュオール子爵は瞳を揺らしながらも考えていた。

「子供の指を一本ずつ切り落とせ！」

「止めてくれ!!」

　非人道的と言われようとも、やらなくてはいけないことは絶対にやる。子爵を傷つけても好転しないなら、攻撃の矛ほこ先さきを子供に向けるしかない。子爵はあっさりと折れた。

「わっ、分かった。すぐに兵を引かせる。だから、家族に乱暴はしないでくれ」

「貴方が本当のことを言っている限り、私はその約束を守りましょう」

　子爵から言質をとったところで、空を飛んでいる仲間の竜騎士ドラグーンに合図を送った。

　自分たちのことで精せいいっぱいだったため分からなかったが、竜騎士ドラグーンも二騎落とされていた。

　乗っていた竜騎士ドラグーンは二人とも即死だったそうだ。

　火の手が収まり始めた中庭に、フォポールやアシュリーをはじめとした爆撃隊や輸送する竜騎士ドラグーンまで全て降りてきた。

「お疲れ様です、ロベール様」

「ありがとう」

　フォポールから労ねぎらいの言葉をもらい、疲れた笑顔で答える。そのフォポールの顔は疲労の色が濃い。アシュリーや他の竜騎士ドラグーンも、皆似たり寄ったりな姿になっていた。

　地上の部隊も酷ひどい有様だったが、空は空で次々と飛んでくるドラゴンをいなしながらの待機だったので、凄まじい状況だったのだろう。

「全員、集まりました！」

「よくやってくれた」

　命を落とした仲間も、漏れなく連れて帰る。屋根に落ちていた竜騎士ドラグーンを下ろすのに苦労したそうだが、子爵の兵士が手伝ってくれたので比較的早く下すことが出来たようだ。

　そして、あの時、先へ行けと言った兵士は何本もの矢を体に受けて死んでいたそうだ。数本だが切られた矢があったことから、最後まで抵抗したことがわかる。

　今は矢が綺麗に抜かれて、中庭に横たえてある。

「よし、撤てつ退たいだ」

　全員が落ちないようにしながら、割り振られたドラゴンへ分乗する。

「そちらが、我々の安全を保障してくれる限り、我々もまた子爵とそのご子息の安全を保障しましょう」

「おっ、おい！　私をどこへ連れて行く気だ！」

　まさか、ここで全てできると思っていたのか、子爵は驚きの声を上げた。

「砦では、もうすぐ戦闘が始まります。今すぐ戦場へ赴おもむき、そちらで今回の戦争の終了宣言を行うと共に、捕虜の解放を行います」

　連れていくのは、子爵とその子供だ。ヴィリアに振り回されて気絶していた夫人はここへ置いていくことにした。

　子爵を別の竜騎士ドラグーンに任せて、ヴィリアの元に戻ると特に何も言わずに鼻頭を俺の腹にこすりつけてきた。

「大丈夫か？」

　俺が聞くと、ヴィリアは心配するなといった様子で笑った。

「全員、ドラゴンに乗れ！」

　ヴィリアに跨り、他の竜騎士ドラグーンたちがドラゴンに跨またがるのを待っていると、歳としがいったメイドが暖かそうな毛布を手に飛び出してきた。その中に武器が隠されていると思ったヴィリアはメイドを握り潰そうと摑む。

「これはただの毛布よ！　ドラゴンのくせに何ビビッてんだい!!」

　ドラゴンに摑まれているにも関わらず、メイドは豪ごう胆たんなのか悲鳴を上げることなくヴィリアに喝かつを入れた。その怒鳴り声にビビったわけではないだろうが、ヴィリアは反射的にそのメイドを離した。

「この毛布を子爵様と子供たちへ持っていきたいのですが……」

「武器は入っていないな？」

「もちろんです。検あらためてください」

「いや、いい。持って行ってあげなさい」

　メイドは持っていた毛布を子爵と子供に被かぶせると、その様子を心配そうに見ていた使用人たちの中から若いメイドを呼び出した。

　この騒ぎで着替えることもできずにいたのだろう。メイドは寝間着姿だった。

「子爵様の子供たちのお世話をしている者です。短期間であれど、慣れない捕虜生活でお心を壊しています可能性があります。そうならないためにも、仲が良く慣れているこのメイドを連れて行っていただけないでしょうか？」

　歳がいったメイドの言葉に、寝間着姿のメイドは青せい天てんの霹へき靂れきと言った様子で、俺と年かさのメイドを交互に見ている。

「かまわん。だが、時間をかけることはできない。乗れ」

　これも時間稼ぎの一環である可能性が否定できない状況なので、急いでメイドをドラゴンに乗せた。

　メイドは子爵の子供たちの子守り役のはずなのに、それほどいい待たい遇ぐうを受けていないのか、空へ上がるのにもかかわらず薄い毛布を渡されただけだった。

「もし来るのであれば、そちらは空が明けてから飛べ。守られなかった場合は、先の言った通りになると覚えておけ」

　悔しそうに歯は嚙がみする子爵の兵から視線を外し、空へ上がった。

　予定とは違った場所に子爵がいたせいで、多くの兵を失ってしまった。仲間の死体を確保できたのは良かったが、もっと上う手まくできたかもしれない、と思うとどうしようもないやるせなさが募つのっていく。

　しかし──これでやっと戦いが終わるのだ。
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　明け始めた空を見上げながら、ロベリオン第二皇子は白い息を吐いた。

「ロベールは、本当に来るだろうか？」

　目の前、丘の下にはすでにユスベル帝国軍が布陣し、ラジュオール子爵軍と睨み合っている。

　夜が完全に明けると共に、互いに戦争を開始する口上を述のべて戦が始まる。そして、日が沈むと共に、今日の戦は終了となる。

　決定打が出るまでその繰くり返かえしだ。酷ひどい時は、無駄に兵を減へらす泥沼へと陥おちいる。

「どうでしょうね？　戦争末期でもあるまいに、子爵邸まで乗り込んで子爵を捕ほ虜りよとして連れてくるなんて危険な真ま似ね、今まで聞いたことありません」

　ルーディーは、ロベリオン第二皇子よりロベールの考えに否定的なのか、かなり冷めた様子で答えた。

「だが、ロベールならやってくれそうだ、と思うのは気のせいかな？」

「信じきれるなら、本当でしょう。しかし、信じきれないなら気のせいです」

「冷さめてるねぇ」

　そう笑いながら、ロベリオン第二皇子は出された朝食を食べ始めた。後方とはいえ、戦場でありながらフレンチのフルコースのような豪華な料理がロベリオン第二皇子とルーディーの前に並べられた。

「しかし、ロベールが戻ってきたらお父上も元気になられるかもしれない」

「そうですね。いち帝国民として皇帝陛下のご回復を祈り続けるだけです」

　ルーディーも朝食を食べようとしたとき、戦場が俄にわかに騒がしくなり始めた。

「もう始まったのか？　少し早い気が──」

「いえ、ロベリオン皇子の願いが届いたようですよ」

　興味がないように呟つぶやきながら朝食をとるロベリオン第二皇子とは違い、単眼鏡で戦場を見たルーディーは少し笑いながら言った。

「どうした？」

「白旗を上げながら飛ぶドラゴンが、ハイヘルネン王国側から飛んできています」

「へぇ？」

　口角を上げて、ロベリオン第二皇子は笑った。
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　空が紫色に染まり始め、日の出が近いことを知らせている。

　寒さが酷いが落伍者は出ていない──が、子爵領を出る時は何とかもっていた兵士が、失血とこの寒すぎる悪環境のせいで命を落としてしまった。

　今は高度を落としているというのに、一日で一番寒い時間が災わざわいして怪け我が人にんの体力を容よう赦しやなく奪うばっている。

　子爵も唇くちびるを紫色に染め、歯の根をガチガチと震わせている。その子供たちも毛布だけで寒いのか、泣き始めてしまったので俺の毛布を貸してやる。

　初めは仲間に止められたが、見ていられなかったうえに捕ほ虜りよ虐ぎやく待たいと言われては後味が悪い。

　それに、ヴィリアは発熱しているので、あまり薄着にならなければ何とかなる。だから、今はミーシャと二人で一枚の毛布を羽は織おっている。

　いつの間にか、ミーシャが俺の後ろ、ミナとの間に無理やり挟はさまって来たのだ。

「発光信号確認！」

　隣を飛んでいる竜騎士ドラグーンから報告が入った。空が紫色に染まり始めているので見み辛づらいが、前方にカンテラの発光信号が確認できる。

　単純ではあるが発光にリズムをつけることで、状況を確認できるようにしている。

　その信号によれば、砦前ではまだ戦闘は開始されていないようだ。間に合ったという安あん堵ど感かんが身を包む。

　報告を受け取り、腕を上げると同時にヴィリアを嘶いななかせた。これで広がって飛行している仲間を、声が通じる距離まで呼び寄せることができる。




　全騎が寄って来たことを確認して、大声を出す。

「これより、戦闘領域に入る！　密集陣形を取りつつ各自警戒を厳にし、無用な戦闘行動は控ひかえるように！」

　風切り音が酷いが、確かに全員から了の声が聞こえた。それと同時に、先ほどよりドラゴン同士の距離が一気に縮ちぢんだ。

　周囲に対し距離に注意する必要が大幅にましたが、これだけ密集していれば咄とつ嗟さの命令も伝わりやすく、視野も広くなるので報告もし易やすくなる。

　仲間全体に命令がいきわたったのを確認していると、後ろから腰ヒモが引かれた。

　このヒモは竜騎士ドラグーン同士で戦闘をする時に使う、大長槍の落下防止用紐リユーシユコードだ。ただ落下をさせないことだけを考えたリューシュコードは荒縄で作ってあり、丈夫すぎるために万が一ドラゴンに引っかけてしまった時は大事故になるが、今回に限ってはその丈夫さを利用して後ろに乗せているミーシャと俺をつなぐための安全帯の役割を果たしている。

「どうした？」

　少しだけ後ろを向いて聞くと、ミーシャは俺の方に腕を乗せながら前方を指さした。

「ずーっと先に、ドラゴンが飛んできてる」

「飛んでるか……」

　ミーシャの指さす方向を凝視するが、夜明けといっても暗いのでその姿は見えない。そもそも、昼間であっても俺とミーシャとでは視力が違うだろうから、たぶん見えないと思うが。

　重量軽減のために最低限の装備しか持ってきていないので、普段使っている単眼鏡も持ってきていないことが悔くやまれた。

「全員に通達！　前方から所属不明の竜騎士ドラグーンが接近中！　所属判別のために、二騎が先行して確認して来い！　敵の場合は、すぐに白旗をあげろ！　戦闘だけは絶対にするな！」

　命令を受けた、俺の前を飛ぶ竜騎士ドラグーンが先行した。そしてすぐに、隣を飛ぶ竜騎士ドラグーンが速度を上げ、俺の前を固める。即席部隊でありながら、よどみない動きだった。

　先行した竜騎士ドラグーンは、すぐに白旗を上げた。どうやら、敵の竜騎士ドラグーンだったようだ。
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「ご乗車いただき、ありがとうございます。お忘れ物などございませぬように、お降りください」

　寒さと長時間ドラゴンに跨っていたことに加え、尻ケツを怪我しているためにフラフラと頼りなく歩くラジュオール子爵に対し、できるだけ笑顔で話しかけた。

　だが、忌いま々いましそうな顔で睨みつけられてしまった。せっかく、子爵をおもんばかって声をかけたというのに、意味が分からんな。

「子爵様!?」

「これはいったい!?」

　俺の姿を確認したロベリオン第二皇子は、ラジュオール子爵軍へ向けて停戦の手紙を出していたようだった。先ほどの、二騎の敵竜騎士ドラグーンのお陰もあり、安全に戦場のど真ん中へ降りることが出来た。

　そして、今驚いているのはラジュオール子爵軍の総指揮官のエルクン騎馬騎士長とその部下だ。二人とも、この場にいるはずない、来るはずもない人物が敵国ユスベル帝国の竜騎士ドラグーンが駆るドラゴンに乗って来たことに驚きよう愕がくしている。

「見ての通り、そちらはラジュオール子爵という総大将を捕らえられたことにより、敗北となりました。ここで行われるのは、戦争ではなく戦後処理のお話合いです。それと共に、ラジュオール子爵という捕虜を解放するための身代金の相談となります」

　俺の発言に、エルクン騎馬騎士長たちは開いた口がふさがらないのか、酸さん欠けつ気味の魚のように口を開閉している。

「色々と聞きたいこともあるかもしれませんが、先走る兵士が絶対に出ないように、停戦の命令を出してください」

　戦争が終わっているにもかかわらず、死人が出るなんて笑えない。もうこれ以上、人死にはごめんだ。

「それでは、戦後処理を始めましょう──」













　あの後の身代金の話し合いはやや難なん航こうした。

　格かつ好こ良よく戦後処理を始めましょう、とか言ってしまったもんだから、俺が主導となり身代金の金額を決めることになった。

　身代金の値段についてよくわかっていなかったので、適当に金貨一万枚を提示したところ、ラジュオール子し爵しやく側から高いと言われてしまった。これは、帝国側も目を丸くしていたので、多分高すぎたのだろう。

　半分の金貨五〇〇〇枚にまけたが、帝国側に反対が出なかったので、そこまで低い金額ではないのだろう。

　しかし、それでも子爵側は高すぎて払えないと言ってきた。ではいくらなら払えるのか、と逆に問とうたところ、金貨二〇〇〇枚ではどうか、と打だ診しんがあった。

　これに対し、帝国側がふざけるな、と罵ののしる混こん沌とんとした状態になってしまった。




「んじゃぁ、払える分だけ返したらいいんじゃないの？」




　ミーシャが、まさかの人質の分ぶん割かつ返へん還かんを提示したのだ。

　誰だれも思いつかなった人質の返還方法に俺は大爆笑してしまい、計算ができないミーシャのためにどこから切り取れば良いのか懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えていると、本気でやりかねないと判断したのか、子爵側はこちらの要求金額よりも若じやつ干かん低い金額を提示した。面つらの皮が厚いとはこのことか。

　このままでは埒らちが明かないので、一いつ括かつ払ばらいであれば金貨四四〇〇枚。分割返済であれば金貨五〇〇〇枚とした。

　これ以上やっていては本当に分割返還されかねん、とでも思ったのか、子爵側は大人しく証書を交かわ──さなかった。返還する人の欄らんに子供が入っていないと言ってきたのだ。

「当たり前でしょ。それは、子爵のみの返還金額なので、間違いはありませんよ？　ですが、ご安心を。払う意思がある限りこちらは客人としてお子様たちを遇ぐうします。しかし、支払う意思がなくなった場合は、それなりの扱あつかいになることを覚悟してください」

「ふっ、ふざけるな！　そんな話、信じられるわけがないだろう！」

　人質を分割返済しようとした奴の話なんて、怪あやしくて信じられるわけないだろう。俺だって普通なら信じない。

「信じていただかなくても結構です。私は、きちんとそちらの要求に沿そうように、身代金の減額をしましたよ？　何なら、子爵だけの値段で、金貨一万枚に戻しましょうか？」

　せっかく引き下げた身代金が再び増額しそうになると、子爵側は一気に沈ちん黙もくした。

「金が惜おしくなったのであれば、こちらも分割払いで良いですよ。もちろん、全すべて支払い終えた後に五体満足でお返しすることを約束します」

　金が惜しく、という言葉で子供たちの顔に不安の色が差す。そしてすぐに、父であるラジュオール子爵を見た。

　そりゃそうだ。自分たちの命が金でやり取りされているうえ、その金額が高く親の足かせになっているのだから。貴族として生まれたのであれば、子供でも理解できる話だ。

　見たところ、長男は俺より少し年下くらいだから、貴族としての立場は理解しているだろう。理解しているからこそ、自分の価値と身代金の金額の天てん秤びんがどちらに動くのか、気が気ではないだろう。

　この世界では、一応養子をとって後を継がせることもできる。しかし、その場合は、名前は残るが血統という貴族的価値は無くなってしまうので、子爵的にはそれは避さけたいところだろう。

　そして、子爵はすぐに返答した。子供四人分の金貨一八〇〇枚の分割払いを。





　　　　　□






　空を見上げて、流れる雲を見る。

　季節は完全に冬となり、これからどんどんと寒くなっていくだろう。

　ミーシャは、戦死したララークルを故郷の土──ダルエナの元へ送ると言って、モナークと共に帰っていた。

　ラジュオール子爵の子供たちは、皇都からマシューへ送り出した。山はまだ薄うっすらと雪ゆき化げ粧しようを始めたばかりなので、問題なく行くことが出来るだろう。

　ラジュオール子爵から受け取った身代金は、半分を貰もらい、もう半分は国へ渡した。身代金は全て捕らえた者が貰えるのだが、今回は兵士の死傷者数を減らすという目的があり、帝国軍を囮おとりとして使ったからだ。

　帝国軍が砦とりでまで行かなければ、子爵軍が増援をすることなく、屋敷の警備がもっと厳重になっていたからだ。

　そして、俺が貰った残りの半分は子爵邸襲撃の際に命を落とした兵士の家族へと渡した。

　あまり多くても先方が困るし、国からも少しではあるが支払われるので、嫌いやがられない程度の金額を渡した。その時に最後はどのような状況だったのか、を伝えたのだが、それがとてもありがたがられた。

　国のために戦争の行方を決める作戦に従じゆう事じし、そして成功を収おさめたのだ。親として、家族として誇ほこりに思える子供だったという言葉をよく耳にした。

　たぶん、こういったことは今回で最後になるかもしれないと思う。これから、人が多く死んでいくだろうし、戦死者は数字でしか見なくなっていくだろう。

　人を踏み台にしてでも、自分の願いを叶かなえようと思う気持ちと考えは全まつたく変わることなく、揺ゆるがない。

　ストライカー侯こう爵しやく家けに俺が入いれ替かわっていることがバレた以上、遠回りすることなく俺が安心して暮らせる場所を作らなければいけないのだから。

　今回の作戦が成功したことで、未来に向けて大きく前進する一手となった。

　ロベリオン第二皇子が新設した天駆ける矢ロツコ・ソプラノの幹かん部ぶにもなれたし、さらには年始に行われる皇帝陛下の誕生日に俺の表彰をやってくれるんだそうだ。

　俺の名と存在は、帝国に大きく知れ渡ることとなり、ストライカー侯爵もそう簡単には手を出せなくなるだろう。

　そうそう、後で聞いた話なのだが、騎馬騎士本部のクーデター事件は、ロベリオン第二皇子が言う通り、ストライカー侯爵が一枚嚙かんでいたらしい。

　騎馬騎士本部に所属する貴族が自分たちへ攻撃してきたときは、このクーデターを誘発させてその貴族を政界だけでなく物理的に消す手はずだったらしい。

　それが、関係のない人間に使ってしまったために、酷ひどくご立腹らしい。




「ロベール様、お風か邪ぜを引いてしまいますよ」

　ボケッ、としすぎてしまったからか、ミナが近づいてくるのに気づかなかった。そのミナの顔は、冬の曇どん天てんに似合わないほど爽さわやかで温あたたかい表情をしている。

　その理由は恩賞のせいだろう。子爵邸襲撃時は鬼き神しんの如ごとく働いてくれたミナに、何か恩賞をやろうと思い欲しい物はないかと聞いた。さすがに、奴ど隷れいからの解放は無理だが、武具一式くらいは買っても良いと思った。

　そしたら、ミナはとんでもないことを言ってきたのだ。




──もしお許しいただけるのなら、ロベール様の騎士となり、働きたいと思います──




　もちろん、奴隷なので騎士とは形だ。それでもメイドとしての仕事もしっかりと行ったうえで、騎士としても働きたいとのことらしい。

　その理由を問うと、無茶な作戦を思いつき、そして成功させる能力と、兵士一人一人に敬意をもって接していたので、俺のために死にたいと思ったんだそうだ。

　騎士も形だけなら、今までのままで良いだろうと思ったのだが、騎士を目指していたミナとしては、形だけでも俺から叙じよ任にんの儀式を受けて、死ぬときは騎士として死にたいんだそうだ。

　俺にはよく分からなかったが、こういった区切りというのは戦う者として重要なのだろうと思い、許可をした。

　その代わり、俺がヴァンデスと対たい峙じしたときのようなことは二度とせず、蛮ばん勇ゆうで無む駄だに命を散ちらすことがないように誓ちかわせた。

　そして、すぐに剣を買いに行った。騎士の叙任は、前世と似たようなやり方で、肩を叩たたく代わりに、今までの俗ぞく世せでのしがらみを断ち切る意味を表すために、体の周りの空間を剣で切るんだそうだ。

　トランペットを見る少年のように、ミナが欲しがっていた剣を買い、それで叙任の儀式をした。聖句も無ければ様式もない、映画でしか見たことがない叙任の儀式を思いだしながら。












　ほぼ適当な儀式だったが、ミナはとても喜んでいた。その笑顔が良かったから、というわけではなかったが、俺が武具屋に作らせた特別製の匕首あいくちもお守りとして渡した。

　柄つか巻まきにも拘こだわった一級品で、そこらの物よりも頑がん丈じようでありながらしなやかなナイフだ。

　女の子にプレゼントするには酷ひどく不ぶ格かつ好こうで実用的な物だが、こちらも叙任の儀式と同じく喜んでもらえた。




　それから、ミナは今までとは比べ物にならないほど表情豊かになり、今まで以上に仕事へ打ち込むようになった。

　無理をしないように言っているが、どうにもミナは体力がありすぎる。働きすぎだと言われている俺よりも、確実に働いている。

　そんなミナに気け圧おされながら──いやいや、元気を貰いながらこれから会うストライカー侯爵との会話を考える。

　状況は上う手まく揃そろったので、一から十まで完かん璧ぺきにはならなくとも、望んだ通りの結果に近い結末まで持っていけることができるだろう。

　ストライカー侯爵には、俺が俺の居場所を作るまで地位を利用させてもらうだけではなく、資金提供もしてもらわないといけないのだから。




　これからが、とてもとても楽しみだ。








あとがき




　皆様、お久しぶりです。一巻の時に『あとがきが好き』とか言っておきながら、今回は本編ページ数を増し増しにしてしまったので、あとがきは短いです。一五行だけです。

　Ｗｅｂ版が長かったので、何とか圧縮したのですが、それでもこんな感じです。新しく担当となった儀ぎ部ぶさんには、迷惑ばかりをかけてしまいました。申し訳ありません。そして、ありがとうございます。さらに、前担当だった荒あら川かわさんに、最大の感謝を。

　残りが無いので、謝しや辞じに入らせていただきます。

　二巻もイラストを担当してくださったニリツさん、可愛くカッコいいキャラを描いていただきありがとうございます。ミーシャやミシュベルの可愛さ、一枚絵も最高です！

　兄嫁さん、今回もいぬぶくろの絵を描いていただき、ありがとうございます。会社の皆様、私の事情を汲くんで色々と時間の融ゆう通ずうをしてくださり、ありがとうございます。ネットに感想や、投稿サイトで評価してくださった皆様、この本が店頭に並ぶまでに関わった全ての人に感謝を。もし次が出せるのであれば、次ももっと面白くしていきたいと思います。それでは。


二〇一六年一〇月　いぬぶくろ
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